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朝から晩まで!?国王陛下の甘い束縛命令










敵国に嫁ぐことになりました




　がらがらと回る車輪の音の間に、前を走る二頭の馬ば蹄ていの音が響く。窓の外を覗のぞくと、風に煽あおられた木々の葉が揺れていた。

「ねえ、あとどれくらいで着くの？」

　生まれたときからずっと過ごしてきた宮殿を出て三日。途中で、目的地に向かうルート内にある貴族の館で休ませてもらいながら、私は今日も馬車に揺られる。窓を開ければ風は入ってくるけれど、季節は初夏。座っているだけでもほんのり汗ばんでくる。

　向かいに座っているのは、世話人としてついてきているボートレイト伯爵。もうすぐ六十歳になる。生前の父によく尽くしてくれていた人物だ。父は、先の戦争で敵国王の刃やいばに倒れた。

「あと二時間ばかりですね。もう少しです」

　ボートレイト伯爵は、胸ポケットから出した懐中時計を見て答える。丸メガネの奥の目は疲労のせいか、しょぼしょぼしていた。ほとんど白くなった髪は後ろに流されており、鼻の下にピンと端の跳ね上がった髭ひげが生えている。

「二時間は〝もう少し〟じゃないでしょ」

　ずっと馬車に揺られ続けて、いい加減お尻が痛い。

　それほど背が高くない私でも、馬車の中は狭い。腰まである桃色の巻き髪はすっかり元気をなくして、ただのふわふわのくせ毛になっている。手鏡を覗くと、元気がないせいか、元々の垂れ目がますます垂れて見えるような気がした。

「そう思うのなら、今のうちに本でも読んでおいたらいかがですか。敵国――いえ、シャイレンドルフの言葉、まだまだ怪しいのでしょう？」

「話せるようにはなったわ」

　まだ難しい綴つづりとか、シャイレンドルフ独特の言い回しとか慣用句とか、そういうのはわからないけど。日常会話はできるようになっているはず。

「それだけでは、王妃様の求めるようなお務めは果たせませんぞ」

　王妃様というのは、私のお母様のこと。お母様の顔を思い出すと、今すぐ祖国に帰りたくなってしまう。

　伯爵は呆あきれたような顔でこちらを見たけど、私は本を読む気にはなれなかった。こんなにガタガタ揺れる馬車の中で細かい字なんか読んだら、気分が悪くなっちゃう。

　ずっと続く山道。おそらく国境が近くなってきたのだろう。目的地が近づくにつれ、どんどん緊張が増してきて、心臓がゆっくり握りつぶされるような圧迫感を覚える。

　なぜなら私は今、敵国の王を暗殺しに行くところなのだから。
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　事の始まりは二年前。私が十八歳のとき。

　我が祖国アミルカと隣国シャイレンドルフの間に、国境にある鉱山の所有権を巡って争いが勃発。たちまち激しい戦争となり、押しつ押されつの攻防を繰り返して、半年前ついに我が父・アミルカ王の部隊が破られた。王を倒したのは、シャイレンドルフの国王だった。けれど私のお父様が倒されて、我が国が降伏した四日後に、敵国王も病気で亡くなったのだという。それがもう少し早かったら、この戦争の結末も変わったのかもしれない。

　シャイレンドルフの軍隊に占領されたアミルカ。王族は実質的になんの権利もなくなり、宮殿に軟禁され、最低限の物資での質素な生活を強いられていた。

「でもまあ、負けた方の王族全員が捕虜にされて、敵国に連れていかれるなんて話も聞くし、私たちは幸運だったのかもね」

　そんなことを言った私を、お母様はキッとにらんだ。

　三人のお兄様の下に生まれた私は、ずっと周りから甘やかされてきた。そのせいでおっとりしている。悪く言えば、のんきで世間知らずに育ってしまった。

　ちなみにお兄様たちはみんな生き残っている。けれど、家族が一緒にいると結託して反乱を起こすかもしれないという理由で、それぞれ国内の遠く離れた場所に幽閉されてしまった。お兄様たちはみんな私を可か愛わいがってくれていたから、会えなくなってとても寂しい。

「情けない。それでもアミルカの王女なの」

　お母様に叱責されて、びくりと肩が震えた。

　戦争が起きる前は、こんなに怒られたことはない。シワの寄った厳しい表情で腕を組んだお母様は、がらんとした部屋の中を歩き回りながら私に言う。

「あいつらは、私たちにとんでもない条件を押しつけてきたのよ」

「とんでもない条件？」

　その声から苛いら立だちや焦りのようなものが感じられ、ごくりと唾を飲み込んだ。敵国シャイレンドルフが、私たちにいったいどんな条件を出してきたというのだろう。

「あなたをシャイレンドルフに差し出せ、と言われたのよ」

「えっ」

「そうすれば、これからもアミルカの王族の最低限の暮らしは約束する、と。拒めばこの宮殿から追い出し、王族の全員を捕虜にすると言っているの」

　いつの間にそんな話になっていたんだろう。結局、私が行かなければ王族全員が捕虜にされるということか。

　戦争中も宮殿で待っていることしかできなかった私は、外で起きていることをあまり知らないまま終戦を迎えてしまった。もちろん、お父様が亡くなった現場だって見ていない。そんな状態で自分が敵国の捕虜になると聞いても、なにひとつ実感が湧いてこなかった。

「可愛いひとり娘をシャイレンドルフに嫁にやるなんて。ああ、悔しい」

　悔しいと言いながら、自分も一緒に捕虜になるとは言わないお母様。

　そうよね、お母様はもう五十歳だもの。いくら強い人でも、この年齢で知らない土地で捕虜として暮らすのは、並大抵のことじゃないわよね。

　同じような生まれ育ちでも、まだ若くてのんびりした性格の私の方が順応できる、とお母様は思ったんだろう。

　私が行けば、家族はこのまま祖国で暮らすことができる。それならそうするしかないのか……。

「ちょっと待って、お母様。今、〝嫁にやる〟って言いましたよね？　私、誰かのお嫁さんになるんですか？」

　王女が他国に嫁ぐのはよくある話。ほとんどが国同士の友好のための政略結婚だったりするのだけど、いざ自分にそんな話が舞い込んでくるとは。結局は敵国の捕虜にされるに違いないんだけど。

　相手はどんな方かしら。大臣とか、貴族とか？　もしかしたら軍人かしら。怖い人だと嫌だな。

「国王です。今年二十五歳になった敵国の新国王エドガーが、あなたを花嫁にすると言っているのです」

「こ、国王!?」

　国王って、敵国で一番偉い人じゃない。言い換えれば、私たちアミルカ王族の最大の敵。どうしてよりによって、そんな人のお嫁さんにならなきゃいけないの。

　のほほんとしている、いや、ぼーっとしていて鈍くさいとお兄様たちに言われる私だけど、さすがに衝撃。ありえないわ。

「ってことは、私は王妃に？　嫌よ。絶対、嫌」

　敵国の王妃なんて、無理。我ながら頭はあんまりよくないし、気も利かないし、政治のことも、てんでわからない。知らない人ばかりで言葉も常識も通じない敵国で、どんな仕打ちをされるのか。考えただけで恐ろしい。

　それに、敵国王の妻になるってことは、お父様の仇かたきにいい顔をして抱かれなきゃならない。全然好きになれないような人だったらどうしよう。体が二メートル以上あって、顔中に髭を生やした、でっぷりした人だったりしたら、気持ち悪くてキスもできない。もし味方のいない敵国で出産、子育てなんてことになったら……。

　未知の不安や嫌悪が押し寄せてきて、胃が圧迫された。泣きそうなくらいの嘔おう気きを感じる。完全に逃げ腰になっている私を、お母様がキッと鋭い視線で私を射抜いた。

「ミリィ！」

「は、はいっ」

　いきなりお母様が大きな声を出したので、思わず背筋がピンと伸びる。彼女は私の目をじっと覗き込み、今度はごく小さな声で言う。扉の向こうにいるシャイレンドルフの兵に聞こえないように注意しているみたい。

「いいこと、ミリィ。あなたに託すのは非常に心配だけど、これは好機よ。エドガー王に報復するの」

「ほ、ほうふく？」

　報復って、誰も味方のいない敵国で、いったいどうやって？

　何度もまばたきをする私を、お母様は見たこともない険しい顔でにらむ。顔の中心に無数のシワが寄っていた。そして、そっとその薄い唇を開く。

「エドガー王を殺しなさい、ミリィ」

「え……っ！」

　殺しなさい、って。私がこの手で、エドガー王を暗殺するってこと？　お母様、なにを言っているの？

「敵国も、あなたのお父様を倒した先代国王が亡くなって、新国王が即位したばかり。再び王が亡くなれば、混乱するに違いないわ。そこに、まだ残っている我が国の兵を集結させて叩たたきつぶすの」

　お母様は自分の言葉に興奮したのか、テーブルを拳で殴りつける。ドン！と大きな音がして、びくっと肩が震えた。

「あなたたちの結婚式のために、多くのシャイレンドルフの兵が敵国に戻るわ。その隙に私たちは進撃の準備を進め、そちらに我が兵を送り込みます」

「そんなことをして、成功するでしょうか」

　敵国の人間にバレないように兵士を送り込んでも、目立たないくらいの少ない数では話にならないのでは。

「もちろん、それだけの数では勝てません。先に忍び込んだ兵士で、まず敵の本拠地である宮殿を制圧するのです。それさえできれば、国王を失った敵国兵は戦意を喪失することでしょう。もちろん、あとから徐々に兵士を送り込みます。結果的に敵を囲い込んで追いつめるのです」

　興奮した様子で部屋の中を歩き回りながら、どんどん話を進めていくお母様。シャイレンドルフの国王の死を夢想しているのか、突然かすれた声で笑いだす。

　ちょっと待って。私が暗殺を成功させるということが前提みたいだけど、本当にうまくいくと思っているの？

　戸惑う私の肩を強くつかみ、お母様は口だけで笑った顔で言う。

「いいこと？　アミルカ王家の誇りをあなたに託すわ。絶対に国王を暗殺おし。成功したらすぐに逃げるの」

　小さい子供に言い聞かせるようなお母様の言葉に、若干の恐怖を覚える。その目に私は映っていない。焦点が合わない目は、敵国を制圧するビジョンしか見ていないように思える。

　お母様はもう、敵国に報復することしか考えていないのね。

　だけど、私に暗殺なんてできるだろうか？　今まで王家のぬるま湯に浸つかってきた、なんの特技も、人を殺す覚悟もない腑ふ抜けの私に。

　躊ちゅう躇ちょしていると、お母様がそっと私の手を両手で包む。その目に涙が浮かんでいるのを見て、ハッとした。

　お母様、泣いているの？　今まで笑っていたのに、いったいどうしちゃったの。

「お願いよ。お父様の命を奪った敵国王の息子を、絶対に討ち取ってちょうだい」

　震える声でそう言うお母様。その体は戦争による心痛のせいか、昔よりずっと痩せて小さくなっていた。

　お父様というのは、私のお父様……つまりお母様の夫。ずっと仲睦まじい夫婦だったもの。愛する者を突然奪われた悲しみが、憎しみに変わってしまったんだろう。

　その気持ちはわからないでもない。私だって大事なお父様を奪われたんだから。お兄様たちとも会えなくなった。

「う、うん……わかりました。お母様、私、頑張るから。お願い、元気出してね」

「あなたの働きに、我が国の命運がかかっていますからね」

「はい。肝に銘じました」

　母親の涙は卑ひ怯きょうだわ……。

　お母様をなだめるために、結局エドガー王の暗殺を承諾してしまった。こうして私は〝王妃〟という王に一番近い立場を利用し、彼を暗殺するという任務を半ば無理やり負わされてしまったのだった。
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「やっと着きましたね」

　ぼんやりとお母様のことを考えていたら、いつの間にか寝ていたみたい。ボートレイト伯爵の声で起き、停まった馬車から外の世界に降り立つ。護衛としてついてきた兵士たちの馬車が、私の馬車の前後に停まっていた。

　ずっと座っていたせいで、ヒールを履いた足元がふらつく。馬車にもたれかかり、辺りを見回した。

　ここが国境。すぐそこが敵国、シャイレンドルフ。木々に囲まれた森は静かで、少し前までの戦争の面影はここでは感じられない。

「ミリィ様、あれはシャイレンドルフの馬車では」

　ボートレイト伯爵が前方を指差す。茂みの向こうに、見たことのない馬車が何台も停まっていた。

「ようこそシャイレンドルフへ。お待ちしておりました、ミリィ王女様」

　馬車の向こうから見覚えのない女性たちが十人ほど来て、恭うやうやしく頭を下げた。シャイレンドルフの侍女たちだろう。みんな動きやすそうな質素なドレスを着ている。

　その後ろから、シャイレンドルフ兵と思われる鎧よろいを着た男の人たちも数人現れた。

「早速お召し替えを。さ、幕を用意して」

「お召し替え？」

　どうしてこんな森の中で、兵士たちがいる真ん前で着替えなきゃいけないの。

　首をかしげる私に、ひとりの侍女が深く深く一礼して言う。

「はるか昔から、他国の姫を迎えるときのしきたりでございます。シャイレンドルフへ祖国のものを持ち込むことはできません」

　ドレスも下着も、どんな小さなものでも、祖国のものを身につけてシャイレンドルフへ入ることはできないのか。そんな厳しいしきたりがあるなんて聞いていない。おかしなものを持ち込まないよう、身体検査も兼ねているとか？

　これはまいった。ドレスの中にはなにもないけど、荷物の中には国王暗殺のための武器や毒薬が隠されている。それらを見つけられたら即処刑されちゃう。

　冷や汗がたらりとこめかみを流れる。先方の命令に反抗するわけにもいかず、私は二本の木の間に張られた幕の内側で裸になった。シャイレンドルフの兵たちは、ひとまず馬車の方へ戻っていったみたい。

　侍女たちは私がなにも隠し持っていないこと、感染症を患っていないことなどを確認すると、すぐにシャイレンドルフ製の下着を差し出した。

　生まれたときから王女として生きてきたから、侍女の前で裸になることに抵抗はない。けれど、この薄い幕の外に男の人がたくさんいると思うと緊張してしまう。

　急いでコルセットをつけられ、スカートを膨らませるための下着をはいたとき、背後から馬がぶるぶると唇を鳴らすような音がした。

「どうした？」

　ボートレイト伯爵の声が聞こえた。幕の向こうが騒がしくなる。馬が落ち着かなくなっているみたいで荒い息が聞こえてくる。

　そんなことはお構いなしに、着替えを続けさせようとする侍女たち。

　しかしそこで、「あっ！」とアミルカの御者の大きな声が聞こえた。

「お、狼おおかみがいる！　王女様、狼の群れでございます！」

「えっ！」

　その声が聞こえ、背筋に冷たいものが走る。

　まだこんなに日が高いのに、狼の群れですって？　しかもまだ着替え中……って、そんなこと言っていられない。逃げなきゃ。でもどこに逃げたらいいの。向こうに狼がいるなら、この幕の内側にいた方が安全かしら。

　シャイレンドルフの侍女たちと一緒にきょろきょろしていると、目前の深い森の中からゆっくりと灰色の狼が三頭現れた。

　こちら側にもいた！

「みんな、こっちはダメ！」

　侍女たちを引き連れて幕をめくり上げると、右手にある馬車の列の正面、私から見て左側の斜面から、十頭ほどの狼が目をぎらぎら輝かせて近づいてきていた。

「いつの間に……！」

　馬車のそばからボートレイト伯爵が駆け寄ってきた。その顔は青ざめている。

「ど、どうしよう」

　あっちを見てもこっちを見ても、狼と目が合ってしまう。いつの間にか馬車の列の陰にある森からも狼が出てきていて、ぐるりと取り囲まれている。すぐ後ろにいる侍女たちも、なにもできずに震えていた。

　護衛としてついてきていた十人のアミルカの兵士が私に駆け寄り、それぞれ剣を抜く。五人で私を守る壁のように立ち、他の五人は左手の斜面から現れた狼の方へじりじりと寄っていった。馬車の列の後方にいたシャイレンドルフ兵も同じように剣を抜く。彼らは七人で、馬車の陰の森から来た狼を迎える。

　狼たちは兵士の剣を恐れる様子がない。低く喉を鳴らしながらゆっくりと近づいてくる。かと思うと突然速度を上げ、後ろ足で地を蹴った。

「わあああっ！」

　御者の悲鳴が上がる。狼が馬に襲いかかり、いななきと共に馬車が大きく揺れた。

　アミルカ兵が剣を振り回す。ひらりとよける身軽な狼。がら空きになった兵士の脇に、別の狼が噛かみつく。たちまち悲鳴と怒号が森の中を飛び交う。

「きゃああああっ！」

　侍女たちの悲鳴がさらに響く。私は情けないことに、恐怖のあまり声すら出せずにいた。

　まさか、こんなところで狼に食べられてしまうとは。やっぱり、人を殺そうなんて恐ろしいことを考えたからバチが当たったんだ。

　ガタガタと震えながら、目を閉じて神への祈りを呟つぶやく。けれど声は震え、歯がカチカチと鳴るばかりでまともな言葉にならない。

　私、このまま死んでしまうのかしら――もう終わりだ。

　ボートレイト伯爵にしがみついていると、突然、人の声がした。

「誰の馬車を襲っているかわかっているのか！　命知らずな獣どもめ」

　なに？　いったい誰の声？

　恐る恐る目を開け、顔を上げる。やっと見えた視界の端に、ひらりと翻る白いマントが映った。

「あ、あ、あれは……」

　隣で同じように震えていたボートレイト伯爵が声を絞り出した。

　体を離して周りを見る。アミルカのものとは違う黒い軍服を着た男たちが狼に銃を何発も撃ち込む。銃声が響き、驚いた鳥たちが一斉に羽ばたく音で、辺りは一層騒がしくなった。

　その中でもひときわ目立つ白い軍服の男性がひとり。彼は軽やかに剣を振るう。

　太陽の光を吸収したかのような輝く金髪。しなやかに伸びた長い手脚。

　ずいぶん若そう。彼はいったい、誰？

　狼たちは銃声にびっくりしたのか、怯おびえた様子で退散していった。強こわ張ばっていた体からだんだんと力が抜け、私はぺたりとその場に座り込んでしまった。

　助かった……。伯爵や、近くにいた侍女たちからも安あん堵どのため息が漏れる。

「ご無事ですか、王女」

　顔を上げると、金髪の男の人が私に手を差し出していた。近くで見ると驚くほど整った容貌をしている。きりっと目じりの上がった目。瞳は青く透き通っている。白い軍服の襟や袖は黒い布で統一され、胸から肩につけられた金色の飾りがきらめく。

　なんて美しい人だろう。まるで彼自身が全身から光を放っているみたい。

「ミリィ様、お返事なさいませ！」

　ぼーっと見とれていると、焦った顔のボートレイト伯爵に叱られた。

「ぶ、無事です」

　やっと返事をすると、男の人はホッとしたように眉を下げた。しかしそれは一瞬で、すぐにきりりとした顔に戻る。

「それはよかった。お迎えに上がりました。どうぞお手を」

　彼の手を取り、立ち上がる。周りを見ると、御者も馬も兵士もそれぞれ少し怪我はしているものの、命に別状はなさそうだった。

「助けてくださり、ありがとうございます。ええと、あなたは……」

　彼らの軍服には見覚えがある。祖国にいたシャイレンドルフの兵隊が同じような格好をしていた。ここからすぐそこは彼らの国だ。遅れて迎えに来てくれたとしても不思議ではない。

「ああ、名乗るのが遅くなって申し訳ありません。私はエドガーと申します」

　エドガー。どこかで聞いたことのあるお名前……。

　考えていると、ボートレイト伯爵に背中をつつかれた。

「ミリィ様、なにをぼんやりしておられるのです！　このお方はシャイレンドルフの国王陛下。あなたの伴侶になるお方ですぞ！」

　シャイレンドルフの国王、エドガー。こ、この人が……！

「そろそろお着きになる頃かと思って迎えに来たら、狼が不穏な動きをしていたんだ。花のようなあなたから、いいにおいでもしていたのかもしれないな。とにかく間に合ってよかった」

　冗談まで交えて爽やかに微ほほ笑えむエドガー王。

　この人が、敵国の王様なの？

　想像と違う。体が二メートル以上あって、顔中に髭を生やした、でっぷりした人を勝手にイメージしていたのに。とても身軽で無駄な動きがない。狼に向かっていく勇敢な姿を思い出すと、膝が崩れ落ちそうだった。

　無理よ、お母様。こんな強い人を私が殺すですって？　ただのケンカでも勝てる気がしない……。

「どうしました？　顔色が悪いみたいだ」

　じっと顔を覗き込まれる。彼の金髪と青い瞳が美しすぎて、自分の淡い桃色の髪や赤っぽいブラウンの瞳が恥ずかしくなる。

「い、いえ。大丈夫、です」

　とにかく、こちらも挨拶をしなければ。

　ドレスの裾をつまんでお辞儀をしようとした、そのときに気づいた。

　私、下着姿だった……！

「嫌ああっ！」

　膝を抱えるようにしゃがみ込む。

　なんという醜態。エドガー王だけでなく、周りには兵士たちもいたというのに。

　羞恥で震える肩に、なにかが突然かけられた。驚いて見ると、それは国王の白いマントだった。

「失礼」

　低い声がすぐ近くで聞こえたかと思うと、ふわりと体が宙に浮く。エドガー王が私を抱き上げていた。あまりに軽々とした動きで、抵抗する暇もなかった。

「わああっ！」

　びっくりして大きな声を上げると、エドガー王が私の耳元で、ごく小さな声で言う。

「うるさい女だな。しかも鈍くさすぎ。誰もお前みたいな子供をいやらしい目で見るわけないだろ。これ以上恥をかきたくなければ、静かにしてろ」

　……え？　今の言葉、まさかこの人が？　嘘うそでしょ。さっきまでの爽やかで優しい国王と、本当に同じ人？

　うるさい。鈍くさい。子供。連発された悪口が、胸にぐっさりと突き刺さった。

　周りは彼がなにを言ったのか聞き取れなかった様子で、なぜかとても微笑ましい光景を見るような温かい目で私たちを眺めている。

「着替えはもういい。荷物も開封せず、そのまま宮殿に運んでくれ」

　エドガー王が自国の兵士たちに指示する。

　荷物を開封せずに運んでくれるの？　こっちにとっては願ったり叶かなったりだけど、本当にいいのかしら。

「しかし、陛下……」

「花嫁が祖国のものを持ち込むのは禁じられており……」

　ほら。兵士たちに意見されている。けれどエドガー王は平然とした顔で言い放つ。

「では今この場で、そのしきたりを取り消そう。彼女をこんな姿のまま、ここにいさせるわけにはいかない」

　え……もしかして、私のため？　私がこのままじゃ恥ずかしいだろうと思って？

「ぐずぐずしていると、狼たちが倍の群れを引き連れて戻ってくるぞ」

　続いたエドガー王の言葉にがっかりした。そっちが本音よね。

　さらに意見しようとしていた侍女や兵士たちの顔色が変わる。誰だって一日に二度も狼に遭遇したくはない。

「ご苦労だったな。世話人以外は国に戻れ。あなたたちの大事な王女は確かに譲り受けた。責任を持って面倒を見させてもらう」

　エドガー王は片手で私を抱き上げたまま、アミルカの兵士が差し出した書類にさらさらとサインをした。

　面倒、だって。本当に子供扱いされているようで傷つく。

「では……お元気で、王女様」

　わずかな積み荷を降ろし、兵士たちはゆっくりと馬車を走らせ始める。その姿はすぐに見えなくなった。

　ああ……十人の護衛も三人の侍女も御者も、みんな行ってしまった。残ったのはたったひとりの世話人、ボートレイト伯爵のみ。なんて心細いんだろう……。

　シャイレンドルフに嫁いだ他国の姫は、二度と故郷に戻ってはいけない決まりになっているとか。暗殺が成功しなければ、二度とアミルカに帰れないかもしれない。そう思うと涙がにじむ。

「そんな顔をするな。狼も追い払えない無能な兵士、別にいなくても構わないだろう」

　また小さな声で、エドガー王がぼそりと言った。

　な、なんですって。無能ですって？

「王女の護衛が、あんなへっぽこ兵士じゃな。この戦争が楽勝だったわけだ」

　なんて言い草。この人、ひどい。意地悪だわ。先にいたシャイレンドルフ兵だって、大してなにもしてくれなかったわよ。エドガー王はあとから来て、いいところを持っていっただけじゃない。

「は、離してください」

　今からでも遅くない。祖国へ帰ろう。この結婚はなかったことにするんだ。

　だって、こんな人と一緒にいられない。お人よしならそこにつけ込んで隙を突くこともできるだろうけど、この人は無理。性格が悪いみたいだし、腕っぷしもかなり強い。暗殺しようとしたことが万が一バレたりしたら、どんな拷問を受けさせられるか。

「なにを言ってるんだ、ミリィ王女。あなたは私の大切な花嫁。もう離しはしない」

　彼は今度は自分の兵士たちに聞こえるような明朗な声で、爽やかに笑って言った。兵士たちも笑顔になり、さっさと新しい馬車を運んできて、荷物を積み直す。

　こ、この国王、とんだ猫被りじゃない。自国民の前ではいい顔をして、敵国の者には容赦ない。

　新しい馬車に私とボートレイト伯爵を乗せ、エドガー王は自分が乗ってきた馬で先頭を走ることに。

「伯爵。あの国王、ただ者じゃないわ」

　ボートレイト伯爵に耳打ちする。

「ええ、狼を前にして、全くひるむ様子を見せなかった。確かにただ者じゃありませんな」

　伯爵は髭を整えながら、しかめっ面でそう言った。

　ただ者じゃないって、そういう意味じゃないんだけど。言いたいことがわかってもらえず、思わず下唇を突き出した。

「とにかく、荷物検査が適当で助かりました」

　伯爵がホッと息をつく。

　そうだ、仇討ちのための道具が全部、持ち込み禁止になるところだったんだ。エドガー王のおかげで、それらを持ち込むことに成功した。

　それでもあの国王は、楽に暗殺できるような相手じゃない。あんなに裏表の激しい人と表面上は仲よくして、裏で仇討ちしなきゃいけないなんて……。

　まず、あんな性格の人と仲よくなれる気がしないわ。仲よくなくても構わないのだけど、暗殺に持ち込むには彼に近づかなきゃならないわよね。さあ、どうしよう。

　自分がこれからどれだけの困難にぶち当たるかを想像したら、深いため息が出た。










お味はいかが？




　国境を離れてから、馬車に揺られてどれくらい経っただろうか。また腰とお尻が痛くなってきちゃった。

　座った状態で腰をちょっとだけ回していると、馬車の動きがゆっくりになった。いったいどうしたんだろう。

　馬車の窓にかけられた小さなカーテンの隙間から外を見ると、兵隊が守る大きな門をくぐったところだった。

「まあ……すごい！」

　ぽくぽくと馬車が走っていくのは、見たこともない美しい庭園だった。

　広すぎて、庭園と言っていいのか悩む。切り立った山を削って建てた祖国アミルカの宮殿には、申し訳程度の小さな噴水と、それを囲むような花壇があっただけだった。しかしこちらは視界に映る限り、一面の花畑のよう。それでいて通路もちゃんと整備されている。

　だだっ広い広場の中央には円形の大きな噴水があり、その周囲はきちっと並べられた石で区切られている。その区画ごとに種類の違う花が植えられていて、風にのっていい香りが漂ってきた。

「ここはどこなのかしら。やけに広いけど」

「シャイレンドルフの王族が暮らす宮殿でしょう。華美すぎて、私は好きではありませんがね」

　ボートレイト伯爵が、ふんと鼻を鳴らした。

「宮殿の敷地内なの？」

　噴水広場が広すぎて、なかなか建物が見えてこないんだけど。

　小さな窓から一生懸命に外の様子をうかがおうとしていると、ゆっくりと馬車が停まった。

「王女、お手を」

　馬車の扉が開いたかと思うと、エドガー王……いいわ、心の中では呼び捨てにしてやろう。エドガーが手を差し伸べてくる。

　断るわけにもいかず、その手を取ってゆっくりと外に出る。風で翻らないよう、貸してもらったマントを胸の前で引き寄せた。

「ここが今日からあなたの住む場所だ」

「うわあ！」

　馬車から降りた私を出迎えたのは、目の前にそびえる白い宮殿だった。何歩か後ろに下がって、やっとその全体が視界の中に入る。

　背が高く横にも長い、窓ごとに彫刻つきの豪華なバルコニーが設置された建物が左右に鎮座し、その奥にコの字になるようにメインの建物が立っている。四角の左右の建物とは対照的に、中央の建物は丸い屋根が印象的。階段で地上と繋つながる大きな入口。装飾が施された柱が、階段の端に何本も並んでいる。

　ここから歩いて、あの中央の入口までどれくらいかかるのかしら。

　言葉を失っていると、エドガーがぼそっと言った。

「口、閉じろよ。マヌケ」

　しまった。あまりにすごい宮殿で、あんぐりと大口を開けてしまっていた。

　慌てて口をつぐむと、彼が勝手に説明を始める。

「ここには王族や使用人、大臣たちの住居や議事堂、裁判所、礼拝堂、劇場などがまとまっている」

　それで、こんなに巨大な宮殿になったわけか。

　アミルカの宮殿は山を削った土地にできたもので、五層に分かれてそれぞれの城壁で区切られていた。見張りの塔が一番上にあって、下の方に兵士たちが住んでいた。

　シャイレンドルフより高さは勝っているけど、切り出した石をただ並べて積んだだけの城塞。目の前にある宮殿のような美しい丸い屋根も、高い彫刻技術もなくて、ただ戦いに備えるだけの設計だった。

　エドガーの見た目と比例する、優雅さと気品を兼ね備えている美しい宮殿。ちょっと前まで戦争をしていたというのに、少しも荒れた気配がない。

　こんなすごい国と戦っていたとは、知らなかった。これほどの宮殿を作れる国とは、何回ケンカしたって勝てない気が……。なんて、今からそんな弱腰じゃダメだけど。

「さらに、敷地外に離宮もある」

「まだあるのですか」

　シャイレンドルフの王族の力って、どれだけ。

　お世辞を言う余裕もないほど驚きっぱなしの私に、声がかけられる。

「王女様。ささっ、こちらへ」

「急いでお召し替えを」

　振り返ると、さっき国境でドレスを脱がせた侍女たちがいた。

「では、私は用事があるのでこれにて失礼。結婚の儀で会いましょう」

「え、あの」

　結婚の儀って、一週間くらいあとの予定じゃなかったっけ。それまで会うことはないってこと？　私、今来たばかりなのよ。それなのにここでお別れして、儀式の本番まで一度も会わないの？　そんなのありえない。

「おとなしくしていろよ。宮殿の中を無駄に歩き回ったりせず、部屋の中にいろ。不足するものがあれば、侍女に言いつけて構わない。望むものはなんでもすぐに用意させる」

　それだけ耳打ちすると、エドガーはさっさと馬を引いて歩いていってしまう。他の兵士たちも、彼に続いて馬を引いていく。あっちに厩きゅう舎しゃがあるんだろう。

　というか、本当に行っちゃった。なによ、紳士じゃないわね。宮殿の中まで案内してくれてもいいじゃない。

　エドガーの背中をにらんだまま見送っていると、侍女たちに背中を押された。

「男性はついてきてはなりませぬ」

　そう言われて立ち止まったボートレイト伯爵から、どんどん引き離される。

　その途端、心細くてたまらなくなる。宮殿は多くの人がいるはずだけど、やけに静かだ。誰かに見られているような視線は感じるのに、誰ひとりバルコニーにも外にも姿を現さない。

　普通、異国から花嫁を迎えるのなら、もう少し歓迎ムードがあるはずなんだけどな。所詮、私は敵国から来た人質というわけか。

　招かれるままに宮殿の中に入り、奥へ奥へと誘導されていった。




　まるで私の帰りを待っていたかのように、ちょうどいい温度のお湯が張られたバスタブで体をこすられ、真新しい下着を差し出される。

　コルセットをつけると、シャイレンドルフ製のドレスを着せられて髪を結われ、薄く化粧をされた。

「こちらが王女様のお部屋でございます」

　窮屈なドレスに高いヒールの靴を履かされ、よたよたと近づいた扉が開けられる。

「ボートレイト伯爵！」

「おお、ミリィ様。なんというお姿……いえ、綺き麗れいになられました」

　アミルカではゆったりしたドレスとぺたんこの靴で過ごしていた私は、歩き始めの子供のようによちよちと伯爵に近寄る。立って私を出迎えた彼の後ろに、運び込まれた荷物が見えた。

　この国での味方は、ボートレイト伯爵だけ。ああ、いてくれてよかった。

「では、失礼いたします」

「お食事の時間に、またうかがいます」

　侍女たちはそう言うと、そそくさとその場から去っていった。バタンと扉が閉まる音がやけに大きく部屋に響く。

　与えられた部屋をぐるりと見渡す。天井も壁も薄い紫色で、白い小花柄がびっしりと描かれている。天井の中央には、花の形のガラス彫刻がふんだんにあしらわれたシャンデリアが。

　窓は大きく、明るい光がたっぷりと射し込んでくる。繊細なレースのカーテンと、私の髪と同じような薄い桃色のカーテンが金色のタッセルで留められていた。

　壁際には天蓋のついたベッド。ひとりで寝るには十分すぎるほどの大きさだ。

　けど、この乙女な部屋って……。

「私、ここでひとりで寝起きするの？」

　アミルカ語で聞いてみる。祖国の両親……国王と王妃もそれぞれ部屋があったけど、寝室は一緒だった。夫婦は一緒にいるものじゃないの？

　そういえば別れ際にエドガーが『結婚の儀で会いましょう』と言っていた。あれって本気だったんだ。それまでに少しでも私のことを知ろうとか、仲よくなろうとは、微み塵じんも思っていないということか。

「結婚の儀が終わるまでは、ひとりで寝起きするのが普通でしょう」

「ひとりでいたら、仇討ちなんて――」

　できないじゃない、と言おうとした私の口を、険しい顔をしたボートレイト伯爵が手で塞いだ。

「不用意な発言はお控えなされ。ここは敵地のど真ん中ですぞ」

　その通りだ。気をつけなきゃ。どこから聞かれているかわかったものじゃない。アミルカ語がわかる人がいるかもしれないし。

　こくこくと首を縦に振ると、やっと解放された。

「気をつけます……」

　あのエドガーと同じ部屋になったらなったで、きっとものすごい緊張感だろう。でもいつか好機は訪れるはず。焦っちゃいけないわね。

「それにしても国王は、噂うわさに違わぬいい男でしたな。しかし王女、惑わされてはなりませぬぞ」

　そんな噂あったの？　お母様はエドガーを殺せと言うばかりで、どんな人間か教えてくれなかった。褒めたくなかっただけなのかもしれないけど。

　それにしても、惑わされるですって？

「なにそれ。ないわ。絶対にない」

　確かにエドガーは強くて容姿端麗。一見爽やかで人当たりもよさそうだけど、あれは演技なの。私はもう見抜いたんだから。

「本当は冷たくて意地悪よ。あんな人、好きにならない」

　どうせ私は人質なのよ。だからぞんざいな扱いをするんでしょ。

　表向きは和平のための結婚。だけど本当は、私がいればアミルカ王家もむやみに反乱を起こしたりしないと思っているんでしょう。残念ね。お母様はまだ戦う気満々なんだから。誰にもバレないで、疑われないように、国王を亡き者にしなきゃ。アミルカにいる家族と国民のために。

　でも、なんでかな。この素敵な部屋にいるとなんだか落ち着いちゃう。この部屋、私のために模様替えしてくれたのかも。だって新しい壁紙のにおいがする。家具も傷ひとつついていない。たぶん新品だろう。

「こんな国に普通にお嫁に来られたら、幸せだったのにね……」

　政略結婚でも、もう少し明るい事情だったならな。エドガーも私が敵国の王女でなければ、あんな意地悪なことを言ったり、冷たい態度を取ったりはしなかったかも。

　そう思うとなぜか切なかった。

「王女……事がうまく運べば、きっと幸せに暮らせる日が来ますから」

　ボートレイト伯爵が悲しげな瞳で、私をいたわるように見つめる。私はそれに、作り笑顔を返すことしかできなかった。




　次の日から、結婚の儀の準備が始まった。

「国王陛下が、王女様に一任するとおっしゃっていましたので」

　目の前には、色とりどりのドレスがずらり。衣装部屋に連れてこられた私は、壁一面に並ぶそれらに言葉を失っていた。侍女はこの中から、結婚の儀と披露宴で着るドレスを選べと言う。

「本当なら王女様のお体に合わせて作った方がいいのですが、なにしろ時間がございません。好きなものをお選びいただき、微調整をさせていただきます」

　国境で私を着替えさせた侍女が淡々と言う。きっちりと後ろで髪をまとめた、三十代と思われる彼女は、女官長のルーシア。質素な茶色のドレスを着ている。

「たくさんありすぎて迷っちゃう。ねえ伯爵、どれがいいと思う？」

　結婚の儀は白、披露宴はカラードレスという風習があることだけはルーシアが教えてくれたけど、デザインが豊富で目移りしてしまう。

「さあ……私は女性のドレスはさっぱり」

　ボートレイト伯爵は髭をいじりながら眉を下げた。本気でドレスには疎いみたい。それはそうよね。

「頼りないわね。ねえルーシア、あなたはどう思う？」

「どれでもいいです」

　そんなきっぱり……。

　少しショックを受けていると、ルーシアが咳せき払いをして言い直す。

「どれでもお似合いになるという意味です」

　一緒よ。結局、私がなにを着ようと関係ないって思ってるんでしょ。いいわよ、自分の好きなドレスを選ぶから。

「……ねえ、国王陛下はどんなドレスがお好きなのかしら」

　尋ねても、伯爵もルーシアも首をかしげるだけ。思わずため息が出た。

　普通の娘なら、結婚相手やその両親、それに自分の両親と一緒に楽しんで結婚の準備をするものなのかしら。

　けれど私の両親はもちろん参加するわけにはいかない。エドガーのお母様も若いうちに亡くなっていると、ルーシアが教えてくれた。

　ドレスのあとは披露宴に使う花の種類や色、参列者に出す料理やお酒の種類などを決めるみたい。ここまでは家臣が考えてくれた候補の中から選ぶだけでいいから簡単そう。

　だけどそのあとが問題だ。近隣諸国の招待客に配る贈り物の内容まで、ひとりで決めるように言われたから。そこはシャイレンドルフの権威を表すところであり、王族として大事なおもてなしの部分。いくら王妃になるとはいえ、ひとりでは心細い。やはりこの国で生まれ育ったエドガーの意見が欲しい。

「まあいいじゃないですか。たくさんの人が関われば、それだけ意見が合わずに揉もめることも多くなるでしょう。自由に決めてください」

「王女様の好きなようになさればいいのです」

　伯爵とルーシアのふたりが代わる代わる言ってくれるけど、私の心はちっとも晴れない。全部ひとりで決められるのが自由って言うけど、こんなの自由じゃない。ただ寂しくて虚むなしいだけ。

　仕方ないよね。私だってエドガーが愛いとおしくてお嫁に来たわけじゃない。彼を陥れるために来たんだもの。楽しくて幸せな結婚の儀を望むこと自体、どうかしている。

「うう～、もうダメ」

　昨日の夜からすごく後ろ向きだわ、私。すでにホームシックにかかっちゃった。軟禁状態でもいいから、お母様がいる故郷の宮殿に戻りたいよ。

「くじけないでください、王女様。結婚の儀での美しいお姿を見れば、お忙しい国王陛下も王女様に近づきたいと思われることでしょう。国民も大臣も、王女様を歓迎なさるに違いありません。これは王族として、また女性としての仕事なのです。さあ！」

　ルーシアが励ましてくれる。

　美しくあることで味方を増やすって？　そりゃあ汚いよりは綺麗な方が、誰だって好きよね。




　結局、片っ端からドレスを試着し、気に入るものを選んだ頃には日が暮れかかっていた。

　次の日の花選びはそんなに時間がかからなかった。庭園に咲いているものから、縁起がよくて好きな色のものを選べばいいだけだったから。

　一番の難関は料理だった。なにせ、私は他国から来たばかり。シャイレンドルフの人々の宴会料理がどんなものか知らないので、結局シェフの提案を丸ごと受けることにした。私よりシェフの方が、よっぽど宮廷の人々の好みを知っているもの。




　こうして目まぐるしく日々が過ぎていった、ある日の朝、とうとう私は爆発した。

「本当に全く顔を見せないって、どういうこと!?」

　あの腹黒エドガー、一瞬たりとも会いに来やしない。暗殺の機会がないとか言う前に、これだけ存在を無視されると怒りが湧いてくるわ。

　いくらご両親がいないとしたって、おじやおばはひとりくらい生きているはずでしょ。弟もいると聞いている。

　それに、国政の重要な部分を担う大臣たちにも紹介してもらっていない。うまくこの国に溶け込めないと、いざ国王が暗殺されたときに私が真っ先に疑われてしまうじゃない。

　これじゃいけないと思い、自分から挨拶に行きたいと言っても、『それは国王陛下の許可がなければ』とルーシアに止められてしまった。

　エドガーは私をなるべく隠しておきたいのね。存在を無視するばかりか、消し去ろうとしているみたいで余計に腹が立つ。私を汚いもののように扱わないで。

「私、ここに来てから、伯爵とルーシアと侍女たちにしか会ってないのよ。準備ばっかりで精神力も限界。ねえ、外に出させて。というか、国王陛下とお話をさせて！」

　憤慨して足を踏み鳴らすと、ボートレイト伯爵がため息をついた。

「確かに、これはあまりにもひどいなさりようですな。一国の王女を花嫁に迎えるというのに、儀式まで一切姿を現さないとは。アミルカに対する侮辱と取れます」

「そうよね、そうよね」

　エドガーが心の底でアミルカをよく思っていないのはわかるけど、政略結婚するんだもん。表面上だけでもちゃんとしなきゃ。アミルカと和解し、シャイレンドルフはより強い国力を持つことになった、と国内外にアピールしなきゃいけないでしょうに。

「しかし、うかつな行動はトラブルの元かと……って、なぜ外に出ようとしているんですか！」

　部屋の出口にいた私のドレスの裾を、伯爵がつかむ。

「いいじゃない。婚約者に会おうとしてなにが悪いの？」

「国王が、無駄に歩き回るなと言われたんですよね。それに国王は、今日は宮殿の外に出ているはずでは？」

「だからこそよ。あの人は〝宮殿の中を〟無駄に歩き回るなって言ったのよ。外に出ちゃダメとは言っていないわ」

「それは屁へ理り屈くつっていうんです！」

　頼りにならない世話人ね！

　私はドレスの裾をビッと強く引っ張った。光沢のある生地で手を滑らせた伯爵がよろける。

「私は王妃になるのよ。王妃に命令できるのは国王だけ。だけどその国王がここにはいないわ」

「は、はあ……」

「さあ、行くわよ」

　絶対にエドガーを捕まえて、文句を言ってやるんだから。

　伯爵を無理やりお供にして、近くにあった地味な色のショールを頭から被って部屋の外に出た。宮殿を出るには、顔を隠していった方がいいだろう。

　こそこそと宮殿の中を太い柱に隠れながら厩舎を目指す。

　厩舎のだいたいの場所はわかる。ここに着いた日、エドガーが馬を引いて去っていった方向に行けばいいのよ。馬がいないと、宮殿の前の庭園を歩いて外に出るだけで疲れてしまうわ。

　広い宮殿の中はすぐ迷いそうになる。私と伯爵はお互いに助け合いながら、なんとか厩舎に着くことができた。

「あなたは昔から、言いだしたら聞かない人でしたから」

　帽子を目ま深ぶかに被った伯爵がため息をつきながら、繋いである馬に近づいていった。




　十分後……。

「なんとか脱出成功ね」

　厩舎から、鞍くらのついた馬と、近くにかけてあったシャイレンドルフ製のマントを二枚、無断拝借。ちょうど宮殿から出ていくところだった劇団の一味の最後尾について、一頭の馬にふたり乗りした私たちも、そろそろと門をくぐる。

　ボートレイト伯爵が手綱を握り、私はその後ろにぴったりとくっついていた。

　マントを頭から被った私たちは、門兵に怪しまれずに外に出ることに成功した。劇団に気づかれる前に、宮殿を出たらすぐ反対方向へ。

「ミリィ様、国王がどこへ行ったかおわかりですか？」

　手綱を握った伯爵が、後ろに乗った私を振り返る。

「もちろんよ。ちゃんとルーシアに国王の予定を聞いたの。東のケイローって街に行っているはずよ」

　こっちに来たときの荷物の中にあったシャイレンドルフの地図を広げて、ボートレイト伯爵に差し出した。

「……ふむ。それならあまり遠くはありませんね」

「よかった」

　地図があっても、知らない土地でいきなり遠くに行くのは心細い。ホッとして笑みをこぼすと、前に乗っているボートレイト伯爵が厳しい声で注意してくる。

「くれぐれも、無茶なことはしないでくださいよ」

「はいはい」

　エドガーが街に行ってなにをしているか、この目で確かめてやるんだから。無茶をするのはそのあとにする。そんなに毎日、私に会いに来る時間が全くないくらいの公務に就いているなんて考えられない。きっと宮殿の外で遊んでいるんでしょ。

「ミリィ様、地図なしでどこでも歩けるよう、付近の地形や宮殿の見取り図を頭に入れておいてくださいね」

　地図を私に返しながら伯爵が言う。それさえできないようじゃ、暗殺なんて無理だと言いたいのだろう。

　確かに、いざというとき即座に脱走できるように、抜け道や近道を覚えておくのは必須だと思う。けど、地図を見ているだけじゃ……。実際に歩いてみないとなかなか覚えられない。

「何度か実際に通れば覚えられるもん」

「はいはい。……ああ、街に入りました。どうやらこの辺りは、商店街だったようですな」

　言われて、伯爵の背中から顔を出して前を見る。石畳の道の両脇には、パン屋やレストラン、靴屋や帽子屋、宝石店にドレス店などいろんな店が建ち並んでいる。

　戦後半年で、よくここまで復興したものだ。アミルカなんてどこもかしこもボロボロで、テントで商売を再開している人がちらほらいるくらいと聞いている。

　戦争で主を失ってしまったのか、瓦が礫れきが撤去されてぽっかりと空いた土地もいくつかあった。残っている店は簡素な造りで、地道に営業を続けているように見える。戦争が起きる前は、もっと華やかで活気がある街だったのかも。

「あっ、あれは」

　少し馬を進めると、先の方に見覚えのある黒い軍服を着た男たちが見えた。その中心にひときわ輝く金色の髪が見える。

　黒の団体の中では白い軍服も目立つから、すぐにわかる。エドガーだ。

　私は馬を降りて伯爵に任せる。物陰をゆっくり歩いて近づくと、やがてエドガーたちが話している内容がギリギリ聞こえてきた。これ以上近づくと、エドガーの周りを囲む兵士に気づかれそう。

「よくここまで頑張ってくれたな。これでもうすぐ水道が引ける」

　エドガーが大きな紙を広げ、笑顔で職人らしきひとりの男と話をしている。

「水道ができれば、俺たちも楽になります」

　中年の職人は硬い面持ちで、背筋をびしっと伸ばして受け答えする。国王相手に緊張しているんだろう。

　話をするのを許されているのはそのひとりだけらしい。彼は、職人の中でも一番上の立場なのかな。他の職人は兵士の壁に阻まれ、外からふたりの様子を見ている。

「ガスの方はどうだ」

　水道？　ガス？　それってなにかしら、と首をかしげる。

　エドガーに聞かれ、彼より体格のいい職人は難しい顔をした。

「実用にはまだ時間がかかりそうですね。あれが使えるようになりゃ、薪を集めてくる必要がなくなるんですが」

「焦らなくていい。じっくりやろう」

　エドガーにぽんぽんと肩を叩かれ、難しい顔をしていた職人の眉間のシワが和らいだ。なんの図面だか地図だかわからないけど、エドガーはそれを見ながら真剣に職人と話を続ける。

「水道というのは、水を貯水池から長い管で各店や家庭に届ける設備です」

　馬を引いた伯爵が、首をかしげたままぼーっとしている私に教えるために耳打ちしてくる。

「井戸がいらなくなるの？」

「ええ。大変な水汲くみがなくなります。ですが、シャイレンドルフが実用までこぎ着けていたというのは初耳です。どこぞの遠い国で実験が行われているというのを聞いたまでで」

　井戸から水を汲まなくてもよくなる。そんな夢のような設備がもうすぐ実現しようとしている。やっぱりこの国は進んでいるわ。

「ガスっていうのは？」

「燃える空気のことです。土の下に溜たまっているその空気を、水道と同じく各設備に引くと、それを燃やして調理や灯り、暖房器具などに火の代わりとして使うことができるそうです」

　伯爵の説明の途中で、頭の容量がいっぱいになってしまいそう。

　燃える空気って、なにそれ。もう全然想像できない。でもなんとなくわかるのは、エドガーが国民の暮らしを豊かにするために頑張っているんだろうということ。

　だってほら、あんなに真剣な顔をしている。周りの職人たちも彼を信用していることが、和やかな雰囲気から伝わってくる。強制的に労働をさせられているなら、ああいった雰囲気で話すことはできないだろう。

　エドガーは遊んでいたわけじゃない。きっと戦後のこの国をより住みやすい国にしようと、毎日駆け回っていたんだ。

「……忙しそうね」

「ええ。大事な話をしています」

「入り込む余地なしね」

　伯爵は返事の代わりに、黙ってうなずいた。

「帰りましょう、ミリィ様。外の空気を吸って、少し落ち着かれたでしょう」

「ええ……」

　伯爵の言う通り、エドガーに対する苛立ちはいつの間にか消えていた。逆に、自分のことばかり考えていたのが恥ずかしくなる。私はアミルカの人たちのために、なにも残してこなかった。

　真剣に話していたかと思うと、急にいたずらっ子みたいな表情で、緊張している職人に冗談を言って笑っている。そんなエドガーを見ていたら、なんだか不思議な気持ちになった。

　私、あの人を殺していいのかしら……？　あの人を殺したら、この国の人たちがとっても困るんじゃないかしら。

　いや、ダメよ、そんなこと考えたら。敵に情けは無用って言うじゃない。とにかく今は話しかけない方がいい。まだ暗殺する機会も来ていない。一度帰ろう。

　体の向きを変え、帰り道へと歩きだそうとした。そのとき、向こうから来た人と肩がぶつかってしまう。相手がすごい勢いで走ってきたから避けられなかった。

「あっ！」

　相手が持っていた袋が、レンガでできた歩道にどさりと落ちる。がちゃり！と硬いものが擦れ合うような音がした。

「あーあー、やってくれたな」

　肩まである茶色い髪の若い男が袋を拾い上げる。細くて吊つり上がった目に、不精髭。服も何日も洗っていないのか汚らしく、嫌なにおいもする。

「この中身、全部宝石だぞ。傷がついちまったら売れねえじゃねえか。おい、女。有り金を全部出せ。そしたらなかったことにしてやるよ」

　早口でまくし立てられる。

　そんなこと言われても。ぶつかってきたのはそっちじゃない。

「そうまで言うのなら、傷がついているかどうか確かめさせていただきたい。さあ、ここで全て並べてみせよ」

　ボートレイト伯爵は急いで近くの酒場の柱に手綱を括くくりつけると、外に出ているテーブルを優しく叩く。傷以前に、袋の中身が宝石かどうかも怪しんでいるんだろう。

「なんだ？　ジジイは黙ってろよ。おい女、従者がいるってことは地位のある女なんだろ。さっさと金を出せよ！」

　ぎゅっと乱暴にマントを引っ張られる。咄とっ嗟さにそれをつかみ返すけど、強い力で引かれて体が傾いた。無様に前のめりになって転ぶのと同時に、マントを相手にはがれてしまう。

「ミリィ様！」

「おや……これはこれは。思っていた以上の女じゃないか」

　不精髭の男が跪ひざまずき、私のあごを捕らえる。ぐいっと引き上げられると、相手の口からお酒のにおいがした。嫌悪感が背筋を走る。

「金がないなら、他の方法で払ってもらおうじゃないか。さあ、一緒に来るん――」

　男の口がぴたりと止まった。いつの間にかその頬に、鋭い銀色の切っ先が突きつけられている。

「……その手を放せ」

　銀色の切っ先の元を目で追っていく。すると跪いた男の背後から、ひとりの人が剣を持って男の顔に突きつけているのがわかった。

　背中にお日様を背負った彼は、まぎれもなく私の婚約者、エドガーだった。

　エドガーは先ほどまでとは全く違う不機嫌そうな顔で、私たちを見下ろしている。男の手が私のあごから離れると、頬に突きつけていた剣を納めた。

「な、なんだよ……！」

　立ち上がって振り返った男は、大口を開けたまま固まった。エドガーが引き連れていた兵士たちが、すでに彼の後ろにずらりと並んでいたから。

「無礼者！　このお方をどなたと心得る」

　中でもひときわ体が大きく、顔のごつい兵士が、低い声で威嚇するように怒鳴る。

「このお方はシャイレンドルフ国王、エドガー様であらせられるぞ」

「ひ、ひえええっ!?　そ、そういえば肖像画と、そ、そっくり……」

　男は悲鳴のような声を出して尻餅をついた。肖像画でしか見たことのない国王がそこにいたんだ。驚いて当たり前だろう。

「この人は私の大事な人だ。彼女がお前になにかしたか？」

　エドガーが聞く。特別低くもない声だけど、不思議な重厚感があった。

　大事な人、だって。そんなこと思っていないくせに。でも、嘘っぽくは聞こえない。

「い、いえ、なにも……」

　男は宝石が入っているという袋を抱え、なにもなかったかのようにそそくさと逃げようとする。そのとき。

「捕まえてくれ！　泥棒だーっ」

　遠くの方から声がした。その声を聞いた男は舌打ちをして走りだす。

　こいつ、泥棒なの!?

「待ちなさ――」

　追いかけようと立ち上がった私を制したのは、エドガーだった。

「俺に任せろ。お前は無茶をするな」

　そう言い、エドガーも駆けだす。その速さはまるで風のようで、あっという間に男に追いついた。腰に提げていた剣を鞘さやのまま振り上げると、泥棒の背中の真ん中に向けて片手で思いきり突き出す。

「ぎゃ……っ」

　カエルが潰れたようなうめき声を上げ、泥棒は地面に倒れ込む。そこへたくさんの人が寄ってきた。

「はあはあ……。泥棒、泥棒……」

　汗だくになって走ってきた太ったおじさんは、エドガーが声をかける前に地面にひれ伏した。

「泥棒に宝石を盗まれた、宝石店の者でございます」

「店主か。ちょうどよかった」

　エドガーは泥棒から没収した宝石の入った袋を、店主に手渡しする。

「ひえええ、恐れ多い。ありがとうございます。ありがとうございます」

　店主は袋を受け取ると再び地面にひれ伏し、何度もエドガーにお礼を言った。

「礼には及ばない。親衛隊諸君、あとは任せた」

　エドガーが指示すると、取り巻きの兵士たちが泥棒に縄をかけて運んでいく。

　ああ、びっくりした……。こんな昼間から泥棒が出るなんて。

「ミリィ様、ご無事で？」

　ぼーっと事の成り行きを見ていた私の肩を、ボートレイト伯爵が優しくさする。

「え、ええ。ちょっと転んだだけで、なんの怪我も……」

　言っている途中で、突然日が陰ってきた。

　雨雲でも出てきたのかしら。さっきまであんなにいい天気だったのに。

　背を伸ばして空を見上げ、ドキッとした。いつの間に後ろに回り込まれていたのか、とっても不機嫌な顔のエドガーと目が合ってしまったから。

「エド……へ、陛下。ごきげんよう」

　私は首を反らした変な格好のまま、覗き込んでいるエドガーに挨拶する。すると彼は私を見下ろし、ぼそりと返す。

「どうしてあなたがこんなところに？　なぜ私との約束を守ってくれないのか。私が来なかったらどうするつもりだったんだ？」

　周りに兵士たちがいるからだろう。彼は丁寧な言葉で話しかけてくる。

　どうしてって……。まさか、放置されて暇を持て余し、あなたに文句を言いに来ただなんて言えない。

　作り笑いのまま固まった私に、ボートレイト伯爵が助け舟を出す。

「恐れ入りますが申し上げます、国王陛下。ミリィ様は国家再建のために奔走する国王陛下のお姿を、ひと目見たいとおっしゃられまして……」

「私の姿を？」

　エドガーは怪け訝げんそうな顔をする。

　うう、疑われているみたい。

「お役目の邪魔をしてはいけないと思い、姿を隠して遠くから拝見していた次第でございます。どうか、お許しください」

　半分に折れ曲がってしまいそうなほど、深く腰を折ってお辞儀をする伯爵。私も首を立て直し、エドガーに向き直った。

「……いくらアミルカより復興が進んでいるとはいえ、この国もまだ戦争の傷跡は深い。仕事がなくなり、あいつみたいに盗賊のようになってしまった国民も少なくない」

「そうなのですね」

「それもひとえに私の至らなさのせいだがな。とにかく、あなたみたいな若い女性がふらふらしていたら危ない。わかっただろう、王女。もう二度と宮殿の外に無断で出ないように」

　……そっか、一見立ち直ったように見える国だけど、まだ復興が進んでいない地域もあるんだ。

「でも、ずっと宮殿にひとりでいるのは退屈――」

「はいっ、承知いたしました。申し訳ございませんでした！」

　もっと言い返そうとしていた私の口を、ボートレイト伯爵が後ろから塞いで謝った。

「あのう陛下、もしやこの方たちは……」

　今まで見守っていた兵士のひとりが、恐る恐るエドガーに尋ねる。すると彼はにこりと微笑んだ。

「この間、狼に襲われたミリィ王女と、世話人のボートレイト伯爵だ」

　変装した私たちの正体に気づいていなかったらしい兵士たちが、一瞬ざわつく。

「私に会いたくて、勝手に外に出てきてしまったらしい。困った姫君だな」

　爽やかな国王の顔で兵士に説明するエドガー。兵士たちは納得した表情を見せると、荷物をまとめて列を組み始めた。自分の元に引かれてきた美しい白馬の手綱を握り、エドガーが私に手を差し出す。

「さあお手を、美しい姫君。誰か、伯爵を自分の後ろに乗せてやってくれ」

　誰が美しい姫君よ。思ってもないくせに。だけどここでエドガーの指示に逆らうわけにはいかない。このまま素直に乗るしかない。

　彼は軽々と私をサポートして馬に乗せると、ひらりと後ろにまたがった。私の背中にぴたりと彼の胸がくっつく。手綱を握った彼の両手が私の体の両脇にあって、まるで後ろから抱きしめられているみたい。ゼロになったふたりの距離に、ドキリと胸が跳ねた。

「帰ったら、説教の続きだからな」

　頭上から威圧感満載の声が降ってきて、背中が震える。

　ああ、大失敗。こんなすぐに見つかっちゃうなんて。

　でも、私が危険な目に遭いそうなのに気づいて、すぐに助けてくれた。宮殿から出ないように言われたのも、盗賊が横行しているからだった。

　……この人、口は悪いけど、それほど悪人じゃないのかも？

　そんなことを考えてしまい、ふるふると首を横に振った。

　騙だまされちゃいけない。私は捕虜だから死なれたらまずいのよ。きっと、それだけ。この人を殺さなきゃ、お母様がどんなにがっかりすることか。愛するお父様を失った悲しみから這はい上がれなくなっちゃう。

　お母様やお兄様たちの期待に応え、任務を全うする。そしたらもう一度戦争をして、勝って、アミルカを再建して、もっといい国にするの。私はアミルカ王家の王女だもの。それが国民に対する私の責任なんだから……。

　そう自分に言い聞かせながら、まっすぐ前だけを見て宮殿を目指した。

　エドガーの美しい顔を見れば見るほど、彼のいろんな顔を知れば知るほど、決意が揺らいでしまう。そんな気がしていた。




　宮殿に着くと、噴水広場の真ん中までルーシアが走ってきているのが見える。その顔は真っ青で、申し訳なく思う。きっといなくなった私を必死で探していたんだろう。

　兵士たちはエドガーに挨拶し、先にそれぞれの馬を引いて厩舎へ向かう。

「とりあえず部屋にいろ。夜になったら会いに行く。一度話をしよう」

　エドガーはまだ公務が盛りだくさんのようで、馬から降りた私にそう言った。補助をしてくれていた手は、あっさりと放される。

「あの」

　すたすたと行ってしまいそうになるエドガーのマントをつかむと、彼は呆れたように振り向く。

「ルーシアや門番さんを怒らないでくださいね。私が勝手に抜け出したんです」

　よく考えれば、いろいろな人が責任を問われる事態を引き起こしてしまったんだ。無事だったからよかったものの、怪我でもしていたら大変だった。

「ふうん……よし、わかった。あとでたっぷりお前だけ叱ってやるよ」

　エドガーは眉を片方だけ上げて、にやりと歯を見せて笑うと、私の頭をぽんぽんと叩いた。

　こんな顔、初めて見た。思わずマントを放すと、それ以上なにも言わずに彼は去っていく。

　なによ、あの悪い笑い方。他の人が見ているときの爽やかな笑顔は、やっぱりよそ行きなのね。

　おそらく私にしか見せていないであろう悪魔の顔に胸が波立つ。

　悪魔は人に甘く囁ささやいて堕落させるために、美しい容姿をしているって聞くけど、本当ね。

「王女様、ご無事でしたか!?」

　エドガーに触られて乱れた頭頂部を手でなでつけていると、広場を駆けてきたルーシアがやっと到着した。

「ええ、大丈夫。あなたにお咎とがめがいくことはないわ」

　そんなことにならないように、しっかり話をしなくちゃね。エドガーは自国民が大好きみたいだもの、きっと大丈夫よ。

「国王陛下は、お怒りではありませんでした？」

　ルーシアは私と、後ろから追いついてきたボートレイト伯爵に交互に目をやる。いつもクールな彼女が焦っているのを初めて見た。

「怒ってたわ。私だけあとで叱るって」

「まあ……。ではなにか、陛下のご機嫌が直るようなものを用意しなくては。お部屋にいらっしゃるなら、お菓子とお茶がいりますわね。一番いいドレスも用意しなくては。ああ、どうしましょう、どうしましょう」

　迷いながらも、いそいそと準備に走りだしそうなルーシア。そんな彼女の言葉で、パッと閃ひらめいた。

「ドレスはなんでもいいわ、ルーシア。それより、手伝ってほしいことがあるの」

「はい？　なんでしょう」

「それはね――」

　こそこそとルーシアに耳打ちする。私の作戦を聞いた彼女は、こくんとうなずいた。

「それはようございます」

　よし。早速、作戦決行よ。覚悟なさい、エドガー。シャイレンドルフに倒されたお父様の仇、今夜討ってやるんだから。




　ひと休みしてから私がルーシアと共に向かったのは、宮殿の王族や使用人の食事を用意する厨ちゅう房ぼうだった。渡されたエプロンをつけ、長い髪を三角巾で覆う。

　ちなみにボートレイト伯爵は客間で留守番中。他にやるべきことを頼んでおいた。

「小麦粉、卵、ミルクにバター。必要だと思われるだいたいのものはご用意しました」

「ありがとう」

「この者たちがお手伝いします」

　ルーシアがパンパンと手を打ち鳴らすと、厨房の隅から使用人の女性たちが現れた。みんな質素なドレスにエプロンをつけ、キャップで頭を覆っている。厨房専任の使用人たちだろう。

「いいえ、大丈夫よ。みんな自分の仕事をしてちょうだい」

　お昼を過ぎたばかりで厨房は空いているけれど、すぐにお茶や夕食の準備が始まるはず。それに、たくさん他人がいては都合が悪い。

「ですが」

　疑うような目で私を覗き込むルーシア。もしや、私がしようとしていることがバレているのかしら。いや、そんなはずはないわよね。後ろめたい思いがあるからそう見えるのよ。

　内心ドキドキしながら平気な顔を作る。

「あー。じゃあ、ふたりくらいに手伝ってもらおうかな」

　そう、私がルーシアに提案したのは、手作りのお菓子でエドガーをもてなそうということだった。怒っている彼のご機嫌を取るため、という名目で。

　お菓子を作るときに、アミルカから持ってきた毒を入れる。少量で馬も倒れるくらいの猛毒。

　これでエドガーもイチコロね。完全にひとりで作っちゃうと、殺人犯が私だってすぐにバレちゃうから、この子たちにいてもらおう。巻き込んでごめんなさい。

　エドガーがこれを食べて倒れた瞬間、すぐに宮殿から脱出する。そのための馬の手配と逃走経路の確保を伯爵にお願いしてある。今頃、この国に散らばって潜伏しているアミルカの兵士と連絡を取ろうとしているはずだ。

「もっと早く、こうしたらよかったわね」

　材料を計量し、ボウルに入れていく。途中でドレスの中からこっそり取り出した毒薬の粉を、さらさらと混入させた。

　毒薬は元々が白だから、小麦粉の中に入ればたちまちわからなくなった。嫌なにおいもしないし、色も変わらない。

　作っている間に毒薬を混入したことを周りに悟られるのが、一番怖い。手伝ってくれる女の子たちは善良な顔をしていて、そんなことは疑いもしなさそうだけど。もしここでバレたら一巻の終わりだ。暗殺を遂げることなく自分だけ処刑されてしまう。

　ハラハラしながら、他の材料と毒薬の入った小麦粉をまな板の上でこねる。

　ところでこれ、私の手は大丈夫なのかしら。確か口に入れなきゃ大丈夫な毒だったわよね。でも、あとでよく手を洗っておかなきゃ。

　黙々と生地をこねていると、突然厨房の正面扉が開いた。

「あー、腹減った。なにかくれよ、料理長……って、ん？」

　広い厨房の片隅にいた私は、ふと顔を上げる。いきなり入ってきたその人物は、お茶の時間の準備をしている料理長たちを素通りし、なぜかこちらに近づいてきた。

「あなたはもしや、ミリィ王女？」

　その人は調理台越しに声をかけてきた。エドガーより少し若そうな男性で、赤みがかった金髪にグレーの瞳をしている。整った顔をしているけどエドガーほどじゃない。

「はい。そうですが、あなたは？」

　返事をすると、男性はにこりと笑った。

「やっぱり。覚えてないかな、俺はラッセル。エドガーの四つ年下の弟。あなたがこの国に来た日、国境まで迎えに行った一団の中にいたんだけど」

「ラッセル……さん。ごめんなさい、私、記憶力が悪くて」

「いいよいいよ。あと、呼び捨てで構わないから。近いうちに家族になるんだからね」

　全然覚えていない。あんまり似ていない兄弟ね。エドガーの四つ年下ってことは、二十一歳。私のひとつ年上か。

　あのときはとにかく狼が怖くて、突如現れて助けてくれたエドガーに目を奪われて……。ちょ、ちょ、ちょっと待って。目、奪われてなんかないから。決して見とれてなんかないから。

「全然覚えてないって顔してる。ひどいな。じゃあ、これで覚えてもらえるかな？」

　ラッセルが右の拳を私の顔の前に出す。

　なにかしら？

　じっと見ていると、彼は人差し指と親指をこすり合わせ……。

「はい！」

　その指の間から、ぽんっと桃色の丸っこい花が飛び出した。

「まあっ！」

「差し上げます。あなたの髪と同じ色の花だ」

　彼がそう言って差し出した花を受け取る。がくや茎、花弁も凝視するけれど、変わったところはなかった。

「すごい。手品が得意なんですね」

「そう。趣味で」

　王族なのに、趣味が手品。上手だけど、この人、少し変わっている。

「ありがとう」

「いえいえ。で、そのうち王妃になるあなたが、こんなところでなにを？」

　ラッセルは私の手元にある物体を興味深げに眺める。そんなにじっと見ないでほしい。私はそれをさらにこねるフリをして、手で隠す。

「あ……えっと、あの、いつもご公務を頑張っていらっしゃる陛下に甘いものでも、と……」

「婚約者自らの手作りか。あいつ、意外に甘いものが好きだから、喜ぶよ。エドガーは幸せ者だな」

　ラッセルはまるで町人のようにくだけた言葉遣いで言うと、はははと明るく笑った。

「ん？　この瓶はなに？」

「あっ……！」

　ざっと体中から血の気が引いていくような気がした。ラッセルが調理台の隅から、ひとつの小瓶をつまみ上げる。それは毒薬が入っていた瓶だった。

　なんという失態。こんなものを置きっぱなしにしておくなんて。本当、私ってマヌケで仕方ない……なんて自分を責めている場合でもない。バレたら終わりだ。なんとかごまかさなきゃ。

「そ、それは、アミルカ秘伝の、お菓子がサクサクのふわふわになる粉で……あの、お母様に託された大事なものなので返してください」

「ふうん。サクサクとふわふわって、相反するように感じるけど」

　ラッセルは冷静に言い返してきた。

「うっ。とにかく、食感がよくなるの。入れる量によって作用が変わるんです」

「へえ、そうなんだ。じゃあ頑張って。お邪魔しました。また結婚の儀で」

　納得してくれたのか、彼はあっさりと小瓶を元の調理台に戻した。私はそれをすぐにドレスの中に隠す。

　そのうちにラッセルは料理長の元へ。そこでチーズやハムを切って皿にのせてもらうと、ワインらしき瓶を片手に厨房を出ていった。

　危なかった……！　もっと慎重にならなきゃいけないわ。いくら緊張していたからって、これは絶対にしてはいけない失敗よ。

　もうラッセルに見られてしまったけど、あとでどこかに処分しておかなくちゃ。エドガーにこれを食べさせるまでは、毒薬を持っていたなんて絶対にバレちゃいけないもの。それにしても、シャイレンドルフの人々って意外にのんびりしているわね。絶対に気づかれたと思ってひやひやしたけど、ラッセルは結局、私の説明で納得しちゃった。

　でも、エドガーだけは油断できない。あの真っ青な瞳と目が合ったら、全てを見透かされてしまいそう。とにかく、焼き上がってから誰かが勝手に味見してしまわないように気をつけなくちゃ。




　そうして、こねた生地を伸ばしたり型抜きしたりする工程で使用人の女の子たちにも参加してもらい、なんとか焼き菓子が完成した。それはとてもいい色をしていて、においも悪くない。

「美お味いしそう」

　どこからどう見ても、美味しそうな普通の焼き菓子。毒入りには見えない。ホッとしたら、なんだかどっと疲れた。

　いや、疲れている場合じゃない。これをエドガーの口に入れ、彼の命を奪うまでは安心も油断もできないわ。

　焼き上がった毒入り菓子をうっかり誰かに食べられないように、自分ひとりで皿に並べる。そして、そそくさと自室に運び込んだ。




　エドガー、まだかな。来てほしいような、ほしくないような。

　昼から彼のことを待ち続けて、今もずっと胸の真ん中が苦しくて仕方がない。鼓動が速くて息がしづらい。指先が震えて、手のひらに汗がにじんでくる。冷静になろうとしているのに、体がなかなか言うことを聞かない。ルーシアがいつもと同じ時間に運んできてくれた夕食もあまり食べられなかった。

　こんな風になったことなんて、今までない。無理もないわよね。生まれて初めて人を殺そうとしているんだもの。

　それにしても、夜が更けてもエドガーがなかなかやってこない。もしかして今夜は来ないのかも。私との約束なんて忘れちゃってたりして。

　はあ、とため息をついた途端、扉がノックされた。

「はい」

　心臓が跳ね上がる。

「俺だ」

　エドガーの声だ。震えそうになる手で、扉を開ける。

「どうぞ」

　公務が終わったのだろう。国王である彼は、いつも腰に提げている大きな剣を今は持っていなかった。マントもしておらず、胸につけているはずの王家の紋章も、金色の糸でできた飾りもない。楽そうなシャツとズボンで現れた無防備な彼の姿に、なぜか余計に胸が跳ねた。剣を持っていないということは、彼は私を警戒していないということ。

「お前も座れ」

　エドガーは迷うことなく、部屋の奥のソファに腰かける。

「陛下、お茶はいかがですか」

「ああ、もらおう」

「かしこまりました」

　日暮れからずっと温め続けていたお湯をティーポットに注ぐ。その手すら震えそうだった。ティーカップからお茶が飛び出さないように注意していると……。

「緊張しているようだな」

　エドガーが私の状況を言い当てる。びっくりしたけど、冷静を装ってカップを持ったまま、ちらりと彼の表情をうかがう。その顔は落ち着き払っていた。怒っているようには見えない。

「ええ、初めて陛下が部屋を訪ねてくださったんですもの。緊張もします。昼間は怒らせてしまったし」

　放置された嫌味を込めたけど、エドガーはそんな私の意図には気づいていない。いや、気づかないフリで受け流しているのか。

「安心しろ。俺は女を殴ったり、怒鳴りつけたりする趣味はない」

　やはり、私が単に宮殿を抜け出したことに対するお叱りを恐れていると思っているのか。さすがのエドガーも、私が自分を殺そうとしているとは予測できないようね。

「それを聞いて安心しました」

　作り笑顔を浮かべ、彼の前にカップを置く。このお茶の中に毒を入れれば簡単じゃないかと思ったけど、毒が溶けたお湯の蒸気を吸っただけで危ない、と伯爵が言っていたので、やめておいた。

　満を持して、手作りの毒入り菓子を部屋の隅から運んできた。テーブルに置くときに手が震えないよう、細心の注意を払う。

「これもどうぞ。私が作ったんです」

「お前が？」

　焼き菓子をのせた皿を見下ろしてから、エドガーが疑わしそうな目で私を見た。

「お前、料理なんてできるのか」

　まあ、明らかに私をバカにしている。人のことをなにもできない王女様と思っているんでしょ。

「し、失礼ですね。少しくらいは母に教わりました」

「へえ」

　彼はじっと焼き菓子を凝視すると、ひとつつまんで、顔の前まで持ち上げた。

「うまそうに見えるな」

　見えるな、ってどういうこと。やっぱり私をバカにしているだけか、他のことを勘繰っているのか。例えば、毒が入っているんじゃないか、とか。

　疑い始めたらきりがない。私は思いきって声を出す。

「美味しいですよ。陛下のために作ったんです。どうか、ひと口だけでもお召し上がりください」

　それを食べたらあなたは天国行きよ。ううん、地獄かもね。

　彼の指が唇に近づいていく。それをドキドキしながら見守っていると……。

「いや、やっぱりあとにしよう。先に本題に入らせてもらう」

　エドガーは焼き菓子を皿に戻してしまった。緊張がピークまで達していた私は、拍子抜けして倒れそうになってしまう。

「お前、腹が減ったなら食っていいぞ」

　いらないわよ。いつも冷たいのに、こんなときばっかり気を遣ってくれなくていいから。

「絶対いりません！」

　全力で拒否してしまい、しまったと思った。

　今のはかなり不自然だったよね。彼が不思議そうにこちらを見つめている。

「だ、だってほら、こんな夜中に甘いものを食べたら太ってしまうし……」

　しどろもどろで言い訳をする。

　不自然にならないように、不自然にならないように……。

「別にいいだろ。むしろ少しくらい太った方がいいんじゃないか？　お前、痩せてるよ。初対面のときにそう思った」

　初対面のときって、着替えの途中で狼の群れに襲われたあのときよね。

　はしたない格好を見られてしまったことを思い出し、頬が熱くなる。

　そんなことをさらっと言うなんて、やっぱり意地悪な人。

「まあいいや。とにかく座れ」

　ソファの隣をぽんぽんと叩かれ、仕方なくのろのろとそこに座った。

「なぜ勝手に宮殿を抜け出したりしたんだ。俺の仕事ぶりを見たかったなんて、本当は嘘だろう？」

　叱ると言っていたわりには冷静な口調で、エドガーが切り出す。

「なぜそう思うんですか？」

「お前は敵国の復興状態なんてどうだっていいはずだ。俺との結婚だって望んだものじゃない。俺に興味があるわけない」

　そう言う彼の顔は、少し寂しげだった。

　どうしてそんな顔をするの？　誰にでも愛される容姿と外面のよさを持ち併せているのに、それでも他人が自分に興味を持つはずないと思うなんて、不思議でしかない。

「そんなこと……ないです」

　お互いの祖国が敵国同士でなければ。普通に結婚をして夫婦になれるものなら。私はあなたに興味を持ったはず。もっとわかり合いたいと思ったかもしれない。

「……まあ、そんなことはいい。とにかく、なるべくこの部屋から出るな」

「外に出てはいけない理由は昼間お聞きしましたが、宮殿内も歩いてはいけないというのは、納得できません。夫婦になるんですもの、親戚になる皆様に挨拶もしなければならないし、この国のことをなにも知らないのもどうかと思うんです」

「のんきなやつだな、お前は」

　質問をする私の言葉を聞きながら、エドガーはお茶をすすった。

「何度も言うが、ここはお前にとって元敵国だ。ということは、この国にとってもお前は元敵国の王女だ」

　それくらいわかっている。反抗するように上目遣いで見ると、厳しい目で私をにらむように見つめ返すエドガー。

「優しいように見えても、心の底ではお前のことをよく思っていない人間がうようよしているってことだよ」

「えっ」

　自分が歓迎されていないのはひしひしと感じていたけど、そんな風に言われるとドキッとしてしまう。

　ルーシアやラッセルも、本当は私のことをよく思っていないのかな。これから接する全てのシャイレンドルフの人を疑ってしまいそう。

「さすがに、政略結婚の重要さをわかっている王族や貴族は、軽々しく手を出すことはしないだろう。しかし国民は別だ。先の戦争で家族や大事な人を亡くした者たちがたくさんいる。逆恨みされたって文句は言えない」

「それは……」

　そんなの、お互い様じゃない。私だってお父様をシャイレンドルフの先代国王に殺されているのに。

「今度の結婚の儀で、両国の和平のための結婚だってことを十分にアピールしてからでないと、お前の身が危ないんだ。わかるだろ。とにかく、俺が許可した場合以外は必要以上にウロウロするな」

　結婚の儀で、もうアミルカがシャイレンドルフに危害を加えることはないのだと知らしめたいってことね。そっか……。この部屋に閉じ込めておくのは、やっぱり私を危険から守るためなんだ。意地悪なように思えたけど、エドガーはいろいろと考えてくれていたんだ……。

　緊張でガチガチだった心が、ふと温かくなったような気がした。川かわ面もに張った氷が春の陽に溶かされるように。

「せっかく結婚するんだ。俺だって、冷えきった結婚生活を送りたいとは思っていない。お前にも、できるだけ快適にこの国で暮らしていってほしいと思っている」

「本当ですか？」

「ああ。少しずつでも、夫婦らしくなっていければいいと考えているさ」

　そう言ったエドガーの目には、もう厳しさなんて微塵もなくて。ただ青く透き通った瞳に私が映っていることに気づいて、胸が跳ねた。

　彼がそんなことを思っていたとは。それは本心なの？

「そ、そう思っていらっしゃるなら、どうして意地悪するのですか」

　心の中まで見透かしてしまいそうな青い瞳から目を離して、うつむく。

「ああ……そういう性格なんだよ。意外に人見知りなんだ」

　紅茶をひと口すすり、音もなくカップをソーサーに戻すエドガー。うつむいた私からは、彼の手元だけが見えた。

「憎いはずの敵国の姫が、意外に好みの容姿だったからな。どう接したらいいのかわからなかったんだよ。だから意地の悪い言い方をしてしまった」

　好みの容姿……それって、私のことを綺麗だとか思っているってこと？　間違いなく？　だから照れて意地悪になっていたなんて、可愛いじゃない。

　うつむいていた視線をパッと上げてエドガーの顔を見ると、一気に血の気が引いた。ざあっという潮が引くような音が頭の中でした気がする。

　なぜなら、ちょっと目を離したこの隙に、彼が皿の上の焼き菓子を取って口に入れてしまっていたから。

「あ……っ！」

　気づいたときにはもぐもぐと咀そ嚼しゃくされており、次の一瞬でごくりと飲み込まれた。

「ん……変わった風味がするな。今まで食べたことのないような」

　不思議そうな顔をするエドガー。どくどくと心臓が破れそうなほど暴れている私とは対照的に、彼は落ち着いた様子だった。

　あの毒を摂取したなら、たちまち嘔吐してそれが吐血に変わり、顔は紫色に変色して力尽きると聞いている。けれどエドガーに変わったところはひとつもない。ケロリと平気な顔をして、次の毒入り菓子に手を出そうとしている。

「あ、あの、ちょっと待って。大丈夫？」

　うっかり敬語を忘れてしまった。だって、それどころじゃない。この人、毒を食べたのよ。

　追加で毒を摂取しようとしている腕に思わず抱きつくようにして、彼を止める。

「ん？　ああ、大丈夫。まずいって意味じゃない」

　変わった風味のことを聞いているんじゃないの。味をどう思ったかなんて、どうでもいい。でも、体に変わったところがないかとか詳しく聞くわけにもいかない。

「せっかくもてなしてくれたのに悪いが、今夜はこれで失礼する。親戚に挨拶をするなら、それなりの場所を用意しよう」

「え、あ、はい」

　いや、そんな場所、今さら用意されても。ほら、あなた、そろそろ毒が効いてきて倒れるはず。……なのに、どうしてそうならないの。

「というわけで、明日は早起きしておけ。くれぐれも無断外出はするなよ。また暇を見つけたら遊んでやるから」

　エドガーは父親のようなセリフを吐くと、カップに残っていたお茶をぐいっと飲み干した。

「これ、持っていっていいか？　妻となる女に初めて焼いてもらったものだし」

　呆あっ気けに取られている私の目の前で、彼が焼き菓子を指差す。

「ダメ！」

　私はそれを皿ごと取り上げる。それを持って部屋の隅っこまで走ると、毒入り菓子が床にぽろぽろと二、三個落ちた。振り返ると、エドガーがきょとんとした顔をしていることに気づく。

　しまった、不自然すぎた。

「こ、国王陛下ともあろうお方が、古いお菓子なんて食べてはいけません」

「今日作ったんだろ」

「で、ですけど、また新しいものを作りますからっ。ほ、ほら、変わった風味がするとか……。私、配合を間違えたのかもしれませんし。夫となる人には、もっと美味しいものを食べていただきたいし」

　言い訳していると、エドガーが意味ありげな含み笑いを浮かべた。

「ほう。夫となる人、ね」

　私、なにやってるんだろう。相手は私のことを疑いもしていない。さっきのひとつじゃ毒が少なすぎたのかもしれない。このままたくさん食べてもらって、死んでもらわなきゃいけないのに。

「次はもっとうまいものを期待している。じゃあな。今後はなるべく仲よくやっていこう。接し方を改めさせてもらう」

「は、はあ……」

「おやすみ。可愛い俺の婚約者さん」

　立ち上がったエドガーは長い脚で数歩踏み出し、私に近寄って頭を軽く叩くと、扉の方へ向かった。私がホッとした瞬間に振り返られて、びくっと震える。

「ああ、そうだミリィ。もう一点、大事なことを言っておかなくちゃならない」

「は、はい。なんでしょう」

　今度はいったいなんの話かしら。

　冷や汗でドレスが体中に張りついているのを感じる。

「俺にはいかなる毒も効かない。俺のことが憎いなら、次は毒以外の方法で来いよ。残念だったな」

　勝ち誇ったように、口の片端を上げてニッと笑ったエドガー。

　え……えええええええええっ!?　この人、今、なんて言ったの。いかなる毒も効かないですって？　嘘でしょ！

　返事をする間もなく、彼は優雅に部屋を出ていってしまう。バタンと扉が閉まる音を聞いた途端、私の体中から力が抜け、ぺたんと床に座り込んでしまった。

　毒が効かないって、なに？　そんな人間、聞いたことない。

　ううん、それよりも。あの人、自分が毒薬を食べたことに気づいたんだ。やっぱり変な味がしたのかな。

　それも驚きだけど、なによりいつもと変わらない平気な顔をしていたことに驚いている。むしろ笑っていた。不敵な悪魔のように。

　馬も死んでしまうくらいの猛毒に全く反応しないとは、どういうこと？　しかも毒を盛った張本人の私を罰することもなく、可愛いと言ったり。

　どうしてよ。私が毒を盛ったことに気づいているはずなのに、なぜ怒ったり責めたりしなかったのかしら。私がこれから何度命を狙おうと、エドガーにとっては恐怖でもなんでもないってこと？

　考えれば考えるほどわけがわからなくなって、とうとう途方に暮れてしまった。

　外で暗殺の結果報告を待っているボートレイト伯爵の元へ行かなきゃ。

　そう思うのに、体が金縛りに遭ったように動かなかった。










切れ味を確かめさせてください




「なんということでしょう」

　翌朝、部屋を訪ねてきたボートレイト伯爵は、寝間着で扉を開けた私を見下ろして憤慨した表情で言った。

「いったいどういうことか説明してくだされ！　昨夜かなり遅くなってから『失敗した』という合図を送ってきましたよね。それ以降、なんの連絡もよこさないとは。私や逃走の準備をしていた者たちが、どれだけ気を揉んだか……！」

　大声でまくし立てられるけど、眠たい目をこすりながらベッドへ戻る。

　だって仕方ないじゃない。昨日はいろいろありすぎて、考えているうちに眠くなっちゃったんだもん。出来事が私の頭の情報処理能力を超えちゃったんだもん。

「ミリィ様、起きてください！」

　とうとう耳を思いきり引っ張られ、痛みで起こされた。

　うう、ひどい。私これでも王女なのに。

　仕方なく起き上がり、ベッドに座って話を始める。

「かくかくしかじかよ。もう無理、暗殺なんて。やめましょ」

　できるだけ手短に昨夜のことを説明する。だけど話が下へ手たでうまく伝わらず、途中で何度も質問された。

　一番安全で確実だと思われた毒殺が通用しないんだもん。希望は薄い。

「だってあの人、私に命を狙われていることに気づいているのよ」

　部屋を出ていく直前の、あの悪魔のような笑い方。完全に私の企たくらみを見抜いて、あざ笑っている顔だった。その部分を説明し直すと、伯爵は顔を赤くして怒鳴る。

「それは大問題じゃないですか！」

　そのあとすぐ顔面蒼そう白はくになって、部屋をウロウロしだす伯爵。顔の色は赤くなったり青くなったり、コロコロと変わった。

「すぐこの国を脱出しなくてはならないかもしれません」

「脱出？　私たちが？」

「あのですね、ミリィ様なら、自分を一度でも殺そうとした人物を宮殿の中に置いておけますか？」

　ボートレイト伯爵に深刻な顔で質問される。自分を狙った殺人犯をそばに置いておくなんて、無理に決まっている。

「嫌よ、そんなの」

「でしょう？　つまり、国王がミリィ様を国王暗殺未遂の罪で処刑する可能性だってあるという話なんです」

　なるほど。って、納得している場合じゃない。殺しに来たのに逆に殺されるなんて。

「でも私、まだ生きてるわ」

　エドガーが私のしたことに怒って処刑する気なら、一瞬でできるはず。あの人にはそれだけの権力がある。

「あの人、私のことを好みの容姿だって言ったのよ。少しずつでも、夫婦らしくなっていければいいと……」

　それに、無断外出を禁じたのは私の身を守るためだとも。お菓子を作ったのはその話を聞く前だったとはいえ、油断して結局食べさせてしまった。エドガーともっと早く話をしていたら、あんなことには……って私、なにを考えているんだろう。

「甘い言葉に騙されてはいけません。国王がミリィ様を好きになる要素が、どこにあるというんです」

　至極真剣な表情で言い放っているけど……ボートレイト伯爵、それってちょっと、ひどくない？　私にはエドガーに好かれる要素がひとっつもないってこと？

　確かに私は兄妹の中で唯一の女だから、この結婚の相手として選ばれたのだと言える。絶世の美女というわけではないし、頭はよくないし、気も利かない。

「……でも」

　そんな私だけどエドガーは気に入ってくれたらしい。だって彼の目は嘘をついていなかった。そんな気がするけど、私に恋愛経験がないからそう思うだけなのかな？

「とにかく、私は一度アミルカに戻ります。王妃様に事態を報告し、ただちに脱出の準備を……」

　伯爵が早口で今後の計画を話していると、突然扉がノックされた。びくりとした私たちはうっかり跳ねて、床から少し浮いてしまった。

「は、はい？」

「ミリィ王女様、朝食でございます」

　ルーシアの声だ。ホッとして扉を開ける。しかしそこに、いつも食事をのせている銀色の台車はなかった。

「まだこんな格好でいらっしゃったのですね。早くお召し替えを」

　ルーシアに腕をつかまれ、伯爵から見えないように、部屋の奥にある衝つい立たての裏へと連れていかれる。ドレッサーからドレスを出した彼女は、手早く私の寝間着を脱がせ始めた。

「あのう、そんなに急がなくても」

　今日は特に、なんの用事もなかったはずよね？

「いいえ、急いでください。昨夜遅くに突然、国王陛下が朝食会を開かれるとおっしゃったのです。そこで王女様を王族や大臣の皆様に紹介すると」

「ええっ!?」

　そういえば昨夜、エドガーが親戚に挨拶する場所を用意するとか言っていたっけ。でも普通、殺されかけた翌日に、その犯人を婚約者として親戚に紹介する？　意味がわからない。

「皆様が集まれる時間が、急に取れたとのことで」

　個別ではなく、一気に紹介しちゃえばエドガーの手間が省けるってわけか。それはわかるけど。しかも急に取れたとかじゃないでしょ。国王が招集をかければ、急な場合だろうとみんな駆けつけるだろう。思いつきでみんなを朝から集めちゃうなんて、周りからしたら迷惑な国王だわ。

「もしや……朝食会という名目で我らを呼び出し……公開処刑する気では」

　ルーシアが部屋の外にいる侍女に寝間着を預けに行った間に、ボートレイト伯爵がぼそぼそと話しかけてきた。

　まさか。だったら自らさっさと来て、私たちの首を自分の剣で切り落とすはずよ。エドガーはきっとそういう人だ。

　なぜか私はそう確信していた。彼が騙し討ちのようなことをするはずがない。

「とにかく用意しましょう、伯爵。行くしかないわよ」

　どうせ逃げられないのよ。すっごく逃げたいけど、私とボートレイト伯爵の足じゃ捕まってしまうだろう。ならば素直に堂々と敵の前に出ていこう。

「おお神よ……私たちをお守りください……」

　ボートレイト伯爵は祈りの言葉を唱えながら、ふらふらと部屋の中を行ったり来たりし始めた。緊張でガチガチになった私たちを見て、戻ってきたルーシアが首をかしげていた。




　ルーシアに見た目を急いで整えてもらい、朝食会が開かれる広間へと向かう。

　さて、どういう展開になるのかしら。伯爵の言う通り、国王暗殺未遂の罪で捕まっちゃったとして、そのあとは？　牢ろう獄ごくに入れられるのかな。それとも、すぐに首をはねられたりして。

　うっかりリアルな想像をしてしまい、背筋が震える。

「伯爵、やっぱり逃げようかしら」

「は？　ここまで来て？　自分で『行くしかない』と言っておいて？」

　ボートレイト伯爵が、じとっとにらむように私を見る。

「だって怖いじゃない」

　一時は堂々と敵の前に出ていこうと思ったけど、殺されるのはやっぱり嫌。痛いのも無理。人を殺そうとしておいて自分ばっかりこんなこと言うの、どうかと思うけど。

　扉の前で揉め始めた私と伯爵の後ろから、ごほんと咳払いが聞こえた。びくりとして振り返ると、そこには正装の白い軍服を着たエドガーが。

「へ、陛下……！」

　やっぱり。夢じゃなかった。毒入り菓子を食べたのに、エドガーは全然平気な顔で立っている。ある意味、幽霊に会うより怖い。

　伯爵の顔から血の気が引き、唇まで真っ青になる。きっと私も同じような顔色をしているんだろう。ルーシアが急いで後退し、深く頭を下げる。

「王女様、私、給仕の方のお手伝いをしなくては。ここで失礼しますわね」

　彼女はエドガーにもう一度礼をしてから、厨房の方へ向かっていった。それを見送っているとエドガーが先に口を開く。

「そんなにびくびくしなくても大丈夫だ。取って食う気はない。違う意味でなら今すぐ食ってやりたいけど」

　なにそれ、なんの冗談なの。自分を殺そうとした女を抱きたいなんて嘘でしょ。

「お前が昨夜したことへの罰は、またふたりきりのときにたっぷり与えてやる」

　にやりと笑うその顔が美しすぎて、逆に怖い。ふたりきりのときになにをする気？

　……待って。ということは今日、今すぐなにかする気はないってことよね？

「お前もそう警戒するな。俺はミリィが気に入った。悪いようにする気はない」

　エドガーは悪そうな顔のまま、ボートレイト伯爵にも言う。初めてエドガーの裏の顔を見た伯爵は、びくりと全身を震わせた。

「しかし、俺もやすやすとお前の思い通りになる気はない。間違っても国に帰れるなんて思うなよ、ミリィ。お前は俺の王妃になるんだからな」

「どうして……？　私は――」

　あなたを殺そうとしたのよ。

　そう続けようとしたら、エドガーに長い指先で唇を押さえられた。皆まで言うなということ？

「言っただろう。お前が気に入った。今後は遠慮をしないことにする」

　そう言って意地悪く微笑むと、エドガーは指を離した。

「遠慮って……」

　いったい私をどうするつもり？

　目で訴えると、エドガーはふっと不敵に笑う。伯爵はまだ青い顔で震えている。エドガーの言葉を信じていないんだろう。私だって信じられないもの。

「さあ、共に行きましょう、王女」

　一転して、初対面のときの爽やか国王の顔になったエドガーが、私に腕を差し出す。

　エスコートしてくれるってわけ？

　ここで拒否するわけにもいかず、自分の手をエドガーの腕に預ける。彼が扉を開けると、明るい朝の陽射しが飛び込んできた。

　大きなガラス窓がある広間は明るく、席に着いている人たちの顔がよく見えた。広さはアミルカの街にあった教会くらいだろうか。私の部屋の五倍はありそう。

　列席者の中には、はげたおじいちゃんもいれば、お父様くらいの年齢の髭のおじさんもいる。ずらりとテーブルの両側に座った総勢三十人ほどの中に、エドガーの弟のラッセルもいた。列席者たちは、エドガーが姿を見せると一斉に立ち上がる。

　エドガーと共にゆっくりと進むと、ラッセルがにこやかに手を振ってくれる。けど、ここで振り返すわけにはいかないので、口角を上げて笑って答えるだけにした。

「あいつと顔見知りなのか」

　小声で尋ねてくるエドガー。その声には嫌悪感が含まれている気がした。

「ええ。昨日、偶然厨房でお会いして」

「次からは相手にするな」

　吐き捨てるように言ったエドガー。

　相手にするなって……無視しろってこと？　できるわけないじゃない。なにか理由があるのかしら。

　考えているうちに、席に着いてしまった。みんなが座っている中央の長いテーブルの先に、横に並んだ私とエドガーの席がある。

「みんな、座ってくれ」

　エドガーに言われ、全員が席に着く。ボートレイト伯爵は末席に案内され、真っ青な顔で座った。

「紹介が遅くなってすまない。先日アミルカから我が国に来た、ミリィ王女だ」

　朝の挨拶もせずに、いきなり私の紹介を始めるから慌ててしまう。とりあえず作り笑いを浮かべ、一度立ち上がって頭を下げた。

　列席者の中には笑顔で私を見つめる者も、敵意を持った目で見る者もいる。ラッセルはテーブルに肘をつき、にやにやとした顔でこっちを見ていた。

「我が国に幸運をもたらしに来た天使、美しきミリィ王女に乾杯を」

　な、なにそれ。誰が天使ですって？

　絶対本気で言っていないはずなのに、隣のエドガーは満面の笑み。これがよそ行きの顔だって知っている人は、この中にどれくらいいるのかしら。

「さあ、朝食を始めよう。みんな楽にしてくれ。私や王女に聞きたいことがあれば、遠慮なく言うといい」

　エドガーが合図をすると、次々に朝食が運ばれてきた。スープやサラダ、肉やチーズ、卵と何種類ものパンがところ狭しと並べられる。

　まあ、豪華。アミルカのお母様たちは今頃、硬いパンと、具がほとんど浮いていないスープを食べさせられているというのに。

　王族や大臣たちは、それぞれ話をしながら朝食に手を伸ばす。

「王女、よろしくお願いします。私は財務大臣のオーケンと申します」

「ご、ごきげんよう」

　オーケンはわざわざ席を離れて、紅茶のポットを持って私のカップに注ぎに来てくれた。太っていて、頭がはげかけている。その後ろに、同じように挨拶をするために並んでいる人々がいた。

「ミリィはお酒が得意だったかな」

「いいえ」

　気取った口調で尋ねてきたエドガーに、素直に返す。

「そうだと思った。夜にしなくてよかったな。あなたにお酌をしたい人間が何人もいたら、酔ってしまうだろうから」

　そっか。夜の食事で紹介すると、挨拶に来る大臣たちにお酒を次々に注がれてしまう。酩めい酊ていした姿を人前でさらすのはよくないと考えてくれたのね。

　私のことをよく思っていないらしい人たちはこちらに近づかず、すました顔で淡々と朝食を口に運ぶ。

　そういえばこの結婚は、議会の多数決で決まったのだとアミルカで聞いた。アミルカを完全に植民地化して国民を奴ど隷れいのように働かせ、シャイレンドルフを発展させようという意見と、実質的な支配権はシャイレンドルフが持ちながらも、アミルカ王家も生かしておこうという意見があったという。

　エドガーは後者の意見に賛成だったらしい。そもそも先の戦争のきっかけは国境の鉱山の所有権。それが手に入った今、これ以上の無用な争いは避けようという方向で落ち着いていると聞いた。

　両国の友好的な関係の始まりが、私たちの結婚にかかっている。

　だけどそれはシャイレンドルフの偉い人たちの思いで、アミルカ王家は誰もこの結婚を歓迎していない。彼らはひとえにシャイレンドルフを恨み、いつかやり返して自分たちの権利を取り戻そうとしているから。

　いろいろと考えてしまうと、元々なかった食欲がますますなくなってしまった。思わず小さなため息をつくと、すぐ近くから声をかけられる。

「なんだか憂鬱そうだね、王女様」

　ハッと顔を上げると、ラッセルがいつの間にか私と直角になる席に座って、肘をついてこちらを見つめていた。

「マリッジブルーってやつかな？」

「い、いえ、そんなことは」

　そんないいものじゃないわよ。この人に八つ当たりしたって仕方ないけど。

「ラッセル、口のきき方に気をつけろ。この人はこの国の王妃になる人だ。お前の義理の姉になる人でもある」

　エドガーは馴なれ馴れしいラッセルをたしなめるように言った。

　義理の姉……エドガーと結婚したら、私はラッセルの義姉になるのか。自分より年上の弟って、ちょっと変な感じ。

「でも、かわいそうだな。こんなに可愛いのに、敵国に無理やり嫁がされて。アミルカが勝っていたら、敵国王なんかと結婚しなくてよかったのにね」

　ラッセルはエドガーのお説教なんてどこ吹く風。エドガーに返事もせずに、私にだけ話しかけてくる。しかも、返事に困ることばっかり言ってくるんだけど。

　隣で怖いくらい冷静な顔をしているエドガーに、ラッセルは笑顔のまま言う。

「なあ兄上、この人を俺にくれないか」

　くれないか、って……え？　なにそれ。まるで人を〝物〟みたいに。

「なんだと？」

　冷静な顔から一転、エドガーの眉間に深いシワが三本寄った。ぎろりと光る目は、鋭くラッセルをにらみつけている。

「両国の友好のための結婚なら、王族の誰でもいいはずじゃないか。すなわち、俺だっていい。そして兄上は、ここにいる王族や大臣たちみんなが納得する相手と結婚しなよ」

　それってやっぱり、敵国の王女を王妃として迎えることに抵抗がある人がいるってことだよね。

　再確認してしまい、気分が重くなる。

「いや、ミリィは他の誰にも渡さない」

　きっぱりと答えるエドガーの声に耳を疑った。そちらを見ると、エドガーがラッセルに向かい、不敵に笑っている。

「私はこの勇気ある王女が気に入っている。誰がなんと言おうと、私はミリィを妻にする」

　ラッセルの顔から笑みが消えた。ハラハラした様子で、会話が聞こえる距離にいた王族や大臣たちがエドガーの次の言葉を待っている。悪くなった雰囲気を察知し、遠くに座っている人たちも何事かとこちらを見ていた。

　勇気あるって、エドガーを暗殺しようとしたことを言っているのかしら。

　じっと見つめると、エドガーはふっと薄く笑い、私の耳に顔を近づけた。そして、ふたりの間にしか聞こえないくらいのごく小さな声で囁く。

「というわけだ、ミリィ。お前がどれだけ俺を憎んでいようが、俺はお前を手放す気はない。やれるものならやってみろ。楽しみにしているからな」

　耳元で囁く彼の言葉に、肩がびくっと上がった。

　やっぱり暗殺のことを言っているんだ。昨夜の失敗が思い出される。

　エドガーは自分が殺されることはないと思っているんだろう。だから楽しみだなんて言えるんだ。私は完璧になめられている。可愛いとか妻にするとか言っておいて、結局マヌケな私をバカにして、からかって遊んでいるだけなの？

　そう思うと悔しくて、彼をキッとにらみつけた。けれど私の丸い垂れ目でどれだけにらんでも、エドガーは涼しげな顔。

「え……っ」

　気がつけばどんどん相手の顔が近づいてきている。美しい金の前髪に目が奪われる。

　離れないと――そう思ったときには、後頭部に大きな手が回されていた。

　逃げ場をなくした私の唇に、温かいものがそっと触れた。それはすぐに離れていく。やっとピントが合った視界の真ん中には、エドガーの美しい笑顔があった。

　今この人、キスした……!?

「げっ。俺の前でやるかよ、普通」

　ラッセルが非難の声を上げる。彼は悔しそうに口をへの字に曲げていた。

　我に返り、列席者たちを見ると、みんな気恥ずかしそうな顔をしている。

「国王陛下、そういうことは結婚の儀を終えてからするものです」

　なに大臣だっけ。もう忘れちゃったけど、偉そうな口髭をたくわえた老人が咳払いをして言った。

　そ、そうよそうよ！　まだ結婚もしていないのに、みんなの目の前でなんてことをするのよ。

　ドキドキと速いリズムで打つ鼓動が、頬を熱くさせる。なにか言ってやろうと思うのに、言葉が出てこない。ぱくぱくと口を開閉させるだけの魚のような私の頭をなでながら、エドガーが言う。

「ああ、すまない。ラッセルに取られたくなくて、唾をつけておこうと思ったんだ」

　いつの間にか、爽やか国王の笑顔に戻っているエドガー。

　唾をつけるって……文字通りじゃない。そう言うと、ちょっと汚い感じがするからやめてほしい。

「陛下がこれだけ気に入っていらっしゃるんだ。きっと素晴らしい王妃になるに違いない」

「おふたりが仲睦まじければ、きっと両国の国民もいつか心を通わせることができるでしょう」

　口々にお世辞を言う大人たち。ラッセルはなにも言わず肩をすくめると、つまらなさそうに元の席に戻っていった。そして無言で朝食の続きを始める。

「首まで赤くなって。可愛い人だな」

　エドガーは軽く私の肩を抱いたかと思うと、恥ずかしげもなく甘い言葉を囁いた。

　な、なんなのこの人。最初はめちゃくちゃ意地悪だったのに、いきなりスキンシップ激しすぎませんか。そういえば昨夜、『接し方を改める』とは言っていたけど、まさかいきなりキスされたり、蜂蜜のように甘い言葉を耳に流し込まれたりするとは。

　きっかけは、あの毒入り菓子よね。もしかして、死にはしなかったけど頭がおかしくなっちゃったのかしら？　ああ……なにがなんだかわからないけど、確かなことがひとつ。お母様、私、結婚もしていないのに人前で初めてのキスをされてしまいました。しかも、敵国王に。

　がっくりと体中から力が抜けていく。そのまま椅子ごと倒れてしまいそうだったけど、エドガーに肩を抱かれていたのでそうはならなかった。魂だけ、ふわりと体から抜けていってしまいそうな、そんな気がした。




　なんとか朝食会を終えて、自室に戻ろうと廊下を歩く。ふらふらする私を支えながら、ボートレイト伯爵がアミルカ語で言った。

「いったい国王はなにを考えているのでしょう。処刑されなかったのはよかったものの……」

「わからない。全然、見当もつかない」

　あんなに冷たかったエドガーが、どうしていきなり手のひらを返したような態度になったのか。考えてもさっぱりだ。

　暗殺しようとしたはずが、まさかの溺愛。エドガーが本気かどうか知る由もないけど、こっちの思考が追いついていかない。

「とにかく、早くこの国から逃亡した方がよさそうですね」

「逃亡してどうするの。アミルカに帰ったって、すぐに見つかってしまう。他の国に行ったとして、私とあなたとふたりでどうやって暮らしていくのよ」

　王女という肩書を取れば、私はただの役立たず。それに伯爵はただのおじいちゃん。手に職もないのに、どう生活していくのか。

「亡命するのですよ」

「なるほど、亡命……」

　それなら、最低限の生活はさせてもらえるはず。

「恐れ入ります。ミリィ王女様」

　ぼそぼそと話していると、いきなり後ろから声をかけられた。ぎくりとして振り返ると、そこには微かすかに見覚えのある男性が。背がエドガーよりも高くて肩幅が広い。首は太く、髪はこれ以上ないくらい短い。

　えっと、誰だっけ。ケイローの街で泥棒とひと悶もん着ちゃくあったときに、いたような気もするんだけど……。

「私は国王陛下の親衛隊長、センテムと申します」

　きょとん顔の私に、丁寧に自己紹介してくれた親衛隊長。

　いったいなんの用？　今の話、聞かれなかったかしら。彼がアミルカ語がわからなければいいけど。

　ごつい顔は怒っていなくても怖い。眉の上の切り傷の痕が、さらに怖さをプラスしている。

「ああ、そうですか。陛下の親衛隊長さんが、なにかご用でも？」

　作り笑顔で答えると、センテムも少し表情を柔らかくした。

「このあと、ご予定はございますか？」

　あるわけないじゃない。捕虜同然の身の上で、エドガーには勝手に宮殿の外に出ないように言われているんだもの。

　首を横に振ると、センテムはごく真面目な顔のままうなずいた。

「では、ぜひ練兵場にいらしてください」

「練兵場？」

　それって、兵士たちが剣や弓の訓練をする場所よね。そこでいったいなにがあるというの？

　自分が誘われた理由がわからず、ぽかんとする私にセンテムは続ける。

「次期王妃様に、親衛隊のメンバーの紹介をしておきたいのです」

「ああ、そういうことですか」

　そういえば私が泥棒に絡まれたときも、エドガーの後ろにこの人がいたような気がする。きっと彼らは国王だけではなく、王妃を守る役目も負っているのだろう。だから顔を覚えていた方がいいってことね。

「そうそう。今日は国王陛下も訓練に参加されますよ」

「えっ……」

　そうなんだ。エドガーが……。これは断ったら変な空気になるパターンだよね。

「わかりました。ではのちほど、練兵場で」

　承諾すると、センテムは一礼して廊下を逆に戻っていった。

「はあ……」

　ここにいると、いちいち緊張するわ。

　それにしてもどうしよう。今後の見通しが全く立たない。昨夜毒殺が成功していれば、すんなり……とはいかずとも、アミルカに帰ることができたのに。

　これ以上エドガーがどんな人かなんて知りたくない。知れば知るほど暗殺できなくなってしまう。そんな気がする。とりあえず、一度部屋に戻って落ち着こう。

　ボートレイト伯爵と、のそのそと歩きだすと……。

「おじいさんとひそひそ話しない方がいいよ、お姫様」

　廊下の角を通り過ぎたところで、背後からそんな声がした。

　もう、今度はなによ。何回振り向かせる気よ。

　そう思いながら上半身だけ後ろを向くと、薄暗い角からひとりの男が現れた。

「ラッセル」

　似ていないエドガーの弟。彼は口元に薄く笑みを浮かべ、腕組みをして私を見下ろしている。

「じいさん、耳が遠くなってきてるだろ。内緒話が周りに聞こえちまってる」

　ボートレイト伯爵はハッと口を押さえる。敵国の、しかも王族に聞かれたとあって、真っ青になって黙ってしまった。ラッセルはアミルカ語がわかるのかしら。

「大丈夫。今は周りに誰もいない」

「え、ええと～。なんのことだかちょっとわからないですね～」

　私が適当にごまかしながら逃げようとすると、ラッセルは行く手を阻むように私の前に出て、ぐっと顔を近づけてきた。さっきエドガーにキスされたことを思い出し、身構えた瞬間。

「手作りお菓子に入れた毒薬は、効かなかったみたいだね」

　耳元で、そう囁かれた。ぞわりと全身に悪寒が走る。

　どうしてラッセルがそのことを知っているの？

　この人、そういえば厨房で出会ったとき、あの毒薬が入った瓶を目撃していた。それには、当然だけどラベルもなにも貼っていなかった。もしかしたら、適当なことを言ってからかっているだけかも。

「いやいや、なにを言って……」

　笑ってごまかそうとした私の手を、ラッセルがつかむ。その力は意外に強く、簡単には振りほどけそうにない。にやっと笑い、彼はさらに囁いた。

「エドガーの食べ残しを、どこに捨てた？」

　どこに……って、普通に伯爵が厨房へ持っていって、野菜くずや食べ残しを処理するゴミ箱に入れたはずだけど。

「あのゴミ箱のゴミは、家畜の飼料になっているんだ」

「えっ」

「今頃、豚や牛が死んでいるかもな」

　指先が震えだす。

　なんてこと。エドガーの胸に留めているだけならまだしも、国中に私がしたことがバレたら、今度こそひどいことになる。

「なんてな。家畜に食わせる前に見つけて、俺が処理してやったよ」

　青ざめているであろう私をあざ笑うかのように、ラッセルが口の端を上げた。

「怪しい粉を入れていたのを思い出して、ひとつ拝借した。砕いて、たまたま近くにいた小鳥にやったんだ。どうなったと思う？」

「どうって……」

「わかっているくせに。コロッと死んじまったよ。だからゴミ箱ごと燃やしてやったさ。害虫が発生していたことにしてな」

　ラッセルがひとこと言うたび、体が震える。

　バレちゃった。もう終わりだ。ここにはエドガーがいないもの。首をはねられて、エドガーの前に頭部だけさらされるんだわ。

　同じように観念したのか、がっくりと肩を落とすボートレイト伯爵。あのゴミ箱に食べ残しを入れたことを悔やんでいるんだろう。

「はは……顔が真っ青だ。素直な刺客だな。お前たちみたいな善良なふたりじゃ、エドガーは絶対に殺せない」

　なにが楽しいのかわからないけど、ラッセルは笑っていた。私は伯爵と寄り添い、なんとか支え合って立つ。

　この人、いつだってにやにやと笑っていて、本心が全く見えない。だから怖い。

　笑い声がやんだと思うと、ラッセルはすっと息を吸って、再び小さな声で囁きかけてくる。

「なあ、俺が協力してやろうか？」

「……は？」

　協力ですって？　この人、なにを言っているの？

「俺が、お姫様たちの仕事の手伝いをしてやろうかって言ってるんだよ」

　それって、私たちの暗殺の手助けを、この人がしてくれるってこと？

「そんなのおかしい。あなた、陛下の弟でしょう」

　弟が兄を殺そうとするなんて。

「だからさ。エドガーがいなければ、俺が国王だ。そしたらお姫様は俺の妃になる」

「あなたの妃に……」

「俺は兄が気に入らない。それでもって、お姫様のことは気に入っている」

　自分のお兄さんが気に入らない？　継承争いで憎み合う兄弟がいると聞いたことはあるけど、まさかエドガーとラッセルも犬猿の仲なの？

　そういえば、エドガーは私にあまりラッセルに近づいてほしくなさそうだった。やっぱり仲が悪いんだ。

「……いいえ、お断りします」

　この人を信用してはいけない。本能がそう言っていた。なんだかとっても危険なにおいがする。この人と協力して暗殺が成功しても、アミルカがよくなるとは思えない。なぜなら彼の暗殺理由は、全て自分のためだから。

「そうか、残念だな。気が向いたらいつでも声をかけて」

　ラッセルは私たちから距離を取り、ニッと笑った。

　ああ、嫌だ。私、この人の薄気味悪い笑顔、嫌いだ。

「まあ安心しなよ。俺はお姫様のことが好きだ。あなたを売ったりはしない」

　そう言うと、マントを翻して行ってしまう。そんなラッセルの不気味な後ろ姿を、私と伯爵は立ちつくして見つめていた。




　なんか、朝から盛りだくさんですでに疲れちゃった。練兵場に行きたくないなあ、部屋で休んでいたいなあ。

　そう思っていたけど、ちょっと座っただけですぐにルーシアが迎えに来てしまった。どうやらセンテムから話が通っているみたい。

　化粧直しをしてもらい、練兵場へ。屋外なので暑くないように、と大きなボンネットと扇、そして日傘が用意された。

　案内されるまま、だだっ広い庭園の通路を歩いていくと、宮殿のちょうど裏側に着いた。そこにはすでに二十人ほどの親衛隊と思われる男の人たちが並んでいる。広さはそれほどでもない。中庭と見間違えるくらいのそこは、親衛隊専用の場所なんだろう。芝生が敷きつめられた地面は鉄製の柵に囲まれ、向こうの柵の少し前に銃や矢の的が括りつけられていた。

「ようこそミリィ王女。では、今から訓練を始めます」

　センテムがやってきて一礼すると、後ろに整列した親衛隊員たちも一斉に礼をした。

　初夏の陽射しは日に日に強くなってきている。今日も雲ひとつない快晴で、鎧や鎖帷かた子びらをつけて立っている親衛隊がかわいそう。

　用意されていた籐とうで編まれた椅子に私が座ると、親衛隊の訓練が始まった。馬二頭分くらいしか離れていない場所で重そうな剣と盾を持ち、ふたりが前に出て一対一で試合を行う。

　鋼のぶつかり合う音が意外に大きくて、ドキドキしてきた。こんなに間近で男同士の戦いを見るのは初めて。籐の椅子は背もたれ部分の風通しがよくなっているけど、それでも背中が汗ばんでくる。何歩分か離れていても、彼らの振るう剣からの風圧を感じた。

　よく見ると、剣も盾も防具もずっしりとしていて本当に重そう。親衛隊は顔中に汗をかき、真剣に訓練を続ける。大きな靴で踏みしめられた芝生はところどころはげていた。

　親衛隊って、いつも国王のそばにいる飾りのように思えるけど、実際は他の兵士たちと同じで、とても厳しい訓練をしているんだ。それにしてもエドガーはどうしたんだろう。今日はエドガーも訓練に出るってセンテムが言っていなかったっけ。

　きょろきょろと周りを見回していると、練兵場の端から白い人影が。他の親衛隊よりもかなり身軽な、皮でできた胴当てやグローブをつけた、白い軍服とマントのエドガーだ。いつも腰につけている剣を今日も持っている。

　彼が現れると、練習試合の審判をしていたセンテムが親衛隊に合図を送る。すると親衛隊はびしっと整列し直してエドガーに向かった。

「そのまま続けて。遅れて悪かった」

　エドガーが言うと、練習試合が再開される。

　やっぱり国王ともなると、自分では汗を流したりしないものなのかしら。

　彼は兵士たちの方ではなく、こちらに向かってきた。そして、ルーシアが持っている大きな日傘のレースでできた縁をつまんで話しかけてくる。

「どこのお姫様かと思ったら。ああ、座ったままでいい。こんなところであなたに会えるとは思わなかったよ」

　立ち上がって挨拶しようと思ったけど、先に止められてしまった。エドガーは座った私を見下ろす。

「センテムが招待してくれたの」

「へえ。招待したわりに、もてなしが不十分だな」

　エドガーが手をパンパンと鳴らすと、どこからともなく使用人の男の人が現れた。エドガーは彼に飲み物と食べ物を用意するように指示すると、私の隣に立つ。そして親衛隊のひとりひとりを指差し、名前を紹介し始める。

「うちの親衛隊を紹介しよう。あの眉毛の太いのが、ボネタ。全身毛が濃くて、鼻毛もちょっと出てる」

「ぷっ」

　そう言われたら、鼻に注目しちゃうじゃない。思わず吹き出しちゃった。

「横のフリードは、剣は強いがロマンチストだ。星座や神話に詳しい」

「へえ」

　エドガーが明るい口調で言うと余計に笑えてきた。あの人、あんなに堅物そうな顔をしているのに。

「今負けたロベンダーは、ママが大好き。いまだに実家に帰るとママと同じベッドで眠るとか」

「まあ……あはは」

　ユニークなメンバー紹介に思わず声を出して笑ってしまうと、もう止まらなくなってしまった。これなら顔と名前がくっつくわ。覚えやすい。

　覚えやすいけど、くだらない。鼻毛とか、まるで幼児の会話じゃない。なのにどうしてだろう。エドガーが冗談を言ってくれるのが嬉うれしい。この国に来て初めて、ちゃんと笑えたような気がする。

「エピソードがないと覚えられないだろう？」

「ええ、そうね。その通りよ」

　扇で口元を隠し、真面目に訓練している親衛隊にはわからないよう声を殺して笑う。

「どうぞ、王女様」

　使用人が冷たい飲み物を持ってきてくれたので、扇をしまってそれに口をつける。笑いが落ち着いたところでエドガーを見上げると、ドキリとした。

　なぜなら、彼がいつになくとても優しい表情で私に微笑みかけていたから。人前で見せる作り物のような美しく完璧な笑顔じゃない。目や口の形は同じでも、瞳の色の雰囲気が違う。冷たいアイスブルーではなく、暖かな春の空のよう。

「よし、センテム。相手をしろ」

　練習試合がひと通り終わったところで、エドガーがセンテムに声をかけ、練兵場の中央に歩いていく。腰の剣を抜き、センテムに向かい合った彼の瞳は、いつものアイスブルーに戻っていた。

　私が持っていた飲み物をルーシアに預けると、鼻毛のボネタがふたりの間に立つ。

「彼が審判を務めるのね」

　ボネタが始まりの号令をかけると、ふたりが動きだす。剣を構えてお互いの間合いや隙を見極めようとしているように、じりじりと移動する。そのエドガーの瞳は、冷静そのものを表しているような青。やっぱり、さっきとは少し違う色に見えた。今まで落ち着いていた胸が突然高鳴り始める。

　先に地を蹴って相手に斬り込んだのは、センテムだった。体が大きいだけあって、幅が広く長い剣を力強く振り回す。

　エドガーは残像が見えそうなほどの速さで、それを右へ左へとよける。そして上から打ち下ろされたセンテムの攻撃を刃で受け止めた。

　ギイン！と大きな音がする。火花が出そうなくらい激しくぶつかり合う剣と剣。

「エドガー……」

　頑張って。勝って。負けちゃダメよ。怪我なんかしちゃ、もっとダメ。

　気づけば、そんなことを思っていた。胸の前で握りしめた手に汗がにじんでいる。

　センテムも強い。しかも国王相手なのに遠慮もしていないみたい。

「が……」

　力で押しても勝てないわ、速さで勝負よ、なんてわかったようなことを思うけれど、センテムだってただの怪力じゃない。十分な速さを持っている。押されているように見えるエドガー。

「……頑張って、陛下！」

　手に汗を握って観戦していたけど、とうとう堪こらえられなくなった。思わず立ち上がって大きな声を出してしまう。

　エドガーのブルーの瞳が一瞬、こちらを捕らえたような気がした。次の瞬間、彼は軸足で回転し、センテムの後ろに回り込んだ。

　鋭い切っ先が突き出される。私が目をつぶりそうになった瞬間、もう少しで背中を貫かれそうなセンテムと、エドガーの動きがぴたりと止まった。

「それまで！　勝者、国王陛下！」

　審判の声が響くと、ふたりはゆっくりと体勢を整え、剣を鞘に納める。そして向かい合い、お互いに深く礼をした。

　やった、勝った！　エドガーが勝ったわ！

　ぱちぱちと飛び上がって拍手をすると、後ろから咳払いが聞こえてきた。振り返ると、ボートレイト伯爵がものすごく渋い顔でこちらをにらんでいる。

　やだ、私ったら。うっかり敵の応援をしてしまった。そんなつもりはなかったのに。

　気まずくなって、そろそろと椅子に座ろうとすると、エドガーから声が飛んできた。

「ミリィ王女、こちらへ」

　彼が手招きしている。こちら、って、練兵場のど真ん中じゃない。私を呼んでどうするつもり？

　いぶかりつつそちらに向かうと、エドガーが手を差し伸べてくる。少し躊躇したけど、結局その手を取り、隣に並んだ。

「改めて紹介しよう。親衛隊のみんな、彼女がじきに王妃となるミリィ王女だ。俺だけでなく、これからは彼女の護衛もよろしく頼む」

　そっか、親衛隊に紹介してくれるのね。きっと挨拶を終えたら訓練も終わり。

　にこにこと微笑んで会え釈しゃくをする。親衛隊のみんなは温かな歓迎ムードで、笑顔の者が多かった。それだけでホッとする。

　さあ、もういいわよね。部屋に帰りましょう。いい加減暑くなってきた。

　エドガーに暇いとまを告げようとした、そのとき。

「しかしミリィ、もしものときは親衛隊の助けが間に合わない場合もある。そんなときのために、自分の身は自分で守れなければならない」

「はい？」

　いきなりなんの話？

　何度もまばたきをして見つめると、エドガーはにやりと意地悪く笑った。そして、私にぐっと顔を近づけて耳元で囁く。

「なあ？　国王でも突然命を狙われることがあるだろ。それも、虫も殺せなさそうな顔をした一見無害な相手にな」

　それって、私のことでしょ。

　一気に全身を緊張が駆け抜ける。思わず体を強張らせると、エドガーはすっと離れていく。その顔はいつもの爽やかな国王のものに戻っていた。

「あなたにも少し剣の手ほどきをしよう」

「手ほどき？」

　ということは、エドガーが私に剣を教えてくれるってこと？

　立ちつくす私に、エドガーが腰につけていたベルトから、皮の鞘に納まった剣を外してこちらに差し出す。それはエドガーたちが持っているものよりかなり小ぶりな、肉を切る大きな包丁くらいの短剣だった。

「抜いてごらん」

　いきなりそう言われたって……。とにかく抜くしかないか。

　左手で鞘を持ち、右手で柄を持って抜こうとするけど、短剣でも重くて右手一本じゃ全然自由に動かせない。悪戦苦闘している私を、親衛隊のみんなが苦笑いして見ている。そんな中、エドガーだけが心底楽しそうな意地悪い顔をしていた。もちろん、親衛隊からは見えない角度で。

　うう、ひどいわ。みんなの前で笑い者にするなんて。

「無理です！」

　結局剣を抜くことすらできず、両手で抱えたそれをエドガーに返却する。

「では、これならどうかな」

　彼は腰のポケットから、さらに小さなナイフを取り出した。私の両手のひらにのるサイズで、草の模様が彫られた鞘がついている。

「それをあなたに差し上げよう」

「あ、ありがとうございます」

　アミルカにいる頃は必要なかったけど、今はとりあえずもらっておこう。エドガーの言う通り、もしものときに役に立つかもしれない。

　非力な私でも、さすがにナイフは簡単に抜くことができた。磨かれた銀色の刃に自分の顔が映る。

「しっかり柄を握って上に上げ、まっすぐ振り下ろしてごらん」

　エドガーが背後に回る。すると腰に彼の腕が添えられ、ナイフを一緒に握られた。まるで後ろから抱きしめられているようで、頬が熱くなる。

　ち、近い。というか、密着している。背中が熱い。一緒に馬に乗ったときに密着したことを思い出しちゃう。あのときも、私の背中と彼の胸がこうしてくっついていた。

　あっという間に汗ばんでしまったのが自分でわかる。どくどくと心臓が忙しく動き、息苦しさを感じた。

「ほら、次は正面に突き出す。そのままなぎ払う」

　肩が抜けそうな勢いで、ナイフを持った右手を振り回される。なのにそれよりも、耳元で囁くエドガーの声の方が気になって仕方なかった。

　ああ嫌だ、日光が熱い。背中が熱い。頬も火ほ照てって仕方ない。もう無理……。

「ミリィ？」

　全身から力が抜けていき、エドガーに体を預けるようになってしまう。手からナイフがぽろりと落ちた。

「ミリィ、おい、ミリィ！」

　焦ったようなエドガーの声が、妙に遠くで聞こえる。立たなきゃいけないってわかっているのに、毒でしびれたように体に力が入らない。頭がくらくらして、気分が悪い。意識が遠のいていく……。

　体の自由を失った私は、エドガーの腕の中で眠るように、まぶたを閉じてしまった。




「ん……」

　ああ。私、眠っていたんだ。

　滑らかなシーツの感触を手足に感じる。ふかふかのベッドは気持ちよくて、なかなか目が開けられない。

　いつの間に眠っちゃったんだっけ。よく覚えていない……。けど、いいや。もう少し眠っていたい。

　ズレていた掛け布団を手繰り寄せ、寝直そうとくるんと横を向いたそのとき。さらり、と絹糸が顔にかかるような感覚がして驚いた。思わず目を開けると、視界に飛び込んだのは金色の波。

「はっ!?」

　うっかり大きな声が出てしまった。なぜなら目の前で揺れていたのは、エドガーの金髪だったから。

　シャープなあごのライン。つんと尖とがった唇の先。長いまつ毛は微かに揺れている。

　そっと起き上がって顔を覗き込むと、そのまぶたはまだ閉じられていた。規則的な寝息が聞こえる。

「エドガー……？」

　どうして私はエドガーと同じベッドで寝ていたの？

　すっかり目が覚めてしまった。きょろきょろと辺りを見回す。

　レースや装飾のないシンプルな天蓋がついた大きなベッドの他には、ほとんど物がない部屋の壁。シャイレンドルフ独特の柄のタペストリーが飾られている。薄暗い部屋の照明は蝋ろう燭そくだけのようで、それにも今は火がついていなかった。

　すうすうと安らかな寝息を立てるエドガーの顔を見下ろす。

　眠っていても白目をむいたり、よだれを垂らしたりしていない。いつものきりりとした鋭いナイフの切っ先のような厳しさが感じられないだけで、その顔は相変わらず美しい。長いまつ毛が白い頬に影を作っていた。

　熟睡している……。

　ふと閃く。この人を手にかけるのなら、今ではないか。

　エドガーを起こさないよう、そっとベッドから抜け出す。天蓋をめくると、すぐ近くに置いてある棚に、私の扇子や帽子が無造作に置かれていた。ドレスはハンガーにかけられている。自分の姿を確認してホッとする。ちゃんと寝間着を着ていた。

　よかった。って、着ているもののことを気にしている場合じゃない。

　音をたてないように注意し、帽子を床に置く。その下で、扇子の羽根に隠れていたものを手に取った。エドガーが私にくれたナイフだ。あなたらしくない。私があなたの命を狙っていると知っているはずなのに、こんなものを他の持ち物と一緒くたにしておくなんて不用心すぎる。

　すっと鞘からナイフを抜くと、鋭い刃がきらりと光った。右手にそれを持ち、天蓋の中に戻る。どくんどくん、と心臓が激しく脈を打つ。

　覚悟なさいませ、国王陛下。あなたのお命、ちょうだいします。

　ゆっくりとベッドサイドを移動し、エドガーに近づく。この胸にナイフを突き立てれば、役目が果たせる。そのあとのことは知らない。考えないようにしよう。

　愛するお母様のため。アミルカ王家や、国民のため。国の誇りのために。

　ベッドの脇に立って背を丸め、気づかずに眠り続けるエドガーの胸の上に、ナイフを近づける。柄を握る右手が震えないように左手を添えた。

　ためらわないで。胸の真ん中を狙って、思いきり突き立てるのよ。

　心臓が口から飛び出そうなほど暴れている。嫌な汗が全身をじっとりと濡ぬらす。

　苦しませないように。確実にやるの。

　ぐっとナイフを持つ手に力を入れる。

　一度それを頭上に掲げ、思いきり振り下ろした。彼の心臓をめがけて。

　しかし。

「……く……っ」

　鋭い切っ先がその肌に触れる直前、手が動かなくなってしまった。まるで魔法にかけられたかのように。

　ううん、これは魔法でもなんでもない。私が自分の動きを止めてしまっただけ……。

　ふらりと後退し、腕を下ろす。背中に押された天蓋が揺れ、脱力した手からナイフが落ちた。絨じゅう毯たんが敷きつめられた床に落ちたそれが、鈍い音をたてる。

　どうして。どうしてなの。殺せない。私は、彼を殺せない――。

「……どうした。やらないのか」

　声がした方を驚いて見ると、エドガーが横になったまま目を開けてこちらを見ていた。視線がぶつかり、息が止まりそうになる。

　私があなたを殺そうとしていたことに気づいていたのね。だけど、逃げなかった。そう思うと余計に頭が混乱してくる。

「あなたこそ。なぜ逃げたり反撃したりしないの……」

　自分の声が震えていた。膝からも力が抜け、ベッドの脇に跪く。

「構わないから」

「なんですって？」

「俺は、お前になら殺されてもいい」

　エドガーは上半身を起こすと、ベッドの脇に腰かけた。綺麗な長い指が私の頬に触れる。その直前に、彼の手のひらに剣だこができていることに初めて気がついた。

「嘘でしょう……」

　まだ出会って間もない私に殺されてもいいなんて、普通は思わないはずでしょう？

　頬をなでるエドガーの手が温かすぎて、ますますわけがわからなくなる。

「お前が、好きだから」

　え……？　なに？　今、なんて言ったの？

　何度もまばたきをしてみるけど、彼の瞳は痛々しいほど透き通っている。嘘を言っているようには見えない。

　私のことが……好き？

「お前は正直者。だから、好きだよ」

　エドガーは薄く微笑んで言った。

　自分を殺そうとする女のことが、好きですって？

　自らの耳を疑っているうちに、形のいい唇が次の言葉を紡ぐ。

「この国の者は俺に媚こびへつらう。生まれたときからそうだ。本当は俺のことを殺したいほど憎んでいても、大好きなフリをする。俺はそういう人間ばかり見てきた」

　澄んだブルーの瞳と、それを縁取る長いまつ毛が、寂しげに揺らぐ。

「人間は裏切る。どんなに信用していても、なにかのきっかけで簡単に裏切る」

　そんな。なにを根拠にそんな寂しいことを言うの。あなたには、心から信用できる人間がひとりもいないの？

「だけど、お前は違う」

「なぜそう思うの」

「お前は最初から、俺を殺したいほど嫌っている。だから、途中から裏切ることはない。毒入り菓子を食わされて、俺はお前が好きになった」

　まっすぐに私の目を見つめて話すエドガー。

「なにそれ」

　私は頬をなでる手から逃れるように、立ち上がって彼を見下ろした。

　好きな人に裏切られるのが嫌。だから、最初から嫌われている相手を選ぶと言うの？　そんなの、変よ。

「歪ゆがんでいるだろ。笑うがいい。俺は最初から俺のことを好きだと言う人間は信用しない。そういう人間は期待させておいて、状況が変われば手のひらを返したように俺を裏切る」

　自分をあざ笑うかのように微笑みの形を留めていた口角が下がる。私がそれに気がつくと、エドガーも立ち上がり、私を見下ろすようにじっと見つめた。

「だけどお前は違う。最初から俺を殺そうと、この国にやってきた」

「そうよ」

　あの毒入り菓子を食べたときから確信していたの？

　エドガーが私の手をぎゅっと握る。

「なのに、嘘をつけない正直な目をしている。だから惚ほれた」

「あなたの言っていることが、ちっともわからないわ」

　これ以上ないくらい、彼の言っていることは矛盾している。頭を横に振ると、エドガーはふっと自嘲するように薄く笑った。

「わからなくてもいい」

　ぐいっと引き寄せられたと思うと、エドガーの顔が近づいてくる。吸い込まれそうな瞳に魅入られていると、手のひらでまぶたを優しく閉じられた。ふっと温かい息を感じた唇の先に、柔らかいものが触れた。

　どくんと跳ね上がる胸を押さえつけるように、力強い腕がぐっと私をさらに引き寄せる。コルセットをつけていない胸がエドガーの胸板に潰され、形を変える。

　苦しい。息も胸も苦しいよ。お願い、もうやめて……。

　かり、と彼の肩に爪を立てる。すると、私の息を奪う甘い唇がそっと離れた。

「お前の国の人間は人でなしだな。こんな純粋な、なにも知らない姫君に人を殺させようとするなんて」

　頬をなでながら、私をいたわるように見つめるエドガー。これ以上見つめられたら、どうにかなってしまう。慌てて顔を逸らす。

「そんなこと……」

　私は純粋なんかじゃない。周りの言うことに逆らえない、勇気がないだけの人間よ。

「家族や国民のためと思って、俺を殺す決心をしたんだろう。こんなことができる人間じゃないのに。本当は怖くて仕方がなかったはずだ」

　もうやめて。勝手に私の本心を言い当てないで。

　耳を塞ぎたいのに、抱きしめられていてそれができない。

「俺を殺したいなら、殺せばいい。ほら」

　やっと解放してもらえたかと思うと、エドガーが屈かがんで、落ちたナイフを拾う。それを私の手に押しつけてきた。

「やめて……！」

　私はそれを振り払うようにして、彼に背を向ける。天蓋の外へ逃げ出そうとして足がふらつき、無様に転んでしまった。

「熱射病で倒れたばかりだ。無理はするな」

　……そうか。私、炎天下で訓練を見ていて、熱射病になってしまったんだ。

　もしかして、エドガーが手当てをしてくれたのかしら。詳細はわからないけど、隣で様子を見てくれていたのは確かだろう。そのうちに自分も眠ってしまったのか。

「優しくしないで」

　エドガーに背を向けたまま言った。

　私は役目を果たさなくちゃいけないの。

「ひどくされたい？」

　背中から抱きしめられる。耳元で響くのは怪しく甘い声。

「その方がマシかもしれない」

　敵に優しくされたら、どうしていいのかわからない。

「とにかく、もう少し休んだ方がいい。弱った体じゃ、ますます俺を殺すことなんてできない」

　そうよ。きっと、熱射病なんかになったから頭がおかしくなってしまっているんだ。じゃなきゃ、できたはずだもの。あんな絶好のチャンスを逃すはずない。

　エドガーは優しく、床にうずくまっていた私を抱き上げ、ベッドに戻した。

「お前が、俺のことを好きになればいいのに」

「え……？」

　そう言ったエドガーは私の両脇に手を置き、ふっと寂しそうに笑う。

　彼が私の愛を望んでいる。そう思ったらますます混乱した。

「お前は、一度誰かを愛したら死ぬまで裏切らない。そんな気がするから」

　おでこに小さくキスをして、エドガーは私から離れていく。ベッドから下りて天蓋の外へ出た彼が上着を羽織るのが、霞かすんで見えた。

「ゆっくり休むといい。俺の可愛いお姫様」

　エドガーはゆっくり歩き、部屋を出ていった。

　あなたがわからないわ、エドガー。どうして自分のことを好きな人が信用できなくて、嫌いな人を信用できるの？

　あなたが自分で言う通り、歪んでいる。私が命を狙っているから好きなんて、おかしいわ。いったいなにがきっかけで、そんな風に歪んでしまったの。

『お前が、俺のことを好きになればいいのに』

　まぶたを閉じると、エドガーの言葉が耳の奥から聞こえてくる。彼の唇の温かさを思い出すと、胸が痛くなった。

　やめて。私はあなたを愛しちゃいけないの。だから、そんなことを言わないで。優しくしないで。触れたりしないで。

　これ以上されたら、きっと。

　好きになってしまうから。










逆に狙われました




「結婚の儀が延期になってしまわれて、残念ですね」

　数日後。私の髪を結いながらルーシアが言う。

　練兵場で倒れた直後、エドガーが私を担いで、侍医がいる部屋に運んでくれたらしい。そこで私はすぐにドレスやコルセットを脱がされて、侍医に水をぶっかけられ、体を冷やされた。そのおかげで大事には至らなかったみたい。

　そのあと私の部屋に運んでくれればよかったのに、エドガーは私を自分の寝室に運んで見守っていてくれたのだとルーシアが教えてくれた。暗殺が失敗したあと、私と別れたエドガーは、遠方から来るお客様を泊める部屋のベッドで眠ったという。

「どうなるかと思いましたわ。でも、陛下の態度が柔らかくなられたようで安心です。陛下は王女様を大変お気に召されているのですね。いいことです」

　毒入り菓子を食べさせたから気に入られたみたいよ、なんて言うはずもなく、苦笑で返した。

　まあそういうわけで、熱射病はすぐに治癒したけれど、目前に迫っていた結婚の儀は今日から一週間後に延期されることとなった。

「ねえ、熱射病で倒れてからボートレイト伯爵に会ってないんだけど、どうしたの？」

「ああ、彼はアミルカに用事があるとのことで一旦帰られましたよ。そろそろ戻ってこられるんじゃないでしょうか」

　アミルカに用事？　そういえば、毒殺失敗直後に、一度帰らなければとか言っていたっけ。

　懐かしい祖国を思い出す。離れてからまだそれほど経っていないのに、何年も帰っていないみたい。もっとも、人質同然の身でシャイレンドルフに来た私は、もう二度と里帰りできないのだけど。

「ちょっとだけ外出してもいい？　もうすっかり元気だし、ずっと部屋の中じゃ逆に体が悪くなりそう」

「ええ、宮殿の外に出なければいいと陛下がおっしゃっていましたよ。ただ、おひとりではいけないという制限つきですが」

　ひとりでいると、私によくない印象を持っている人になにをされるかわからないからか。エドガーが前にそんなようなことを言っていたよね。

　その言葉に逆らうのはやめ、結局ルーシアと一緒に宮殿の中を散歩することにした。一階に下り、花壇が見える中庭をゆっくり散歩する。ルーシアが大きな日傘を持って私のあとをついてきていた。色とりどりの花が整然と植えられている花壇を見ると、心が和む。

「よっぽど腕のいい庭師がいるの？　よく手入れされている」

「国王陛下が花をお好きなんですよ。専用の温室を持っていらっしゃるくらいで」

「そんなに？　意外だわ」

　エドガーが自分で面倒を見ちゃうほど花が好きだなんて。国政のことや戦いのことばかり考えている人だと思っていたけど、そうでもないのか。

「温室……見たいな」

　思いついたことが、ぼそっと口から零れた。エドガーがどんな花を育てているのか、興味がある。食虫植物ばかりじゃなきゃいいけど。

「陛下の許可がなければ、近づくことすらできません」

　ルーシアはきっぱりと言う。勝手に近づくなと、私に釘くぎを刺しているみたい。

「わかってる。無断で入ったりはしない」

　きっとその温室は、エドガーが国王という地位のことを忘れてのんびり和むプライベートな場所なんだろう。そういう場所に土足で入り込むほど鈍感じゃない。

「それにしたって、やっぱり暇～」

　うーん、と伸びをした。ずっと宮殿の中じゃ息が詰まりそう。

「じゃあ、綴りや歴史を勉強したらどうかな？　次期王妃」

　突然かけられた声にびっくりして振り返る。するとそこには、薄いシャツに楽そうなズボンのエドガーが。片手には剣を持っている。首元にうっすらと汗をかいていて、それが妙に艶なまめかしい。ドキリとしてしまった自分に気づいてハッとした。

　この前キスをされて以来初めて会うエドガーと、目を合わせられない。あのときのことを思い出すと胸が苦しくなった。

「へ、陛下」

　エドガーは意地悪そうに笑っている。

　確かに私、どうせ国王を暗殺して祖国に帰るのだからと、こっちに来てからかなり勉強を怠けていたかも。

「ルーシア、あっちの準備も進んでいるかな。ほら、儀式のあとの」

「はっ、陛下」

　あっちって、どっち？　儀式って結婚の儀のことよね。そのあとになにか別の予定があるのかな。

　きょとんとふたりを見ている私に気づいているのかいないのか、エドガーは悪気のなさそうな顔で微笑んだまま、頭を下げているルーシアに言う。

「この純粋な王女に、よく教えておいておくれ。新婚初夜に花嫁はどう振る舞ったらいいのかを」

　新婚初夜……。って、もしかして、もしかして。

　ぼっと顔から火が出そうになる。いくら私がぼんやりしているからって、それくらいわかる。こっちに来る前、一般的な結婚の流れというものはお母様が教えてくれたもの。

　けれど私はそれまでにエドガーを亡き者にする予定だったから、具体的にどうしたらいいのかは知らない。『教えておいて』と言われたルーシアも、頭を下げたまま顔を赤くしている。

　結婚した男女は、その夜初めて寝所を共にするのよね。といってもこの前みたいに一緒に寝るだけじゃなくて……ほら、ね。身も心も本当の夫婦になるのよ。この前は同じベッドで寝てしまったけど、あれは数に入らない。

「か、からかわないでくださいっ」

　女性に対する嫌がらせだわ。いやらしい人。

「いえ、大事なことですわ、王女様。私、しっかり務めを果たさせていただきます！」

　顔を上げ、私に大声で反論するルーシア。

　せっかく庇かばったのに、なぜ私が悪者みたいに言われるの。

　そんな私たちのやり取りを見てくすくすと笑ってから、エドガーはハッとなにかに気づいた顔をした。

「そうだ。ルーシア、今夜の準備は？」

　今夜？　今度はなに。いったい、今夜なにがあるっていうの。

「ドレスの準備は済んでおります」

「そうか。いつも以上に美しいミリィに会えるのを期待しているよ。作法のことなども頼んだ」

「かしこまりました」

「では、また夕方に」

　ドレス？　作法？　もしかしてまた、あの朝食会みたいなものがあるのかしら。そうだったら嫌だなあ。大勢の前に出るのって緊張するのよね。私、生まれつきの王族なのにそういうのは苦手なの。

　それに、大勢の人がいる場所には、当然私のことを受け入れたくない人たちもいるだろう。敵意のこもった視線を受けるのって、やっぱり嫌な気持ちになる。

「ねえ、今夜はなにがあるの？」

　エドガーの姿が見えなくなってから、ルーシアの腕をつつく。

「今夜、戦後初の舞踏会が宮殿で催されるのです」

「舞踏会？」

　そんな大きな催しがあるっていうのに、ひとことも聞いていないんだけど。

　首をかしげると、ルーシアが早口で説明しだす。

「本当は結婚の儀の翌日に催されるはずだったのですけど、王女様の病で、結婚の儀式のみが延期になりまして」

　舞踏会の予定はそのまま残ったというわけね。

　口がへの字に曲がってしまう私とは対照的に、ルーシアはいつもより生き生きとした目で語る。

「国中から貴族や大臣、僧侶が集まり、それは大きな宴となるでしょう」

「ええ……」

　面倒くさそう……。思わず深いため息が出てしまった。

　そんな私の気持ちを見抜いたのか、ルーシアが言い聞かせるように私に話す。

「王女様は国王陛下の婚約者。皆様にいい印象を植えつけなくてはなりません。にこやかに笑い、挨拶をするのです。それぞれの名前もすぐに覚えて……」

「えー、無理無理、そういうのパス。私、今夜熱を出すわ。そういうことにしておいてちょうだい」

　仮病を使って休もうっと。そもそも、王妃になる気なんてないんだもの。暗殺計画を練っている方が有意義よね。

　あのときどうして手が止まってしまったのか、いまだにわからない。とにかくエドガーに惑わされている場合じゃない。早くしないと本当に結婚させられて、純潔を奪われてしまう。うっかり想像しそうになって、慌てて首を横に振った。

「というわけで、さよならっ」

　そそくさと部屋に帰ろうとした私の腕を、後ろからルーシアががしりとつかむ。

　うっ。意外に力強い……！

「逃げられると思っていたから、今まで言わなかったのですよ……」

　髪をしまっているキャップのフリルの下の目が、きらりと光る。

「さあ、まいりましょう。今日の準備と、初夜のお勉強をするのです」

「ええー！」

　どっちも気が進まない。そんな私を引きずるように、ルーシアは勢いよく歩く。

「大丈夫です！　私も結婚はしておりませんが、何年も女官長として務めてきた身。知識は持っております」

　なにそれ。頼りになるの？

　結局、私はルーシアにずるずると引きずられていくことに。図書室で分厚いお作法の本を広げながら、女ふたりで濃い時間を過ごしてしまったのであった。




「とんでもないことだわ」

　初夜の過ごし方を勉強させられた私は、かたかたと震えていた。だいたいの流れは心得ていたけれど、詳しいことは知らなかったため、今さらながら衝撃を受けていた。

　お母様、なぜ予備知識をくれなかったの。早くこの国を抜け出さないと大変なことになってしまう。こんなときに限ってボートレイト伯爵はいないし……。いったい、いつ帰ってくるのかしら。

　強制参加の舞踏会用のドレスに着替えた私は、ルーシアに案内されて、宮殿で一番広い大広間へのろのろと向かう。

　途中の渡り廊下から、貴族たちの馬車が宮殿の外に列を作っているのが見えた。門の前で、ひときわ豪華な馬車から若い女性が降りる。他の貴族の女性たちもみんな美しく着飾っていた。

　シャイレンドルフって、美人が多い。戦争さえなければ、エドガーはこの中から花嫁を選んだのかもしれない。

　重い足取りで進んでいくと、広間の入口でエドガーが待っていた。

「不機嫌な顔をして。せっかく綺麗に着飾らせてもらったのに、台無しじゃないか」

　苦笑して、白い手袋をはめた手で私の頬をなでるエドガー。

　私は彼の手から逃れるように一歩引いた。あまり触れられると、そこから溶けてしまいそう。いつの間にか痛いくらい胸が高鳴っている。それに気づかれないよう、わざとつんとすました顔を作った。

「緊張しているのよ」

「大丈夫。堂々としていればなんとかなる。困ったら俺が助け舟を出すから。なにも心配しないで」

　腕を出され、反射的にそれを取る。エドガーにエスコートされて進むと、広間の扉が開かれた。

「国王陛下、婚約者ミリィ王女のおな～り～」

　ざわついていた広間が一瞬で静まり返る。私たちが進む赤絨毯の両サイドにずらりと並んだ貴族たちが、一斉に礼をした。

「よく来てくれた。みんな、頭を上げてくれ」

　エドガーが挨拶をしながら、私を奥の専用席へと案内する。

　貴族たちはこうした公式の場では、自分より身分の高い者に対して先に話しかけてはならないという暗黙の了解があるのだ、とルーシアが教えてくれた。そのため、エドガーから言葉をかけられた大臣たちが、身分の低い貴族へと声をかけていく。

「あなたも女性の皆さんに挨拶を」

　よそ行きの笑顔で私に指示するエドガー。そう言われても。初めて会う人ばかりで誰が誰だかわからないのに。

「み、皆様、ごきげんよう」

　仕方ないので女性たちの方に向かい、まとめて話しかけた。すると彼女たちは待ってましたとばかりに、私を囲んで自己紹介をし始める。

「王女様、初めまして。私はベンサー伯爵の妻、アデレイドと申します」

「私は財務大臣の娘で――」

「私はミゲール大臣の姪めいの――」

　待って待って、そんな一気に言われたって覚えられない。

　額に汗をかきながら、必死に作り笑いを浮かべて人の話に相あい槌づちを打っていく。いつの間にかそばから離れてしまったエドガーに助けを求めようと、目で彼を探す。

　あ、いた。やだ、偉そうなおじさんたちに囲まれている。

　エドガーが気づいてくれないかな、とちらちら見ていると、ある女性と目が合ってしまった。さっき渡り廊下でたまたま見つけた、豪華な馬車から降りてきた人だ。

　濃いピンクのドレスに、赤く大きなリボンがついている。フリルをふんだんにあしらったドレスは全体的に大きく膨らんでいるけれど、腰も腕もほっそりとしていた。首や腕には大ぶりのアクセサリーが。茶色い髪を巻いてハーフアップにした彼女は、こちらをにらむように見つめていた。

　なんだろう。綺麗だけど、怖い表情の人……。

　年齢はきっと私と同じくらいだろう。ビーズ刺し繍しゅうが施されたブルーのドレスを着て、編んだ髪をシンプルにひとまとめにしている私より目立っているかも。アクセサリーも華きゃ奢しゃなものをつけてきていることが、ちょっと恥ずかしくなってきた。

　私、王女って肩書がなければ、誰からもこんなに話しかけてもらえなかったかも。存在すら気づかれなかったりして……。

「ミリィ、そろそろ席へ」

「はい」

　エドガーに言われ、女性たちに失礼して奥の専用席へ戻る。私がいなくなった途端、女性たちの何人かがあのピンクのドレスの女性の元へ近づいていった。

　親しげに言葉をかける女性たちとは逆に、彼女は硬い表情で相槌を打っていた。なにを話しているのかはわからなかったけど、ちらちらと私を見る彼女の目に、好意らしきものは見つけられない。

『どんなお姫様かと思ったけど、大したことないわね』とか、悪口を言われているのかな……。暗い空想ばかりが頭の中を渦巻く。

「綺麗な人ばかりですね」

　席に着くと、楽隊が音楽を奏で始める。男性が女性を誘い、舞踏会が始まった。ひらひらと舞う花のようなドレスの女性たちに視線を向けて、エドガーに言う。

「私の他に、好きな人はいらっしゃらないの？」

　本当は私の前に好きだった人とかが、あの中にいたりして。

「今はあなたしか見ていない。今日は一段と綺麗だよ」

　エドガーは誰に聞かれてもいいようにか、完璧な答えしか発しない。本当にそう思っているのか疑わしいわ。

「本気じゃないくせに」

　ぼそりと言うと、苦笑が聞こえた。

「わかってないな。俺はああいう無駄なものをごちゃごちゃ付け足した重そうなドレスより、こういう脱がせやすそうなシンプルなドレスの方が好みなんだ。誰よりお前が綺麗さ」

　顔を寄せて囁いたかと思うと、背中の開いた部分を軽くなでる。ぞくぞくとなにかが背中を駆け抜けていった。

「きゃ……っ、やめてください！」

　かろうじて嫌悪感はないけど、こんなところで、くすぐらないで。

「糸くずを取っただけですよ、王女。そんなに照れないで」

　憎らしいほど完璧なよそ行きの笑顔をしちゃって。ムカつく。その化けの皮、いつかみんなの前ではがしてやるんだから。

　キッとにらむと、エドガーがニッと悪い顔をして言った。

「お前以外はどうでもいいよ。俺にはお前しか見えない」

「う……」

　甘い言葉にどう返していいのかわからず、言葉を失って顔を背ける。

　この人、どこまで本気で言っているのか本当にわからない。

　悩む私に、エドガーがさらに囁く。

「次の曲が始まったら、お相手願おうか」

「はい。……え？」

　適当に返事をしてしまったけど、けっこう大変なことを言われなかった？

　もちろん祖国でもダンスは王女のたしなみとして練習させられたけど、戦争中は全く踊っていなかった。久しぶりなのに、いきなりこんな大勢の人の前で踊ることになるとは。ただ見ていればいいだけだと思っていた。

　なにか理由をつけて断ろうと考えているうちに曲が終わってしまった。組んでいた男女が離れ、男の人は次のパートナーを探して声をかけに行く。

「さあ、行こう」

　エドガーは私の手を引き、優雅に広間の中心へ。自然と視線が私たちに集中しているような気がする。仕方なくエドガーの腕に左手を置き、右手を繋ぐ。すると空いていた彼の右手がぐっと私の腰を引き寄せ、体の距離が一気に縮まった。

　曲が始まる。見上げると、ブルーの瞳が静かに私を見つめていた。引き込まれるようにその瞳を見つめていると、いつの間にか彼のリードにのっていた。

「まあ、なんて美しいおふたりでしょう」

「本当に。よくお似合いね」

　誰かのそんな会話が聞こえてきた。もしかして私とエドガーのことかしら。

「ほら、みんながお前に見とれている」

　優雅なステップ。両手を繋いで体を離し、くるりと一緒に回る。片手を放してもう片方の手を高く掲げる。私はその下をターンしながらくぐる。

「私じゃなくて、あなたによ」

　ひらひらとドレスの裾が揺れる。

　元々ダンスはあまり得意じゃなかったのに、エドガーとだと、すんなり曲にのれてしまう。見上げれば、彼が私に優しく微笑んでいる。すると私もいつの間にか笑みを浮かべていた。

　この人を殺さなければならないということが、嘘だったらいいのに。つらい戦争の記憶も全部、夢だったなら。このまま時間が止まってしまえばいい。

　そんなことを思っているうちに、曲が終盤に差しかかった。エドガーのリードで広間の中心へと戻っていく。

　あっという間に終わっちゃった……。

　なんとなく寂しく思っていると、頭の上で聞き慣れない音がした。かちゃかちゃと、ガラス同士がこすれて鳴っているような……。

　エドガーと手を繋いだまま、そっと上を見上げる。すると頭上にある巨大なシャンデリアがゆらゆらと揺れていた。

　もしや、地震？　いや、足元は微動だにしていない。ということは、シャンデリアだけが揺れているということ？

　ぼんやりとシャンデリアを眺めていると、がちゃん！と大きな音がした。天井からシャンデリアを吊っているはずの鎖が見えたと思った瞬間、それが一気に頭上に落下してくる。

「きゃああああっ！」

　誰かの悲鳴が聞こえた。なのに自分は声が出せない。頭が真っ白になっていた。

「ミリィ！」

　ぐいっと力強い腕に体を引かれ、夢中でエドガーの胸に顔を預けた。

　――ガシャアアアアアアン!!

　まるでこの国全体が砕けてしまうのでは、と思うくらい大きな音が、背後で響く。パラパラとなにかの欠片かけらが降ってくるような感触が背中を叩いた。

　音がいつまでも耳の奥で波を立てている。わんわんと鳴る耳を押さえ、恐る恐る背後を見る。そこには無残に砕け、ガラスの残骸となったシャンデリアが。その上に、なにかで切断されたような鎖がだらりとのっていた。

「陛下！」

「王女様、ご無事ですか!?」

　親衛隊が駆け寄ってくる。周りの招待客たちはどよめき、落ちてきたシャンデリアから離れて壁際に移動した。

「いったいどうして、こんなことに……」

　親衛隊長のセンテムが、厳しい目で鎖を見つめている。

「ミリィ、ミリィ。大丈夫か」

　軽く頬を叩かれ、ぱちぱちとまばたきをした。そこには心配そうに私を覗き込むエドガーが。

　座ったままの彼は、床に倒れそうな私を抱え込むようにして、ドレスに降りかかったガラスの破片を手袋をした手で取り払う。

　エドガーが私を抱えて、なんとかシャンデリアの下敷きにならないように脱出してくれたんだわ。

「あ……うん」

　怪我はないみたい。どこも痛くない。あなたが助けてくれたから。

「そうか。よかった」

　ぎゅっと強く抱きしめられる。その瞬間ホッとして、強張っていた全身から力が抜けた。涙腺まで緩んでしまったようで、ぽろりと涙が零れた。

　ああ、私、怖かったんだ。

　震える体をエドガーが支えてくれる。

「エドガー……」

　どうして助けてくれたの。私はあなたを殺そうとしたのよ。

「なにも怖がらなくていい。俺がそばにいる」

　人目もはばからず、座ったままで私を抱きしめ続けるエドガーの声が優しすぎて、またぽろぽろと涙が零れる。

「び、びっくりした……」

「俺も驚いた」

「怖かった。……ご、ごめんなさい、怖いだなんて」

　人を殺そうとしておいて、自分が死にそうになったのがこんなに怖いとは。

「謝らなくていい。当たり前のことだ」

　優しく髪をなでられると、全てを許されたような気がした。

　親衛隊がシャンデリアの片づけと安全確認をし始める。招待客たちはざわざわとどよめきながら、順番に外に誘導されていった。

　騒然とした現場を、私はただ見つめることしかできなかった。エドガーは私が落ち着くまで、ずっと抱きしめてくれていた。




「何者かによって鎖が切断されたようです」

　中止された舞踏会のあと、エドガーの部屋でセンテムが渋い顔で言った。

　あの大広間のシャンデリアは、あまりに高いところにあるため、天井から隣の部屋に鎖を引っ張っている。掃除のときや蝋燭に火を灯すときなどには、滑車を使って本体をゆっくり下ろせるようになっているようだ。つまり、舞踏会で人が集まっている間、隣の部屋で鎖を切ればシャンデリアが落下するということ。

「でもこれほど太い鉄の鎖、いったいどうやって……」

　こんなの、切ろうと思って切れるもの？

「手段はどうでもいい。センテムも、そう騒ぐな」

「ですが、陛下」

「私の暗殺未遂など、即位する前は日常茶飯事だったじゃないか」

　薄暗い部屋のソファで、私の隣に座ったエドガーが言った。

　暗殺未遂。やっぱりあれは、エドガーの命を狙ったものなんだろうか。私以外の誰かが、エドガーの命を狙っている……。

　ふと脳裏に浮かんだのは、彼の弟ラッセルの顔だった。ラッセルは私に共同での暗殺を持ちかけてきた。

　もしかしたら、彼が鎖を切った？

「それはそうですが」

　センテムは、はあっと深いため息をつく。

「問題はミリィだ。結婚の儀まで、私の近くにいすぎると危ないかもしれないな。巻き添えを食らいそうだ」

　まだなにか言いたそうなセンテムの言葉を遮り、エドガーが私を見下ろす。

　巻き添え……確かに、さっきもエドガーがぼんやりしていたら、一緒に天国行きだったかも。

　自分が狙われているというのに、私の心配をしてくれる彼に戸惑う。いつもは意地悪なくせに。

「王女様を離れさせるのは余計に危険です。四六時中、陛下や私たちでお守りする方が確実かと」

　センテムが超真面目な顔で、ありえないことを。四六時中誰かに見張られているなんて、ごめんよ。男の人とずっと一緒だと、着替えもお化粧も恥ずかしくてできないじゃない。

「それもそうだな」

　ぽん、と拳を手のひらに下ろすエドガー。

　そこで納得しちゃダメでしょ。あなたは男だからいいかもしれないけど、私は見られたくないところがたくさんあるのよ。

「でも、王女様は女性です。お召し替えのときなど、男の方がいてはいけません」

　一緒にいたルーシアが反論する。そうそう、そういうこと。

　彼女はシャンデリアが落ちてきたと聞いて、青い顔でこのエドガーの部屋まで駆けつけてくれたのだった。

「下着は初対面のとき、裸は熱射病治療のときにすでに一度ずつ見ているから、いいじゃないか」

　そういえば初対面で、アミルカ製のドレスを脱いで着替えているときに狼に襲われて……見られたわ。下着姿を、はっきりと。

　そして私は覚えていないけど、熱射病のときはコルセットもなにもかも外されて水をかけられたんだっけ。エドガーはそれを近くで見ていたのね。

「……いいわけないでしょ！」

　一度見ているからいいとか、そういう問題じゃない。

　思わずエドガーの腕を叩いてしまった。センテムとルーシアは青ざめたけど、当のエドガーは全く怒らずに笑い飛ばす。

「はは、そうか。そう怒るな。仕方ない、ではミリィの部屋を、ここの隣の空き部屋に移そう。それならいいだろ」

「まあ、それなら……」

　一緒の部屋で暮らすよりはマシか。

　承諾すると、ルーシアはすぐに準備に取りかかるため部屋を出ていく。センテムももう一度事件の調査に当たると言い、大広間に戻っていった。

　広い部屋に、エドガーと私のふたりだけが残される。

「あの、陛下」

「名前でいい。しゃべり方も、普段のお前のままで大丈夫だ」

　ふたりのときは、無理して敬語を使わなくていいってことね。

　気を取り直し、エドガーを見上げる。

「じゃあ、エドガー。私、犯人に心当たりがあるわ」

　今まで平気そうだった彼の顔が、わずかに強張ったような気がする。

「あのね」

　ラッセルのことを話してしまおう。どうせ私がエドガーを殺そうとしていたことを本人は知っているんだから、隠すことはない。

　けれどエドガーは、私の唇に人差し指を押しつけて言葉を塞いでしまった。

「言わなくていい。俺が死んで喜ぶやつなら、俺自身がよくわかっている。しかもそれは数えきれないほどいる。探して罰しても、次々に同じような事件は起きる。意味がない」

　それって、犯人を探す意味がないってこと？　確かにラッセルのような考えを持つ人は他にもいるかもしれない。でも、このままじゃ……。

「大丈夫だ。慣れているから。誰に狙われたってショックを受けたりしない。俺は誰も信じていないから」

　誰も信じていないだなんて、寂しいことを笑いながら言わないで。

　エドガーの手を取り、指を離させる。私の唇が自由になる。

「でもセンテムは信じているでしょ」

「まあ、信用はしている。だけどいつ誰に寝返られても仕方ないとも思っている」

「またそんなことを言う」

　抗議に似た声は、いつもよりとげとげしくなってしまった。

　センテムは、心からエドガーに忠誠を誓っているように見える。ルーシアもそうだ。彼らを信じないことは、とても失礼なことだと思う。主従だって夫婦だって、片想いじゃ悲しいわ。

「あなたが思っているより、あなたのことを好きな人はたくさんいるはずよ。みんながみんな裏切るわけじゃないわ」

　世の中にはひどい人もいる。私だってきっとそのひとり。だけど、そういう人ばかりじゃない。

　一生懸命に伝えようとするけれど、話し方が下手なせいか、エドガーは納得しきっていないみたい。私はふるふると無気力に首を横に振った。

「話がズレている。とにかく犯人探しはしない。なにがあってもお前のことは俺が守るから、心配するな」

　エドガーは私の手を握り直し、力を入れてソファから立たせる。その手は大きくて力強く、熱い。その熱が伝わったのか、私の胸まで熱くなる。

「約束する。この命に代えても、お前は俺が守る」

「エドガー……」

　見上げると、透き通ったブルーの瞳が私を見つめている。

　その言葉に嘘はない。彼の瞳を見ていると、直感的にそう感じた。

　自分を殺そうとしている女を、命に代えても守るですって？　やっぱりあなたは変よ。おかしいわ、エドガー。

「王女様、お召し替えの準備ができております」

　コンコンと部屋の扉がノックされ、ルーシアの声が聞こえた。そういえば私、まだパーティードレスのままだった。

「行け。今夜はゆっくり休め」

「だけど」

　こんなことがあって、安心して眠れるわけがない。もし今夜、エドガーが誰かに暗殺されてしまったら？

　喜ぶべき事態のはずなのに、想像すると寒気がした。私、本当にどうしちゃったんだろう。

「眠れないようだったら、添い寝してやろうか？」

　からかうように笑う瞳は、やっぱり意地悪。

「ひ、必要ないわよ」

　子供じゃあるまいし、添い寝なんて。気になって余計に寝られないし。

　頬を膨らませると、エドガーはくすりと微笑んだ。

「さあ、ルーシアが待っている」

　背中を押され、扉のところまで誘導される。

　明らかに私を追い出そうとしているわね。これ以上面倒くさい話をしたくないから。

　ふん、いいわよ。私だって決して、エドガーと四六時中一緒にいたいわけじゃないんだから。

　大きな取っ手を握って扉を開けようとすると、エドガーが後ろから私の腰に腕を回す。抱きすくめられ心臓が跳ね上がった。抵抗する間もなく、彼が耳元でそっと囁く。

「ありがとう、ミリィ」

　え……。

　聞き間違いかと思って振り返る。けれどエドガーは優しく手を離すと、代わりに扉を開けてくれる。私が部屋の外に出た瞬間、彼はこちらを見ずに扉を閉めてしまった。最後にちらりと見えた横顔は、どこか照れているようだった。

　なにが『ありがとう』なんだろう？

　よくわからないけど、からかわれたような嫌な響きはなかった。そんな気がした。




　床の上にはハンカチや下着類、寝間着にドレス、髪飾り、アクセサリー、ベッドシーツに枕カバーなどなど。エドガーの隣に移した部屋の中で、嫁入り道具がところ狭しと並べられる。祖国のものも少しはあるけど、ほとんどはシャイレンドルフで用意された新しいもの。この国では国王の花嫁の古い持ち物は全て処分され、新生活のために新しいものがそろえられる風習があるのだとか。

　私の場合は、エドガーが特別に荷物を持ち込むことを許してくれた。けれど、雰囲気的にそれらを堂々とは使いにくい。結局、シャイレンドルフ製品だけの暮らしになりそう。

　おしろいを入れる化粧箱や、色とりどりの香水の瓶の強烈な香りにむせ返りそうになっている私のそばで、侍女たちがてきぱきとそれらを新しいクローゼットに収納していく。ルーシアは張り切りすぎて鼻の穴を膨らませていた。

「結婚の儀までもう少し。王妃様になられたら、たくさんの人がこのお部屋を訪ねてきますよ。完璧に綺麗にしておかなくては」

　いよいよ、延期されていた結婚の儀が三日後に迫っていた。といっても、エドガーと一緒に新生活の準備をするということは、相変わらずない。

　ほとんどのことを侍女たちがやってくれるので、私はぼーっとそれを見ているだけ。結婚するなんて実感、全く湧かない。

「まあ。この靴、とっても綺麗ね」

「王女様！　箱から出さないで！」

　ちょっと参加しようとしたら怒られた。余計な手出しはしないでってことね。

　嫁入り道具はどれもこれも、レースや細工が繊細で美しい。それを見てうっとりする気持ちはある。だって私、乙女だもん。

　嫁入り道具だけでなく、婚約者の男性も美麗な人だ。美しくて、とても寂しげな人。

　もしかして彼は、家庭を持てばもっと変わるんじゃないかしら。あのひねくれた性格は、きっと過去に暗殺されかけた経験からきているんだ。

　戦争中は、敵国の人はみんな悪鬼のように見えていたけど、今はそんなことはない。親切な人もたくさんいると知った。

　ルーシアも最初会ったときは少し冷たいかと思ったけれど、今ではまるで本当のお姉様みたいに私の世話を焼いてくれる。センテムだって、エドガーだけじゃなく私にも優しくて丁寧だ。熱射病とシャンデリア事件以降、よく私の体調を気遣ってくれる。

　それと同じでエドガーも、そんなに悪い人じゃないと感じている。今日も忙しそうに外へ公務に出ていったみたいだし、国民にとってはいい国王だろう。アミルカのことも、私が一生懸命に王妃の務めを果たせば、悪いようにはしないんじゃない？

　お母様やボートレイト伯爵に言ってみようかしら。暗殺は現実的じゃない。私がエドガーと結婚して彼に尽くせば、彼もアミルカにもっと目を向けてくれるかも、って。

　そう考えると、途端に目の前の景色が輝きだす。

　ああ、もうエドガーを殺さなくていいとしたら、どれだけ楽になれることか。

　広がっていく私の妄想を打ち消すように、ノックの音が部屋に響いた。

「王女様、私です」

「ボートレイト伯爵？　まあ、いつ帰ってきたの？」

　私が熱射病で倒れている間に、一度アミルカに帰ったのよね。それ以来なんの音沙汰もなかったから、どうしちゃったのかと心配していた。アミルカに行って帰ってきたら、私の部屋が国王陛下の隣になっていて、きっと驚いただろう。

　扉を開けると、彼はとてもひどい顔色で立っていた。旅の疲れだけではなく、焦りのようなものを感じ、胸の奥がざわつく。

「ねえ、ちょっと出てきていい？」

　ルーシアに声をかけると、忙しそうな彼女は一瞬だけこっちを振り返って言った。

「ええ。でも、あまり遠くには行かれないでくださいね。ドレスの微調整もしなくてはなりませんから」

「はーい」

　返事をして、扉を閉める。

「お帰りなさい、伯爵」

　ここは宮殿の最上階。そして廊下の一番奥。エドガーの部屋に近いから、彼がいない間は人通りが少ない。用事のない者が気軽に近寄れる場所ではないからだ。

「王女様……」

　廊下でふたりきりになると、伯爵が膝から崩れ落ちた。

「ちょっと、大丈夫？　侍医を呼ぶ？」

　部屋に戻って誰かに侍医を呼んでもらわなきゃ！

　そう思って振り返ると、ドレスの裾を引っ張られた。伯爵の方を見ると、彼がシワシワの手で私のドレスの裾を握っている。かたかたと震えながら、彼は消え入るような声で言った。

「お、王妃様が……」

「お母様がどうかしたの？」

　親しみ深いアミルカ語が不吉に聞こえる。ボートレイト伯爵のただごとではなさそうな様子に、嫌な予感がした。

「王妃様が病に倒れられ――」

　その言葉に、頭を鈍器で殴られたような衝撃を受けた。

「なんですって！」

　伯爵はぽつぽつと、お母様が病にかかったことを語った。私が熱射病に倒れたのと同じ頃に、お母様も突然倒れたらしい。その知らせを受け、伯爵はアミルカに帰っていたんだ。

　彼の話によると、朝起きてくるのが遅いと思って使用人が部屋を覗いたとき、目は覚ましているがなかなか起き上がれないお母様を発見。起こして朝食を準備すると、異常に震えた手でスプーンを持った。しかしスープを何口か食べたあと突然嘔吐し、そのまま意識を失ったそうだ。

　侍医の見立てでは、頭の中の血管が切れたのではないかということ。お母様はなんとか意識を取り戻したが、依然自由には体を動かせない状態であるという。効果的な薬はアミルカにはないらしい。

　これまでの伯爵の説明を聞いていると、足元の床に穴が開いたような錯覚に囚われる。このまま吸い込まれてしまいそう。

「なんとか今も意識はあるのですが……」

　ボートレイト伯爵は震える手で、胸ポケットから紙切れを取り出した。

「王妃様が一おと昨と日いに書かれた手紙です。ミリィ様宛で」

　その手紙を受け取り、広げる。自分の指が震えているのに気づいた。

　シワが寄った紙には、かつてのお母様の美しい字ではなく、ミミズがのたくったような、文字と言えるか微妙なものが並んでいた。不自由な手で一生懸命に書いたのだと思うと胸が痛む。

【愛するミリィへ。

　お母様はもう長くありません。どうか、早く悲願を達成してください。

　あなたの力でアミルカに栄光を。吉報を心から待っています】

　これは……。

　嫁入り道具を見て少し浮かれていた気持ちが、深い海の底に沈んでいく。

　要するにお母様は、自分が死ぬ前にエドガーを殺してほしいんだ。

　ひどいわ、お母様。もっと私のことも気にかけてよ。国の繁栄より、自分の体のことを気にしてよ……。

「ミリィ様、もう猶予はありません。これをお使いください」

　伯爵はもう一方の胸ポケットから、なにかを取り出す。差し出した私の手のひらにぎゅっと握らされたのは、細く小さな瓶だった。

「新種の毒薬です」

「でも、エドガーに毒薬は……」

　彼にはいかなる毒薬も効かない。そのことはボートレイト伯爵も知っているはず。

「ですから、新種だと申しているのです」

　伯爵は一応左右を見て、人がいないことを確認すると立ち上がり、耳打ちする。

「アミルカの侍医の話では、おそらく国王は毒の免疫を持っているとのことでした」

「免疫？」

「あらゆる毒を体内に入れ、それに対抗する力を自分の体の中にたくわえたわけです」

　自分で毒を食らうなんて……。国王って、そこまでしなきゃいけないの？　いつでも暗殺される可能性があるから？

「けれどこれは、まだ世間に出回っていない新種の毒薬。アミルカ製です。兵器を開発する機関で、偶然発見されたもの。これはおそらく国王も免疫がないのでは、と」

　ごくりと喉が鳴る。それほど恐ろしいものが、この手の中にある。

「取り扱いには十分に注意してください。瓶の蓋を開けて外気に触れた途端、毒は気体になります。空気に混じり、人の体内に入り込む」

　ということは、瓶を割ったりしてもダメってことね。絶対。

「王女様、どうか王妃様の悲願を達成してください」

　ボートレイト伯爵が再び崩れ落ちたかと思ったら、彼は自ら膝を折り曲げ、両手と額を廊下の床に擦りつけた。

「や、やめて伯爵」

「この通りです。この私の命も差し上げます。どうか……」

「そんなのいらないわ。お願いだから顔を上げてよ」

　必死な伯爵の腕をつかみ、力ずくでその場に立たせた。すると彼は私の目をまっすぐに見てこう言う。

「あなたができないのなら、私がやります」

　その目は決意に満ちていた。

「これは王家の誇りをかけた仕事。手を出すべきではないと思っていましたが……」

　私から毒薬を奪い返そうとする伯爵。

「ちょっと待って。ねえ、お願い。少しでも休んで、冷静になってから計画を立てましょう。ね」

　説得すると、ボートレイト伯爵は納得したようにこくりとうなずいたが、そのままうなだれてしまう。まるで泣きだしそうな顔で。

　泣きたいのはこっちよ。こんなことされたら、拒否できないじゃない。きっとアミルカ王家の全員が伯爵と同じような気持ちなんだろう。みんな自分のことばかり遠慮なく主張してずるい。私の気持ちはどうなるの？　そもそも、最初から人殺しなんてしたくなかったのに。

　でも相手が敵国王なら仕方ないと思ってここへ来た。ところがその敵はとても手強くて。とても美しくて、意地悪で、たまに優しくて……とても寂しそうな人だった。

　私、エドガーを殺したくない。本当は殺したくない。それなのに……。

　ボートレイト伯爵を客間に押し込み、無理にでも休むように命じると、部屋を出た。

　手の中には強力な毒薬。エドガーの命を奪える武器。

　両手で包み込み、何度も願う。全部が夢であってほしいと。

　だけど、景色は全く変わりはしないし、毒薬の瓶も手のひらに残ったまま。

　お母様。エドガー。どちらも選べない。神様はどうしてこんな残酷な試練を私に与えたの？　王女に生まれた以外はなんの取り柄も特技もない私なんかに。

　天井を見上げ、扉に背をもたせかけて深いため息をついた。

　いっそ自分でこの毒薬を使ってしまおうか。そうしたら楽になれるかな。

　一瞬でもそんなことを考えてしまい、慌てて首を横に振る。

　ダメよ。お母様が悲しむわ。じゃあ、どうしたらいい？

　考えても考えても、答えは出なかった。










お花を摘みに




　夜になり、夕食会に呼ばれてしまったので、仕方なくエドガーの隣の席に着く。だけど葛藤で彼の顔は見られなかった。

　今日はこの前の朝食会より人数が少ない。覚えきっていないものの、たぶん王族だけなんだろう。王族といっても濃い親戚から末端までいるけど、今日はその中でも偉そうなおじさんたちばかり。

「陛下、先日の事件の真相はわかりましたか」

　口髭をたくわえた黒髪の紳士が口を開いた。

「まだ調査中だ」

　エドガーはそう答えた。この中に暗殺未遂犯がいるかもしれない。彼が死んだら王位を継げそうな身分の人ばかりだもの。

　そう思うと、なにを食べても味がしない。咀嚼しても喉を通っていかなくて、早々にナイフとフォークを置いてしまった。

　他人を疑うのって、とても気持ちが重いものだって、初めてわかったわ。

「結婚の儀は、予定通り行われるのですよね」

「もちろん」

「警備を万全にしておかなくてはなりませんな」

　おじさんたちが真剣な顔で相談を始めると、ラッセルがのんきな顔で言う。

「犯人も結婚の儀には手を出せないだろ。国中の人間が集まるんだから、それだけ目撃者も多くなる」

　うーん、そんなものなのかしら。

「儀式が行われる聖堂の中、ふたりが通る通路はけっこう広い。刺客が狙おうとしても、誰かが気づいて止めるだろ。あそこは頭の上から落ちてくるようなものもない」

「それはそうだが……」

　渋い顔のおじさんが反論しようとしたのを、エドガーが制する。

「警備は万全にしておくに越したことはない。国民の命もかかっているし、そこは当初の予定より手厚くしよう」

　国王がそう決めたのなら、反論する者はいない。おじさんたちは満足げにうなずき、ラッセルは眉を下げて苦笑した。

「そりゃそうだけど、みんな深刻になりすぎじゃね？」

　彼の声に答える者もいなかった。




　そのあとも会議のような夕食会は続いた。最後のお茶だけはなんとか全部飲みきり、やっと解散になると、ホッと安堵のため息が出た。

　最初に食堂を出た私とエドガー。扉が閉まると同時に彼が口を開く。

「どうかしたのか、ミリィ。食事にほとんど手をつけていなかったじゃないか」

　いたわるような口調に、胸が痛くなる。

「ちょっと、食欲がなくて」

「おやつを食べすぎたか」

　幼児じゃないんだから。子供に見えたって、いろいろと悩んでいるのよ。

　うつむいて返事をしないでいると、大きな手が頭をなでた。感触でそれがわかった。

「なにかあったなら話せ。聞いてやるから」

　気を遣ってくれなくてもいい。私はあなたに心配してもらえるような婚約者じゃないよ。

「なにもないわ」

「なにもないわけないだろう。あんなに食事を残しておいて。腹の具合か、気持ちの具合か、どこか悪いんだろう？」

　からかいながらも、食い下がって質問を被せてくるエドガー。

「本当に大丈夫よ。ありがとう」

　なんとか作り笑いをエドガーに向ける。彼の顔から優しい微笑みが消えていく。それが耐えられなくて視線を外した。

　せっかく気を遣ってくれたのに、拒絶したから彼を傷つけてしまったかも。

「私、読みたい本があるんだった。図書室に行くわね。じゃあ」

　その場にいることさえ耐えられなくなって、早足で自分の部屋とは真逆の図書室の方へ向かった。

　読みたい本、だって。そんなものないくせに。そもそも、シャイレンドルフの本なんて読めるわけない。子供向けの絵本が精いっぱい。

「はあ……」

　図書室に至る少し前、絵画がところ狭しと飾られている壁に挟まれた廊下で、足を止める。ひとりきりで薄暗い廊下に立っていると、まるで絵の中の人物たちににらまれているような錯覚に陥った。

「なに沈んだ顔してんだよ、お姫様！」

「わあぁぁ！」

　突然後ろから抱きつかれて、思わず叫び声を上げてしまった。

「放してよ！」

　ポケットに入っている毒薬、ぶちまけてやろうか。

　思いきり抵抗すると、無礼者はあっさりと手を放す。振り返って顔を見ると、そこにはやはり似ていないエドガーの弟が。

「なにするのよ」

　相手につられてすっかりタメ口。キッとにらむとラッセルはいつものように、なにを考えているのかよくわからない顔で笑った。

「お姫様がメシも食わないし、葬式みたいな顔で落ち込んでいるから、元気づけようと思って」

　こんなことで元気が出るわけない。好きな人にされるならともかく。本当、失礼極まりない人。

「私は大丈夫。それより……」

　この人に偶然会ったら、聞こうと思っていたことがあるんだった。

　私は無言でラッセルの腕をつかみ、廊下の突き当たりにある図書室へ連れ込んだ。

「積極的だな。そんなに俺とふたりきりになりたかったのか？」

　薄暗い図書室に場違いな声が響く。そんなわけないでしょ。

　即刻、そばにあったランプに火を入れ、その場を明るくしてやった。

　一度ルーシアと来ておいてよかった。ランプは、オイルに浸した芯にマッチで火を点け、ガラスでできたカバーを被せるだけでいいのに、恥ずかしながらほとんど自分でやったことはなかったから。夜にここを訪れることもあるかもしれない、とルーシアに教わったのが早速役に立ったわ。

「ええ。聞きたいことがあるの」

「へえ、いったいなにを？」

「舞踏会の日、シャンデリアを落としたのはあなた？」

　単刀直入に聞くと、ラッセルは目をぱちくりさせた。そのあと、ぷっと吹き出す。

「そんなわけないだろ。俺はお姫様が気に入っているんだ。あれだと、エドガーだけじゃなくてお姫様までひき肉になっちまう。そんなことはしない」

　そういえば、前にこの人、私のことが気に入っていると言っていたっけ。それ、本気なの？

　じとっとにらむと、ラッセルは意地悪そうな笑みを浮かべた。そういうところはエドガーと似ているわね。

「そういえば、お姫様の暗殺計画はどうなったんだ？　もう諦めたのか？」

　逆に切り返されて、言葉に詰まってしまう。今は一番触れられたくないところに触れられてしまった。

「……どうしたらいいのか、わからなくなっちゃった」

　エドガーは敵国の王。お母様のために、今すぐにでも殺さなければならない相手。でも私は、それを躊躇している。

　お母様、まだ生きているかしら。私が暗殺を諦めたと知れば、お母様やお兄様たち、そしてアミルカのみんなはどれだけ落胆することだろう。

　アミルカで過ごした楽しかった少女時代を思い出すと、涙が出そうになる。

「あれれ、以前より深刻そうだな。アミルカでなにか動きがあったのか？」

　よっぽど私がしょんぼりした顔をしていたんだろうか。さすがのラッセルも眉根を寄せ、心配そうな表情になった。

「俺には相談していいんだよ。俺はお姫様の味方だから」

　ラッセルの手が、私の頭をぽんぽんと叩く。その手がやけに温かくて、防御しっぱなしの心が緩みそうになる。

「いいえ……できない」

　誰にも相談できなくてつらいのは確か。こんなに気に入って、味方だって言ってくれているラッセルになら、打ち明けても大丈夫かもしれない。

　一瞬そんなことを考えてしまったけど、やっぱり思い直す。うまくは言えないけど、この人はなんとなく信用できない。

「そうか。じゃあ、気が向いたらいつでもなんでも相談してくれよ。な、元気出せってば」

　ラッセルが手を伸ばし、一歩近づく。私は後退する。

「ありがとう。ごめんなさい」

　好きでもない男の人に甘えちゃいけない。そうした途端に気を許してしまいそうだから。

　逃げるように図書室から出る。扉を閉めた途端に、足が硬直したように動かなくなってしまった。

「……読みたい本とやらは見つかったのか？」

　エドガーが、待ち伏せしていたように腕組みをして壁際に立っていたから。じっと私をにらむ瞳は、いつになく冷たく感じる。

　その瞳は私を疑っているみたい。いつからここにいたの？

「う、うん……」

　もしかして、私のことを気にして追いかけてきてくれたのかな。

　また作り笑顔でやり過ごそうとすると、背後でドンドン！と扉が叩かれる音がした。ラッセルだ。

「おい、閉じ込めないでくれよ」

　鍵を閉めたわけじゃないけど、私が扉に背を預けた状態でいるせいで内側から扉が開かなくて、焦っているのかも。

　もう、どうして静かにしていてくれないの。

　なにもやましいことはないのに、泣きそうになる。ふたりきりで秘密の話をしていたなんて思われたくないのに。

「どけ」

　エドガーは私に命じる。それでも私が動かないでいると、つかつかと歩み寄ってきた。肩を抱くようにして私をどかし、片手で扉を開けてしまう。

「おわっと……やあ、兄上」

　突然現れたエドガーに驚き、笑顔が引きつるラッセル。

「俺の婚約者とふたりで、なにをしていた」

　鋭い視線でラッセルをにらむエドガー。言葉には非難の色が表れていた。

「お姫様に元気がなかったから、話を聞いていただけだよ。そうにらまないで」

　私より数倍うまくごまかしてくれるラッセル。しかしエドガーを包むピリピリとした空気は柔らかくならない。

「それはお前の役割じゃない。今後一切、ミリィとふたりきりで会わないでもらおう」

　ぴしゃりと言い放つエドガーに、ラッセルは不敵な笑みで返す。

「今夜のように、お姫様の方から誘ってきても？」

　こいつ……！　なんでそんなこと言うの。私がラッセルをここに連れ込んだのは間違いないけど！

「ミリィから？」

　信じられないといった顔で、エドガーが聞き返した。

「そう。俺はこの廊下で立ち話をしようとしていただけ。だけどお姫様が図書室の中に入ろうと言ったんだ」

　お願いだからもう黙ってちょうだい。誤解されるような言い方をしないで。

　ひっぱたいてやろうかと思ったら、エドガーが先に口を開く。

「たとえそうでも、俺は許さない。ミリィは俺のものだ。誰にも触れさせない」

　エドガーはそう吐き捨てると、私の手首をつかんで図書室から離れていく。ずんずんと進む足の速さについていけず、まるで引きずられるようになる。

「エドガー、痛い。放して」

　お願いしても、彼はなかなか放してくれない。その代わりに足を止めた。建物と建物を繋ぐ渡り廊下で、頭上に浮かぶ月の光が美しい金髪を照らす。

「ラッセルには近づくなと言ったはずだ」

　責めるような口調。目が吊り上がり、ブルーの瞳が青い炎のように見えた。

「彼とはたまたま会っただけよ。私はただ、シャンデリア事件にラッセルが関係してないか確かめようとして……他の人に聞かれるとまずいと思って図書室に入ったの」

　身振り手振りで説明するけど、エドガーが納得した様子はない。

「その件は詮索しないように言ったはずだ。俺は犯人探しをするつもりはない」

　私を威圧するような冷たい声が廊下に響く。

　そりゃあ、知っている人が犯人だったらショックだけど。そうやって裏切られることを恐れていたら、あなたの危険が減らないじゃない。

　けれどもちろん、私にそんな反論をする権利はない。

「俺には話さないくせに、あいつには言うんだな」

「えっ？」

　黙り込んでいると、呟くように突然小さくなったエドガーの声が。見上げると、彼は親に文句を言う子供みたいな顔をしている。

「俺だって、お前が落ち込んでいるのには気づいていた。俺には下手な作り笑顔で返して、ラッセルには素直に相談するわけか」

　もしかしてエドガーは、ラッセルが『話を聞いていた』と言ったのを、真に受けたの？　それでもって、まさか嫉妬している？

「なにも相談なんかしてない。するような悩み、ないんだもの。シャンデリアの話しかしてないわ」

　なんとか笑おうとすると、両頬を伸ばすようにぎゅっとつかまれた。

「無理に笑うな。わかりやすいんだよ、お前は」

　い、痛い痛い。

　じわりと涙がにじむ。するとエドガーは頬から手を離し、ぎゅっと私を抱きしめた。突然のことに私は言葉を失う。

「俺にできることはないのか」

「エドガー……」

「こんなに好きになったのは、お前が初めてだ。お前が悩んでいたらなんとかしてやりたい。だけど、なにに悩んでいるのか話してくれないから、どうしてやったらいいのかわからない」

　好きになった。なんとかしてやりたい。

　そんなセリフが耳に入ってくるたび、ぎゅっと胸が締めつけられる。それほど私のことを考えてくれているなんて。

「俺がお前のためにしてやれることは、死ぬことくらいしかないのか」

　寂しげな声に、余計に胸が痛んだ。

　いつも誰かが自分の死を望んでいる。そう感じるのは、どれほどつらいことだろう。平気な顔をしていても、本当は平気じゃないに決まっている。

「……そんなことない」

　絞り出した声は、にじんできた涙のせいで微かに震えていた。

　あなたが死んで喜ぶのは私じゃない。私のお母様やお兄様たちなの。私は、あなたを……。

「……悪い。どうかしているな。お前は俺を憎んでいる。俺に洗いざらいなんでも話せるわけがないよな」

　エドガーはなにかを振り切るように私から体を離し、頭をふるふると横に振った。

　憎んでいるだなんて。違うわ。私はあなたを憎んでいない。最初から、憎んでなんかいなかったのよ。私が憎むのは、お父様を失った〝戦争〟という大きな波。そして、自分の運命だわ。

「今夜はもう休め。また明日」

　その顔は、いつもの冷静なエドガーだった。

「エドガー……」

　背を向けて歩いていってしまう彼の背中に、思わず手を伸ばす。けれど、触れることはできなかった。今、彼を引き留めても、私にはなにもできない。行き場のない手をだらりと下げる。

　月明かりの下から暗い廊下へ、エドガーは先に姿を消してしまった。

　ねえ、エドガー。あなたを失いたくないの。でも、お母様の願いも叶えてあげたい。

　私はどうすればいいの……？




　結婚の儀の二日前。今朝は朝食会もなく、穏やかに過ごしていた。ただ、一緒にいるボートレイト伯爵はずっと暗い顔をしていた。早く国王を殺せと言っているような無言の圧力。

「ねえ、伯爵。今日はどこかへ出かけたいわ。エドガーに許可をもらいに行きましょうよ」

「こんなときにお出かけですか？」

　顔を上げて私をにらむ伯爵。

「ええ……だってほら、明日は結婚の儀の前日でしょ。それ以降は公務以外では、しばらく宮殿から出られないと思うのよ」

　アミルカ語でもそもそと話している途中から、伯爵の顔が赤くなってきた。鼻の下の髭がピンと跳ね上がりそうなくらい怒った顔の彼が、勢いよく立ち上がる。

「本気であの国王と結婚なさるような口ぶりはやめていただきたい！　猶予がないと言ったはずです！」

　怒鳴られて、びくっと背中が震える。

「ねえ、でも……暗殺は本当に現実的じゃないわ。私があの国王と仲よくなって、アミルカ王族の生活レベルを上げてもらえるように頼んでみる。国民だってそうよ。戦争を再開したら、どれだけの人を巻き込んで悲しませると思うの？」

「聞きたくありません」

　顔を背け、説得に聞く耳さえ持ってくれない伯爵。

「聞いてよ、ねえ」

　後ろから肩を叩くと、ボートレイト伯爵は勢いよく振り返った。そして強い口調で私を咎める。

「王女様はアミルカを裏切るおつもりか。こうしている間にも、アミルカの兵士たちは準備を進めているのですぞ」

「えっ？」

　ドキリとして、伯爵の肩に置いた手を引っ込めた。

　準備って、シャイレンドルフ侵攻の準備ってことよね。そういえばお母様が、少しずつこの国にアミルカの兵士を送り込むと言っていたっけ。彼らは結婚の儀でみんなが浮かれムードになる機会を、じっと待っているんだ。

「皆の者が、悲願の達成を祈っております」

　冷静さを取り戻した伯爵の声は、しわがれてしまっていた。しかし取りつく島もない。なにも言い返せなくなって黙ると、コンコンと扉がノックされた。

「どなた？」

　ルーシアかしら。アミルカ語ではあったけど、今の会話が聞かれてはいなかったかとドキドキする。

「私です、王女様」

　この、尾てい骨から直接響いてくるような低い声は、親衛隊長のセンテムだ。

　鏡に映ったひどい表情を少しでも和らげるため、深呼吸をしてから返事をする。

「どうしたの」

　扉を開けると、センテムは一礼する。彼が入ってくると、ボートレイト伯爵は椅子に座り直した。

「王女様をお誘いにまいりました」

「お誘い？」

　練兵場見学はもうこりごり。表情から私の気持ちを見抜いたのか、センテムは苦笑する。

「実は王女様に、結婚の儀の前にやっていただかなければならぬことがありまして」

「なに？」

「儀式に必要な花を摘みに行っていただきたいのです」

　花を摘みに？　このいかつい親衛隊長と？　なんだか変わった絵面になりそう。

「花なら庭にたくさん咲いているじゃありませんか」

　ぼそっとボートレイト伯爵が呟くように言った。

　うわー、感じ悪い。でも、言われてみればそうよね。花なら庭園に巨大な絨毯かと思うくらい咲いているのに、それじゃダメなの？

「この国の、ある場所にしか咲かない花があるのです。枯れてしまってはいけないので、毎回王妃となるお方が結婚の儀直前に摘みに行くのが伝統となっておりまして」

　センテムは丁寧に説明する。

「珍しい花なの？」

「この国の国花であり、王家の紋章にもなっている、フェロミアという花です」

　そうなんだ。聞いたことがないな。紋章もじーっと見たことがない。

　そんな不勉強な私を、ボートレイト伯爵がじとっと眺めていた。

「少し険しい道になりますので、私がお供いたします」

「そうなの……センテムがいてくれるなら安心ね」

　この屈強な親衛隊長なら、どんなことがあっても守ってくれそう。

「王女様、お茶をお持ちしました」

　タイミングよくルーシアが部屋に来た。私が事情を話すと〝そういえばそうでした！〟という様子で、急遽、装飾の少ない軽いドレスとボンネット、そして歩きやすそうなブーツが用意された。

　……ルーシアも大事なことを忘れるときがあるのね。

「親衛隊長、国王陛下は一緒に行かれないのですか」

　相変わらず、むすっとした顔のボートレイト伯爵が尋ねた。

「陛下は今日も公務がありまして。申し訳ありません」

　自分よりはるかに大きな男の人に頭を下げられ、伯爵は居心地悪そうな顔をした。

「いいのよ。ちょっと外に出たいと思っていたの」

　昨夜はエドガーとケンカみたいになってしまったから、隣の部屋にいるのは気まずい。伯爵といるのもつらいから、誘ってくれてよかった。

　ボートレイト伯爵と目を合わせないようにしながら支度を済ませると、センテムと一緒に部屋を出た。そのとき――。

「あっ」

「おはようございます、陛下」

　ちょうど隣の部屋からエドガーが現れ、センテムが礼をする。公務というのは本当らしく、白い軍服を着て、地図のような丸めた大きな紙を何枚も持っている。

「おはよう」

　彼は昨日のことなどなにもなかったように、ごく冷静な顔で私たちに挨拶を返す。

　こっちはあんなことがあって、顔を見ただけで胸が痛い。だけど、私もみんなの前では冷静に振る舞わなくちゃ。

「例の場所へ行ってまいります、陛下」

　私より先にセンテムが挨拶をした。

「ああ、そうか。くれぐれも気をつけてな。お前がいれば安心だと思うが」

　私と同じことを言っている。ちょっとだけおかしくなって、くすりと笑いが漏れた。

「行ってきます、陛下」

　私がぺこりと会釈をしながら挨拶すると、エドガーはどこかホッとしたような表情で柔らかく微笑む。

　もしかしたらエドガーも、昨日のことがあって気まずいと思っていたの？　冷静に見えたのは、他のみんながいたからそういう顔を作っていただけ？

「気をつけてな」

　それだけ言うと、颯さっ爽そうと歩いて去っていくエドガー。ほんのひとことふたこと交わしただけだけど、私も少しホッとしていた。

「王女様、早く帰ってきてくださいよ」

　背後から伯爵が念を押す。この人を長いこと放置したら、勝手になにかやらかしそうで怖い。そんなことはないと信じたいけど。

「わかってるわ」

　気分転換をして、それからまた話をしようっと。

　私は重い空気から逃げるように、伯爵に背を向けた。




　目的地は宮殿の裏にある山の中で、馬車では行きづらい、でこぼこした道を通るらしく、馬で向かうことに。前には私、後ろには手綱を持ったセンテムが乗った。私を後ろに乗せておくと、背後から誰かに狙われたときに危ないから、と説明された。

「どれくらいかかるの？」

「馬を飛ばせば一時間くらいですが、安全のためにのんびり行きましょう」

　そっか、窓から見ると近く思える山だけど、意外に時間がかかるのね。

　街から離れた山道は人通りも少なく、聞こえるのは小川がさらさらと流れる音と小鳥の鳴き声くらい。

「癒される……」

「この山に狼はいませんからご安心を。あ、鹿やウサギはいますけどね」

　狼といえば、初めてエドガーと会った国境近くの森では怖い思いをしたな。鹿やウサギなら出会ってみたい。

　アミルカでは小動物をペットとして飼っていた。ウサギやリスや小鳥が私の友達だった。戦争に負けて、野に返すことをシャイレンドルフに命じられて泣いたこともあったっけ。

「ねえ、センテムはいつから親衛隊長なの？」

　同じような景色に飽きてきて、後ろにいるセンテムに話しかける。

「戦後からです。つい最近ですね」

　なるほど、エドガーが新しい国王になったのと同時くらいってことね。その前はエドガーのお父さんの親衛隊が別にあったんだろう。

「へえ。エドガーと付き合いは長いの？」

「ええ。幼少期からの付き合いです。私の方が三つ年上ですが」

　なんの気なしに聞くと、センテムの落ち着いた低い声が、さらっと信じられないことを。

「嘘!?」

　エドガーが二十五歳よね。ってことは、センテムは二十八歳。体も顔もごついから、もっと年上かと思っていた。下手するとエドガーより十歳くらい年上に見える。

「嘘なんてつきませんよ……」

　背後から、ちょっと傷ついたようなセンテムの声が聞こえてきた。

「あああ、ごめんね、そうよね、うん。そうじゃないかって思ってた」

　しょんぼりしたセンテムの声に、慌てて私が嘘をついて答えるけど、それに対して反応はなかった。

「陛下は昔からとても美しい少年でしたよ。生まれたときから光り輝いているようで、国の期待を一身に背負っていました」

　低い声でゆっくりと、センテムがエドガーのことを語りだす。

　小さい頃のエドガーか。そりゃあ可愛かっただろうなあ。髪も結わずに振り乱したまま、お兄様たちと泥んこになって遊んでいた私より、よっぽど綺麗な子供だっただろう。

「陛下のお母様は、若くして亡くなったって聞いたけど」

「そうなんです。陛下が三歳のときに病でお亡くなりに。そのあと、前国王は新しいお妃様を迎えられました」

　センテムの声が、心なしか暗く沈んだように聞こえた。

「新しい……ってことはもしかして、ラッセルのお母様はその人？　ふたりは腹違いの兄弟ってこと？」

「はい」

　センテムは短い返事で答えた。

「その人は今……」

「お亡くなりになりました。戦争中に病で」

　ふたりとも病で亡くなっているんだ。そうよね、そのお妃様が今もいるなら、最初の朝食会に現れたはず。それに彼女が生きていたら、実子のラッセルが王になっていたかもしれない。誰だって自分の子を国王にしたいと思うだろう。

「もしかして、家族仲はよくなかった？」

　エドガーがたまに見せる寂しそうなまなざしや、人を信じられない性格。それは複雑な家庭環境に起因しているんじゃ。

　私の単刀直入な質問に、センテムは少し戸惑った気配。

「ええと……はい。私がこんなことをベラベラ話したなんて、陛下にはおっしゃらないでくださいね」

「大丈夫よ」

　うなずくと、センテムはさらにゆっくりと話しだす。慎重に言葉を選んでいるみたいに。

「ラッセル様のお母様はやはり、陛下が邪魔だったのでしょうね。子供だった私の目から見ても、それはつらく冷たく陛下に当たられていました」

　想像するだけで胸が締めつけられる。母親を亡くしたばかりの子供が、いきなりできた新しい母親にいじめられるなんて。どれだけ心細くて切なかったことだろう。

「前国王の前では、とてもいい母親であり妻だったのです。けれど、みんなから見えないところでの陛下に対しての仕打ちは、ひどいものでした。そして陛下が十二歳の誕生日を迎えたあと、少しして事件は起きたのです」

「なに？」

「陛下が何者かに、食事の中に毒を盛られました」

　毒を……。王妃がエドガーを殺そうとした？

「陛下は死の淵ふちをさまよいましたが、なんとか回復されました。奇跡的に、体に影響が残ることもなかった。ですがあの事件からですね。陛下が完全に人を信じなくなったのは」

　センテムの悔しそうな言葉に胸が痛んだ。

　そりゃそうよ。食事に毒を混入されて殺されかけたりしたら、周りの全員を疑っちゃう。誰も信じられなくなって当たり前よね。私も同じようなことをしてしまったけれど。

「犯人は明らかになりませんでしたが、おそらく王妃がやったのでしょう。彼女はラッセル様に、なにがなんでも王位を継がせたかったはずですから」

「ひどい……」

「それから陛下はどうしたと思います？　部下にあらゆる毒を集めさせ、それを少しずつ自らの体内に入れたのです。もがき苦しみながら、毒に対する耐性を手に入れました」

「えっ！　自分で自分に毒を？」

　ボートレイト伯爵の推理通りじゃないの。

　少年だったエドガーが毒に悶もだえ苦しんでいる姿がまぶたに浮かぶと、胸に込み上げるものがあった。

　どれだけ苦しかったことだろう。私だったら耐えられない。生き延びるためとはいえ、毒を自分で飲む勇気は、絶対にない。

「暗殺は避けられない。最も可能性の高い毒殺から身を守るにはこうするしかない、と陛下はおっしゃいました」

　だから私の毒入り菓子が効かなかった。

『こうするしかない』か……。エドガーの追いつめられていた立場が気の毒で、泣きそうになった。

「剣の腕を磨いたのも、そのため？」

「それもあるでしょうが、純粋に強くなりたかったんでしょうね。自分がこの国を守るのだと、よくおっしゃっていましたから」

　身内に裏切られながらも、国王にふさわしい人間になるために頑張ってきたのね。あなたって忍耐強すぎるわよ、エドガー。

「学業も夜遅くまで頑張っておられました。そうすることで、寂しさから逃れていたのかもしれませんね」

　センテムの声には、エドガーをいたわるような響きがあった。

「寂しさから……」

　そんなの、悲しいわ。自分を追い込むことでしか寂しさを癒せなかったなんて。

「でもそのおかげで、戦争が起きる前には、前国王はエドガー様に王位を継承することを決められていましたよ。王妃の力はもちろん強かったですが、ラッセル様は遊んでばかりでしたから。前国王はエドガー様のことをちゃんと認めてくださっていたんですね」

　少し明るくなるセンテムの声に、私の気持ちもちょっとだけ浮上する。

　お父様である前国王が、ちゃんとエドガーのことを評価してくれたのが、せめてもの救い、か……。

「王族というのは大変ですね。相続争いで、陛下側から王妃側に寝返った者もいました。陛下は何度殺されかけたかわかりません」

　つらいことを思い出すように、ぽつぽつと声を絞り出すセンテム。

「次期国王になることが決まってからも、何度も暗殺未遂があったって言ってたわね」

「ええ。あなた様と婚約されたことで、王妃の座を狙っていた娘たち……正しくはその父親たちも敵に回しましたから、これからも大変でしょう」

　センテムの言葉がぐさりと胸を刺す。

　私のせいで、エドガーの立場はますます悪くなってしまったの？

　私が黙ってしまったのを気にしたのか、センテムがわざと声を明るくして言い直す。

「あなた様がいけないわけじゃありません。陛下が誰と結婚しても、どこかに角が立ったはずです」

　そりゃあそうだけど。

　ふと脳裏に舞踏会のときの光景がよみがえる。茶色い巻き髪で、ピンクのドレスを着た女性。あの人、私をにらんでいた。もしかしたら彼女、エドガーと結婚したかったのかしら。

　エドガーは見た目もよくて、外面がいいから性格もよく見える。なにより国王という地位を持っているから、結婚したいと思っていた大臣の娘たちが何人いても不思議じゃない。

「そういう環境で、あの性格ができ上がったわけね」

「いつも懸命に国王としての責務を果たされながらも、たまに空虚な顔をされていることがありました。きっと、幼い頃に愛されたかったのに愛されなかった、その影響が強いのでしょう」

　気の毒なエドガー。幼い頃からずっと、寂しさと一緒に長い歳月を過ごしてきたのね……。

「ですがあなた様に出会ってから、陛下は少し変わられました」

「えっ？」

　私に会ってから？

「あなた様といらっしゃるときの陛下は、とても楽しそうにされています。心を開かれているといった感じがします」

「そう？　私がからかわれているだけじゃない？」

「いいえ。長年陛下のおそばにいますが、あんなに穏やかな空気を感じるのは初めてです」

　そんなことない。エドガーは私の前でも寂しげな表情を見せる。

「王女様、どうか末永く陛下を支えてください」

　センテムの丁寧な言葉に、どう答えていいかわからないでいると、ふと馬の肢あしが止まった。深い森の中から抜け出たようなところで、目の前には背の低い草しかない開けた土地が。その先には岩肌が見えている。

　こんなところ、普通の人は来ないわね。だって、なにもないもの。

「着きました」

　センテムの手を借りて馬を降りる。しかし周りは見たことのある野草ばかりで、フェロミアらしき花は一輪も見当たらない。

「ここにフェロミアがあるの？」

　きょろきょろと見渡していると、センテムは馬の腰につけていた荷物を下ろし、その中からロープを取り出した。それを私の肩くらいまでの高さがある大きな岩に括りつけると、私に近寄る。

「な、なに？」

　抵抗する間もなく、腰にがっしりとロープが巻きつけられた。ちょっと痛いくらい。

「こちらへ、王女様」

　センテムはすたすたと先を歩く。

　ちょっと待って。そっちは岩肌しかない崖。まさかそんなところにフェロミアがあるの？

　センテムの隣にこわごわ立つ。そこはやはり断崖絶壁で、下には今しがた通ってきた深い森が広がっている。下から吹いてくる風が髪をさらった。

「よく見てください。あれです」

　え……すでにもう怖いんですけど。あんまり見たくないな。こんなに高いところまで来て、わざわざ下を指差しているなんて、不吉な予感しかしない。

　まさかと思いながら断崖から身を乗り出し、センテムの指差す方を見る。

「嘘～！」

　切り立った崖の途中に、やっと人の片足が乗りそうな岩の突起がある。その上に紫色の花がぽつんと咲いていた。

　……どうかしら。ここからセンテムの身長五人分くらいの距離は下りなきゃいけないかも。こんな命がけのお花摘みだなんて、聞いてないんだけど。

　自分の腰に巻かれたロープの意味がやっとわかり、脳がくらりと揺れた。

「あんなところにあるの、無理よぅ。どうしてお庭で育てないの」

「もちろん、花粉や種子を採取して、他の場所でも育たないかという研究はかなり昔からされています。しかし今のところ、ここ以外で根づいていません。だから特別な花なのです」

　そんなぁ。岩の上にしか咲かない花ってなによ。花としておかしいんじゃないの。

「ごめん……センテム、代わりに取りに行ってくれない？」

　ちょっとズルをしたって、ここにはセンテムしかいないわけだし。彼が黙っていてくれればそれでいいのよ。

　そう思って頼むけど、センテムは真面目な顔で首を横に振った。

「なぜフェロミアが、結婚の儀の前に王妃候補に採取されるしきたりになっているか、ご存じですか」

「い、いいえ」

　そもそもフェロミアの存在を知ったのも今日なんだから、知るわけないじゃない。

「王妃候補が自ら採取したフェロミアの蜜を口にした王の代は、国の繁栄が約束されるという言い伝えがあるからです」

「そんなの、ただの言い伝えでしょ」

「しかし代々、王妃候補は皆様、あの花をご自分で……陛下のお母様もそうです」

　エドガーのお母様も。それを聞くと心が揺らぐ。

「ラッセル様のお母様は再婚でしたから、儀式も簡略的なものでした。あの花も採取されていません」

　センテムは正直に事実を述べた。

　ほらね。やっていない人だっているんじゃん。あんなところまで下りるの、やだ。

「ミリィ王女様。エドガー陛下の繁栄のために、どうか！」

　突然、がばりと大きな体を折り曲げて土下座をするセンテム。

　嘘でしょ。この人どこまで真面目なの。

「や、やめてよ。わかったわよ。わかったから……」

　ちょっとだけ顔を出して、断崖に咲くフェロミアを見下ろす。

　はあ……私、なにやってるんだろ。エドガーを暗殺しようとこの国に来たはずなのに、着実に王妃になろうとしている。

「もういいわよ。どうせあの花を採らなきゃ、解放してもらえないんでしょ」

　やってやろうじゃない。アミルカ王家のぬるま湯に浸かってきた私でも、やればできるってところを見せてやるわよ。

　震える足で崖の先に立つ。するとセンテムが起き上がり、ロープを握った。

「私がいます。安心してください」

　センテムがいたって、怖いものは怖いわよ。ボートレイト伯爵よりはだいぶ頼りになりそうだけどね。

　センテムの指示に従ってロープを持ち、岩肌が目の前に来るように青空を背にして、恐る恐る足の裏を岩につけて少しずつ下りていく。

「上手ですよ、王女様」

　下を見ちゃいけないわ、絶対に。

　すぐに手のひらに汗がにじんできた。ロープを持つ手が滑りそう。体重を支える腕がぶるぶると震えだす。

　これ、ロープを切られたりしたら、ひとたまりもないわね。

　額に浮いた汗を拭ぬぐうこともできず、まばたきをしながらセンテムの方を見る。すると……。

「なに……？」

　崖の上から真剣な顔で私を見下ろすセンテムの背後に、黒い影が。

　あれは……人？　いったい誰が……。

　親衛隊の誰かが用事でもあって来たんだろうか。そう推測しているうちに、影が動いた。手になにかを持ち、それを高く掲げ、そして振り下ろそうとして……。

　って、なにあれ！

「センテム！」

　私が叫ぶより早く、センテムが背後の気配に気づいた。目を見開いてぐるりと後ろを向いた彼は、ロープを持ったまま横に飛びのく。そんなセンテムの短い前髪をかすめるように勢いよく振り下ろされたのは、鋭く光るナイフだった。

「きゃああああっ！」

　センテムが動いたから、ロープが大きく揺れる。岩肌につけていた足が離れ、体が宙にぶらんと浮いた。

　いったいなにが起きてるの!?

　必死でロープにつかまりながら、上を見上げる。

　あれは誰なの。ナイフを持った男に見覚えはない。びゅんびゅんとめちゃくちゃになぎ払われるナイフを、センテムは紙一重で避ける。

　体たい躯くの大きさから想像できないくらいの素早さだけれど、ついに敵の切っ先がセンテムの腕を傷つけた。

「ああっ！」

　赤い血が花びらのように宙に舞うのが見え、息を呑のんだ。

　このままじゃセンテムが危ない。せめて両手が使えれば……。

　そうよ、私のせいで思う存分戦えないんだわ。

「センテム、手を放しなさい！」

　彼がロープを放しても、その先はあの大きな岩に括りつけられている。怖いけれど、私が谷底まで落ちることはないだろう。

　けれど私の声が聞こえているのかいないのか、センテムはロープを放そうとしない。空いた方の手を素早く懐に入れたかと思うと、そこから銃が出てきた。けれどそれを構える前に敵が再び襲ってくる。

　ブン！と空を切って振り下ろされたナイフを短い銃身で受け、はじき返す。ナイフがくるくると回りながら宙を飛ぶ。なんて怪力なの！

　センテムは片手でそれをやってのけ、はじかれた敵は目を見開いて、ぐらりと体のバランスを崩す。その隙を見計らったようにセンテムが引き金を引き、鋭い銃声が山の中に響いた。弾丸が貫通した敵の体から血が噴き出すと同時に、はじき飛ばされていたナイフがドスッと地面に突き刺さる。敵は目を見開いたまま膝をつき、ゆっくりと倒れていった。

　すごいわ、センテム。一時はどうなることかと思ったけど、片手で敵を倒してしまうなんて。

　ホッとした途端、全身にじっとりと嫌な汗をかいていたことに気づく。

　ああ、センテムが無事でよかった！

「王女様、ご無事ですか！」

　銃をしまってロープを持ち直したセンテムが、崖の上から顔を出す。

「なんとか！」

　ぶらぶらしていた足を、もう一度岩肌につけようとする。そのときふと足元を見ると、フェロミアがすぐそこにあった。

「もう少し！」

　飛び出ていた岩の上になんとか乗る。片手でロープを持ったまま、もう片方の手でそっとフェロミアの細い茎を握った。少し力を入れるとプツリと音がして、茎は岩から離れた。大きな花弁は紫色だけど、日の当たり方で緑や青、赤と、いろいろな色が混じって見える。不思議な花だ。

「綺麗……」

　岩肌にしか咲かない奇跡の花。歴代王妃はみんな、夫となる国王のために命がけでこの花を求めた。そう思うと、なんとも言えない気持ちで胸がいっぱいになった。

　角度によって表情を変える花の色が、エドガーのことを思わせる。

　厳しい環境に生まれても、誇らしく上を向いて美しく咲く。まるであなたのようね、エドガー。私が王妃になれば、本当にエドガーの治世の繁栄は約束されるのかしら。

　そっとまぶたを閉じると、王冠をいただくエドガーの横に立つ王妃になった自分が、はっきりと見える。目を開けると、すうっと頭の靄もやが晴れていくような気がした。

　ごめんなさい、お母様。私やっぱり、エドガーが好き。彼の力になりたいと思っている。寂しいときにはそばにいてあげたい。裏切り者と呼ばれても構わない。

　私、暗殺なんてできないわ。他の国王ならできたかもしれない。でも相手がエドガーだから。彼だけは死んでほしくない。

　本当はとっくに答えが出ていたのかもしれない。エドガーに惹ひかれながら、でも悪者になりたくなくて、お母様のことを言い訳にしてずっと逃げていたんだ。

　ボートレイト伯爵は怒り狂うかもしれないけど、帰ったらちゃんと言おう。『私はエドガーの花嫁になります』って。お母様とは別の形で、アミルカの幸福を願うわ。

「王女様ー！　引き上げますよー！」

　もしまた不審者が現れたら大変。ひとりだからセンテムもなんとか対処できたんだろうけど、何人も束になってこられたら万事休すだ。

　ドレスの胸の部分を開け、フェロミアの茎を乳房の谷間に刺す。両手でロープを握って足を岩につけ、崖を登る。

「んぎぎぎ～」

　上でセンテムが引っ張ってくれているとはいえ、極限までぶるぶるした腕で崖の上まで上がるのは、とんでもなく過酷。もう無理かもと思いつつ、必死で手足を動かす。

「よし！」

　とうとう崖の上に手をかけた。センテムが私の手首をつかんで、一気に引き上げてくれる。彼の胸に飛び込むような姿勢で崖の上に倒れ込んだ。

「はあ、はあ。あ、お花……よかった、潰れなかった～」

「お疲れ様です、王女様。お見事でした」

　センテムは私からロープをほどき、馬の腰につけておいた荷物からガラスの花瓶を取り出す。水が入っていて、花がすぐに萎しおれてしまわないように考慮されていた。

　倒れないように花瓶を木の箱に入れて蓋を閉めると、ふーっと深いため息がふたつ聞こえた。ひとつはもちろん私のもので、もうひとつはセンテムのものだった。

「危なかったわね……怪我は大丈夫？　ちょっとじっとしてて」

　ポケットからハンカチを取り出し、センテムの腕の傷を縛る。その傷はあまり深くはないようで、出血も多くはなさそう。

「ありがとうございます。王女様は優しいお方ですね」

「お礼なんて。こちらこそありがとう。あなたがいなかったらどうなっていたことか。それにしても、あの人はいったい誰なの……」

　ちらりと後方に視線を送る。センテムが銃で撃った敵は、仰向けに倒れていてぴくりとも動かない。死んでしまったのだろうか。怖くて、近くで見る勇気はなかった。

「ううむ……」

　臆病な私の代わりにセンテムが近づき、不審者の着ていたものを探る。彼の持ち物だったナイフを地面から抜いて検分していたとき、ハッと目を見開いた。

「どうかした？　見覚えでもあるの？」

　話しかけると、センテムがまばたきをして首を横に振る。

「いいえ、見覚えがあったかもしれないと一瞬驚きましたが、別のもののようです」

「そう……」

「遺体を馬に乗せていくのは無理そうですね。荷物もあるし、乗せるところがない。私たちだけでも急いで宮殿に戻りましょう。あとの処理はお任せください」

　本当なら、この不審者の仲間にバレないうちに遺体を宮殿に持ち帰って、身元を探った方がいいのかもしれない。でも、お尻に近いところに遺体を乗せていくのはちょっと……。馬も重量オーバーで動けなくなるかもしれないしね。

「そうね。敵が追加でたくさん来ても困るし」

「宮殿に帰ったら親衛隊に命じ、すぐに回収させます。速やかに調査を開始し、今後はこのようなことが起きないように努めます。ご安心ください」

　センテムは私の体についた砂を軽く払い落とすと、軽々と担いで馬に乗せる。そして怖い顔で私を見つめた。眉間にシワが寄っている。

「王女様、もしかしたらあなた様も命を狙われているかもしれません。この男は、わざわざ王女様と私がふたりきりのときを狙ってきました」

　センテムの言葉にドキッとする。暗殺される危険があるのはエドガーだけだとずっと思っていたけど、もしかしてあのシャンデリア事件は私も狙われていた？

「シャイレンドルフの人が、私を憎んでいるってわけね。敵国の王女だったから」

　倒れていた敵の顔を見つめる。中年の男性だ。もしかしたら、戦争で家族を失ったりしたのかな。

「それとも単に、あなたの存在が邪魔な人間のしわざか」

「え？　それって……」

　ふと脳裏に閃いたのは、ピンクのドレスの女性。

　まただ。何度彼女のことを思い出しただろう。あのとき挨拶はしなかったけど、きっと地位のある人の娘さんだろう。やはりエドガーとの結婚を狙っているのかもしれない。私がいなければ、誰かが代わりにエドガーの花嫁になれるのだから……。

「ここで推測していてもきりがありません。早く宮殿に帰りましょう」

　センテムはひらりと私の後ろに飛び乗り、手綱を握る。

　走りだした馬は思ったよりも速く、振り落とされないように必死だった。

　私は片手でフェロミアの入った箱を抱きしめながら、宮殿を目指した。










寂しくないよ




　私とセンテムは、そのあと襲われることなく宮殿に帰り着いた。弓矢や銃で狙撃されたりしたらどうしようと思ったけど、心配のしすぎだったみたい。

　門をくぐり、広い庭園を抜け、宮殿に近づく。先に降りたセンテムに手を貸してもらい、地上に降り立つ。

「お腹が空いた～」

　朝から出かけて、往復だけで二時間超。フェロミアを摘むのにも時間がかかったから、いつもの昼食の時間を余裕で過ぎてしまっている。それに、昨日の夕食もろくに食べられなかったんだった。

「ルーシアが昼食を用意しているはずです。……おや？　あれは親衛隊。なにをしているのか」

　フェロミアの入った箱を大事に持ったままセンテムと話していると、宮殿から親衛隊のメンバーが十人ほどぞろぞろと出てきた。

「なにかあったの？」

　彼らはいつもは腰に差している剣を、今日は手に持っている。まるで今から決闘に行くかのような格好で、険しい顔をしてこちらに近づいてきたかと思うと、なぜか私とセンテムの周りをぐるりと囲む。

　なにこれ？　まるで私とセンテムが悪いことをした罪人みたいじゃない。

「どういうことだ。説明しろ」

　センテムは眉間にシワを寄せて部下たちに問う。突然の緊迫した空気に、胸が波立った。

「王女様、あなたに国王暗殺予備罪の嫌疑がかけられております」

「へ？」

　突然言われた言葉に耳を疑う。

　国王暗殺予備罪？　つまり、国王を暗殺する準備をしていた罪ってことよね。

　たらりと冷や汗が背中を伝っていく。指先が縮んでいくような感覚がした。

「なにをバカなことを。お前たち、気は確かか」

　センテムに問われたけど、親衛隊はそれ以上のことを語らなかった。その代わりに、彼らの後ろから見覚えのある人影が近づいてくる。

「あなたは……」

　その人は、財務大臣のオーケンだった。朝食会で挨拶をしたことがある。ちょっとてっぺんが薄くなった白しら髪がに、丸い顔、垂れ下がった頬。

「私は見たのですぞ、王女」

　彼は興奮しているようで、頬を紅潮させ、鼻で荒い息をしている。

「見たって、なにを？」

　そう尋ねる私の声が震える。頭の中には、ボートレイト伯爵に渡された新型毒薬の瓶が浮かんでいた。まさか、あれが見つかってしまったんじゃ……。今日は外に出るから、道中でなくしたら困ると思い、みんなの目を盗んで下着類の中に隠してきたはずだけど。

「あなたの世話人が、ナイフを持って国王陛下を亡き者にしようと狙っていたのを見たのです」

「なんですって！」

　心臓が跳ね上がる。

　ボートレイト伯爵がそんなことを。なにかの間違いじゃ？

「あなたには世話人の監督責任がある。いや、それだけじゃない。世話人と一緒に、国王陛下の暗殺を企てていたに違いない」

　オーケンはびしっと、ずんぐりした太い指で私を差し、高らかに言った。

「無礼者。その手を下ろせ」

　センテムがすごむけど、オーケンが萎い縮しゅくする気配はない。

「親衛隊、王女を連行しろ」

　命令された親衛隊は、私に剣を突きつけた。

　そんな……エドガーを暗殺しようとしたことは本当だけど、もうやめようって決心したところなのに。いや、それより、ボートレイト伯爵はなぜひとりでそんな無謀なことを？　彼も捕らえられているのかしら。

「剣を納めろ！　国王陛下をお連れしてくるんだ！」

　センテムは部下たちに怒鳴る。どうなるのかとハラハラしていると、こつこつと靴の鳴る音が宮殿の方から聞こえた。

「その必要はない。剣を下ろせ」

　その凛りんとした声にハッとした親衛隊は即座に剣を納め、私の後ろに横一列に並んだ。開けた視界の先には、白い軍服を着たエドガーが。

「エドガー……」

　風になびく金髪の間から覗くブルーの瞳は、私ではなくオーケンを見つめている。

「世話人を止めてくれてありがとう、オーケン。話はもう済んだ。王女を連行する必要はない」

　静かに言うエドガーに、オーケンが顔を真っ赤にして反論する。

「どうしてですか！　この王女も共謀していたに違いない。ふたりだけ特別扱いして刑を与えないなど、国民が許すでしょうか？」

「世話人は、老化による認知能力の低下により錯乱していたと侍医が診断した。つまり、病気だったのだ。責任能力がない」

　ボートレイト伯爵が、老化による錯乱で……。そんなはずはない。おじいちゃんのように思うときはあるけど、伯爵はまだ六十歳。ボケてしまうには早い。きっとエドガーが彼を庇ってくれているんだろう。

「それにしたって……！」

　納得がいかないといった表情で手をバタバタ動かしながら、まだなにか反論しようとするオーケンに、エドガーがすっと息を吸って言った。

「もういいと私が判断したのだ。これ以上騒ぐな」

「しかし……」

「私の妻になる人を、これ以上愚弄するのは許さない。この人は私が認めた唯一の女性だ」

　大きな声で怒鳴るわけでもない。それなのに、空気が震えるくらいの威圧感がその声にはあった。喉になにかが詰まってしまったかのように黙り込んだオーケンの前を通り、エドガーは私の手を取る。

「ミリィ、こっちへ」

　返事をする間もなく、私はエドガーの自室へと連れていかれたのだった。




　重い扉が閉まる。ここは国王の部屋。何なん人びとたりとも勝手に入ることはできない。

「いったいどういうこと？」

　フェロミアの入った箱を手近なテーブルに置くと、エドガーが私の手を放す。

「こっちが聞きたい。あのじいさん、どういうつもりかわからないが、俺を刺そうとしたんだ」

　エドガーがそう言うってことは、嘘じゃない。なのに信じられなくて、唇が震えた。

「……詳しく聞かせて。伯爵はどこであなたを襲ったの？」

「執務室だ。俺がひとりでいるところを狙ったんだろう。もちろん俺は刺される前に気づいて、ボートレイト伯爵を取り押さえた。だけどあいつ、必死に抵抗しながら大きな声を出してしまって……それを運悪く、通りかかったオーケンに見つかった」

　まさか、本当にボートレイト伯爵がエドガーを襲ったなんて。目撃者がエドガーだけならなんとかなったかもしれないけど、よりによって大臣に見つかってしまうとは。

「ボートレイト伯爵はどこにいるの。会わせて」

「催眠剤で眠らせて、地下牢に閉じ込めてある。命に別状はないから安心しろ。まだ眠っているから、あとで会いに行け」

　ボートレイト伯爵がエドガーと揉み合っているところを想像すると、心臓が縮こまるような思いがした。ふたりとも生きていて本当によかった。エドガーはどこも怪我をしていないように見える。

「その様子だと、じいさんの独断で動いたみたいだな」

「そうよ。私はあなたを刺せって命じた覚えもないし、共謀していたわけでもないわ」

　伯爵はなぜそんな無謀なことをしたの。敵かなうわけがないって、冷静に考えればわかるはずなのに。それでも決行したってことは、よほど精神的に追いつめられていたんだろう。

　頭痛がしてきて額を押さえていると、エドガーが言う。

「悪いが、これ以上ボートレイト伯爵を庇うことはできない。オーケンはあらゆる場所でこの件をしゃべっていることだろう。アミルカに帰すのが精いっぱいだ」

「ありがとう。それだけでも十分よ」

　なんとか笑顔を見せようとしたけど、頬が引きつり、声はかすれてしまった。

　さっきオーケンに言っていた通り、認知能力が低下した老人のやったことだから許してあげようって、エドガーからみんなに話してくれるのね。

　本当だったら国王の暗殺未遂などしたら、その場で打ち首になってもおかしくない。無傷でアミルカに帰れるだけでも奇跡に近い。ただ、認知能力の低下でわけがわからなくなるくらいのおじいちゃんと言われることは、伯爵は望んでいないだろうけど。

「なにがきっかけで、あのじいさんはこんなことをやらかしてしまったんだ。これじゃお前が疑われてしまうのも当然だ」

　エドガーは苛立ちを隠せない声で言った。腕組みをしたまま、眉間にシワを寄せている。自分が殺されそうになったことより、私が暗殺を命じた犯人だと呼ばれることの方が我慢ならないみたい。

　バカね。今回のことに関わっていなくても、私も犯人の一味だってことは紛れもない事実なのに。でも、そういうところが好きよ。

　そんな気持ちは胸にしまって、エドガーの疑問に答えなきゃ。

「それは……」

　きっとボートレイト伯爵は、私がまごまごしているから、自分でやらなきゃと思ったんだろう。お母様のために。私に本気で暗殺をする気がないのを見抜いたのかもしれない。どうしよう。なにか答えなきゃと思うのに、うまく言葉が出てこない。

「……まあ、結局あのじいさんも元はアミルカ国王に仕えていた人物だからな。俺を憎んでいたって仕方がない。理由を問うまでもないか」

　エドガーは目を伏せ、自嘲するように言った。

「そ、それだけじゃないの」

　思わず言葉が出ていた。

　それだけじゃない。あなたが敵国王だから暗殺しようとした、というだけじゃないの。ボートレイト伯爵があなたを憎んでいるなんて思わないで。全ては私のお母様のためなの。

「実は――」

　こんな事態になってしまった以上、隠していても仕方ない。隠すことで、さらにエドガーを傷つけてしまう。

　私は、自分が熱射病にかかっている間にお母様が倒れたこと、お母様からの手紙のことなどを洗いざらい話した。

　エドガーは途中から、目を少し丸くして聞いていた。まさかアミルカの兵士がシャイレンドルフに入り込んでいるなんて、思っていなかったんだろう。

「それで最近、思いつめた顔をしていたのか」

　エドガーが私に一歩近づく。こくりとうなずく私。

「ボートレイト伯爵は、お母様の息があるうちに、と焦っていたようだから」

　全てを説明してうなだれていると、エドガーが私の肩をつかんで顔を覗き込む。その目は私を心配しているように見えた。

「もっと早く相談してくれればよかったのに。ラッセルに嫉妬している場合じゃなかったじゃないか。一刻も早く伯爵をアミルカに帰してやろう。腕のいい医者と薬師を何人か一緒に連れていくといい。アミルカとは違う知恵があるかもしれない」

　彼の言葉に、少しの希望が見えた。しょぼしょぼしていた目を見開く。

「いいの？　エドガー」

　でも医者や薬師がいなくなったら、こっちの国が困るんじゃ。

　逆に心配になった私を励ますように、エドガーは微笑む。

「全ての医者を派遣するわけじゃない。心配するな。愛する人の母君のためだ。できることはさせてくれ。お前を生んでくれた人だからな」

　頼もしいエドガーの言葉に、涙が出そうになる。改めて考えると、エドガーって本当はとても心の大きな人よね。自分を殺そうとした人間を許せるなんて。しかも、元敵国の姫のために、医者や薬師まで派遣してくれるとは。

「ありがとう……。早くあなたに話せばよかった」

　この何日か、本当につらかった。病に伏した母になにもしてあげられない自分が悔しかった。エドガーを殺すしかないのかと思ったこともあった。でも、これでお母様は元気になるかもしれない。両国の関係も悪化しなくて済むのかも。

　ありがとう、エドガー。意地悪だと思っていてごめんなさい。あなたほど信用できる人は、他にいないのに。

　そっとエドガーの手を握る。けれどその手には、温かさはあっても力がなかった。見上げると、寂しげなブルーの瞳と目が合った。

「お前はどうする？」

　どうするって、なにを？

　きょとんと見つめ返すと、エドガーの長いまつ毛が、ゆっくりとしたまばたきと同時に揺れる。

「本当にこの国にいるのがつらいなら、ボートレイト伯爵と一緒に帰ってもいい」

「え……」

　帰って、いい？

「母君の一大事だ。アミルカに帰りたいだろう？　こっちに戻ってきたくなければ、そのままでもいい。婚約を解消しよう」

　シャイレンドルフに嫁いだ他国の姫は、二度と故郷に戻ってはいけない決まりのはず。それに、王族同士が決めた政略結婚を白紙に戻すなんて聞いたことがない。エドガー、なにを言っているの。

「放したくはない。でもそれ以上に、お前のつらい顔をもう見たくないから。本当は俺が死んでやれば、お前や母君が一番喜ぶんだろうけど、それはできない」

　エドガーはきっぱりと言った。

「どんな状況でも生き残る。それが俺を孤独にした世界への、最大の報復だと思っているから」

　報復だなんて。あなたも私と同じように、報復のために生きているというの。そんな寂しいこと言わないで。

「いいえ、帰らないわ」

　エドガーの手を握る力を強めた。

「実は私、ものすごく強力な毒を持っているのよ。おそらくあなたがまだ耐性を身につけていない、新種の毒を」

「新種の？」

「その瓶をあなたの前で開ければ、一緒に死ねたのよ。私はいつだってそれができた。でも、しなかったの。お母様があなたの死をなによりも願っているとしても。……なぜだかわかる？」

　エドガーは眉をひそめ、少し考える様子を見せた。けれど結局、首を横に振る。

「私が、あなたを好きになっちゃったからよ」

　顔が熱い。手が、胸が、体中が熱い。エドガーはまた目を丸くした。

　やっぱりおかしな人。私に甘い言葉を囁いておきながら、私の気持ちにはまるで気づいていなかったの？　私自身、自覚したのはついさっきだけど、きっと出会ったときから少しずつあなたに惹かれていたんだろう。でもあなたはそんなことは想像もせず、私があなたを憎んでいると信じていた。

　それは、今まであなたを心から愛してくれる人がいなかったから。そういう人の顔を見たことがなかった。だからわからなかったんでしょう？

「あなたを愛してしまったの」

　口に出した言葉に、違和感はなかった。

「ねえ見て、エドガー。私、ちゃんとフェロミアを採ってきたのよ。自分で崖を下りたわ。あなたの治世の繁栄を願って。ちゃんと、あなたの妻になるために」

　片手でフェロミアの入った箱を指差す。

　あの花を見たとき、気づいたの。自分の素直な気持ちに。自然な姿で美しく咲き誇る、あの花のように。私も素直で美しい女性になりたいと思った。あなたのために。

「憎んでなんていないわ。あなたに生きていてほしい。そばにいたいの。今さら信じてもらえないかもしれないけど、私……あなたが好き」

　あなたが先に言ったのよ。私を好きだって。結婚して、夫婦になるんだって。みんなの前でキスもした。それなのに、『婚約を解消しよう』ですって？　そんなのひどい。私の気持ち、全然わかっていない。

「祖国の人々に裏切り者だと言われて憎まれても、石を投げられても構わない。私、あなたのそばにいたいの。お願いだから、故郷に帰れなんて言わないで……！」

　腹が立つやら、悲しいやら。それにエドガーへの愛おしさが溢あふれて、最後は叫ぶようになってしまい、涙が零れる。

　信じてもらえないかもしれない。それは自分がやってきたことのせいだ。だけど、信じてほしい。

　泣きじゃくる私を、突然エドガーが強く引き寄せた。

「エドガー……」

「もう泣くな」

　そんな優しい声で言われたら、余計に涙が出てしまう。

「私は祖国を、母親を裏切る女よ。もう信じられないでしょう……？」

　裏切りを最も嫌うエドガーだ。私のことも嫌いになるかもしれない。

「そんなわけないだろ。頼むからそれ以上可愛いことを言うな。どうにかなりそうだ」

　彼は片手で私の体を痛いほど抱きしめると、空いた方の手であごを上げさせる。

「お前を信じる」

　いつも冷静なブルーの瞳が、熱を孕はらんでいるみたい。熱く燃えているようなそれが、私をまっすぐに見つめる。

「……本当？」

「お前が嘘をつけない人間であることは、最初から見抜いていた。ただ、俺を愛してくれる人間がいるということが、まだ少し信じられないけど……。とにかく、お前のことは信じる。信じさせてくれ」

　頬をなでる大きな手が熱い。美しいブルーの瞳の中に私が映っている。真剣な表情のエドガーは、まるで泣いているようにも見えた。

　そっと私の手を取り、その甲にキスをして、彼は囁く。

「永遠に俺のそばにいろ、ミリィ。共に命尽きるその日まで。愛している」

　うなずく前に唇を奪われた。今まで軽く触れるだけだったそれが、深く重なり合う。

　しっとりとした熱い唇を押しつけられると、脳の奥がしびれてなにも考えられなくなってきた。必死にしがみついている手の力まで抜けてしまいそう。

　ずっと一緒よ、エドガー。もう寂しいなんて思わせない。鬱陶しいと思うくらい近くにいてあげるから、覚悟しておいてね。

　いつの間にか涙は止まっていた。私たちは唇が腫れそうなほど、何度も何度もキスを繰り返した。




　次の日。いよいよ結婚の儀前日になった。

　だけど浮かれてはいられない。私とエドガーは早朝から、ボートレイト伯爵が閉じ込められている地下牢へ向かった。

　暗い階段を、エドガーに手を引かれて下りる。二重になった鉄の重い扉の前には、門番が立っていた。エドガーが合図をすると、門番は鍵束をエドガーに渡して階段を上がっていき、上階へと姿を消した。

「これで誰にも俺たちの会話は聞こえない」

　そう言ったエドガーが二重の扉をそれぞれ鍵で開けると、そこには、ふたつずつ向かい合った合計四つの牢が現れた。

「今は別の場所に刑務所ができている。ここは宮殿で非常事態が起こったときに、とりあえず罪人を留置する場所として残っている。現在は伯爵しかいない」

　エドガーの言葉通り、奥と手前ふたつの三つの牢は誰もいなかった。残りひとつの牢の中に、ボートレイト伯爵が膝を抱えて座っている。

「伯爵……ボートレイト伯爵、起きて。私よ」

　鉄格子をつかんでアミルカ語で呼びかけると、ボートレイト伯爵がハッと顔を上げた。いつも丁寧になでつけられている髪は乱れていて、上を向いていた髭はだらんと下がってしまっている。それだけで、いつもより余計に年を取っているように見えた。

「ミリィ様……」

　疲れきってやつれたその顔を見たら、胸が痛くなった。

「ごめんなさい、伯爵。私がなかなかはっきりしなかったから……」

　もっと早く、伯爵やお母様を説得するべきだった。周りに流されてずるずると引っ張ってしまったのがいけなかったんだ。

「いいえ。これは私が勝手にやったこと」

　私に余計な罪を被せまいとしているんだろう。ボートレイト伯爵は首を横に振って否定した。

「伯爵、エドガーに任せておけば大丈夫よ。あなたをアミルカに帰してくれるって」

「はい？」

「病気の治療ために国に帰ることにするの。あなたは生きてアミルカに戻れるのよ」

　ボートレイト伯爵はシワだらけのまぶたを見開き、加齢で黄色く濁った目でちらりとエドガーを見る。しかしすぐに視線を外した。

「ミリィ様、あなたはもしや……」

　目を細め、にらむように私を見つめるボートレイト伯爵。

「ごめんなさい。私、エドガーを殺せない。彼を愛しているの」

「バカなことを……！　騙されているとは思わないのですか？」

「思わないわ。聞いて、伯爵。エドガーはお母様のために、頭の病気に詳しいお医者様をアミルカに送ってくれるそうよ」

　語りかける私の横に、いつの間にかエドガーが立っていた。

「アミルカの王妃に伝えてくれ。今はまだ自国の復興で精いっぱいだが、アミルカのことも悪いようにはしない、と。鉱山の所有権はこちらが持っているが、交易で出た利益はアミルカにも分けることにする。アミルカ国民に強制労働もさせない。そして、働いてくれた者にはその分の賃金を出す」

　彼はゆっくりと、アミルカ語でボートレイト伯爵に話しかける。

　いつの間に勉強していたのかしら。戦争の間、敵の言葉がわかるように覚えておいたとか？

「アミルカの王族には、主要な地域にそれぞれ監督官として行ってもらおう。こちらの人間が統治するより、国民とうまくやっていけるはずだ。お前たちが独自に生み出した利益を徴収しようとは思わない。好きにしろ。つまり……これからは今までできなかった細かい話し合いをして、なるべく両国が平等に幸せになれる道を探っていこう、ということだ」

　穏やかに言うエドガーの言葉の途中から、ボートレイト伯爵は首を横に振っていた。

「問題はそういった条件ではありません。誇りの話です」

　キッとエドガーをにらむ伯爵の目は、何歳も若返ったようにぎらぎらと輝いていた。

「我が国は誇りを取り戻すため、もう一度戦争をするしかないと考えています」

　あくまでも戦うつもりだと言うの？　それって、王族に近い人だけの意見なんじゃないの。最前線で戦うのも、直接痛みを被るのも、国民じゃない。

「誇りってなによ。そんなものでお腹が膨れる？　先の戦争で、いったいどれだけの人が亡くなったの。どれだけの孤児が生まれたと思って？」

「ミリィ様……」

「私も以前は自分のことしか考えていなかった。でもエドガーに会って、本当に国民のためになることとはなにか考えるようになったの。それは戦争で勝つことじゃない」

　王族のわがままに、国民を巻き込むべきじゃない。エドガーのように、国民の生活を一番に考えるべきよ。

　鉄格子をつかんで、まくし立てるように言うと、ボートレイト伯爵は口をつぐんでしまった。

「お母様やお兄様たちはいいわよ。最後尾で指揮するだけなんでしょ。戦うのは国民よ。本当に誇りを取り戻したいと言うなら、あなたのように自分でエドガーを刺しに来るべきだわ。それもできないのはただの臆病者よ」

「ミリィ、ちょっと落ち着いて」

　ケンカを売っているような口調の私を止めようとするエドガー。だけど口は止まらなかった。

「私はエドガーを信じる。彼なら戦争ではなくて、違う方法でアミルカも素敵な国に再生してくれると信じてる。だからお願いよ、伯爵。戦争なんて意味のないことはやめて、エドガーに託してみて」

　私が言えば言うほど、ボートレイト伯爵の表情は硬くなっていく。だけど、今までのように諦めるわけにはいかない。なんとか説得しなくちゃ。

「みんなが幸せになれる国を作ろうとお母様に伝えて。私も王妃としてエドガーを支える。できるだけのことをするから」

　必死に呼びかけるけど、ボートレイト伯爵は元のように膝を抱え込んでしまった。私の言うことも、エドガーも、全身で拒否しているように見えた。

「この人はこの人で、長年信じてきたものがある。急に考え方を覆せと言われても、そう簡単にはいかないだろう」

　ぽん、とエドガーが私の肩を叩く。そして、そっとボートレイト伯爵に語りかける。

「もうじき、ここにシャイレンドルフの兵士が来る。そいつがお前と医者をアミルカに送っていく。ミリィとはこれが最後の別れになるが、他に言いたいことはないか」

　きっと昨夜のうちに、全ての段取りをつけておいてくれたのね。さすがエドガー。

　感心すると同時に、寂しいような気分に襲われた。

　これでボートレイト伯爵とお別れだ。幼い頃から多忙だった父の代わりに、よく面倒を見てくれた伯爵。懐かしい思い出がまぶたの裏によみがえる。

「いいえ」

　ボートレイト伯爵はうつむいたまま答えた。私はなんて言えばいいんだろう。たくさん伝えたいことがあるはずなのに、言葉にならない。

　このまま、ケンカ別れみたいになってしまうの？　そんなの嫌。

「ボートレイト伯爵……どうか、元気でね。あなたを家族として愛しているわ。今まで本当にありがとう。お母様やお兄様たちにも、愛していると伝えてちょうだい」

　結果として、アミルカのみんなを裏切ることになってしまった。でも、みんなを嫌いになったわけじゃない。今だってみんなが大好きだから、とても苦しい。

　許してくれなくていい。どれだけ責められても私はエドガーを殺したりできないし、戦争にも賛成できない。エドガーの妻として、両国の繁栄にこの身を捧ささげることに決めたの。

　伯爵はいつまで経っても返事をしてくれない。指が痛くなるほど強く鉄格子を握る私の肩を抱き、エドガーがシャイレンドルフの言葉に戻って囁く。

「そろそろ行こう、ミリィ。ひとりにしてやろう」

　伯爵には伯爵の思いがある。だからひとりで考える時間も必要ってこと？

　ゆっくり鉄格子から手を放し、牢からも離れる。背を向けて歩きだすけれど、なかなか足が進まない。後ろ髪を引かれるって、こういうことなんだ……。

　重い扉が開かれる。これをくぐったら、本当にアミルカの全てとお別れだ。切ない気持ちで最後に伯爵の方を振り返った。すると――。

「ミリィ王女様」

　ボートレイト伯爵の小さな声がした。エドガーも私の横でゆっくりと振り返る。

「王女様もどうか、お元気で。国王陛下、ミリィ様を幸せにしてください。お願いします」

　床を見たまま言ったボートレイト伯爵は、そのまま顔を膝にうずめてしまった。私の瞳にぐっと涙が込み上げる。

「ああ。必ず幸せにする。なにも心配するな」

　嗚お咽えつを押し殺すのに必死でなにも言えなくなった私の髪をなでながら、エドガーが力強くうなずいた。

　ボートレイト伯爵はきっと、わかってくれた。私の気持ちをわかってくれたんだ。なんとなく、そう感じた。

　伯爵が帰ってから、王族のみんなを説得してくれるかはわからない。だけど、今はこれで十分だと思える。私たちが今まで積み重ねたものは、憎しみに押し流されたりしない。そう信じたい。

　ゆっくりと重い扉を閉める。

　さようなら、ボートレイト伯爵。さようなら、お母様。懐かしいアミルカ。そして、みんなの思いを裏切ってごめんなさい……。

　なかなか涙が止まらない私を、エドガーはなにも言わずに抱きしめてくれていた。

　彼の腕も胸も温かくて、安心できる。どんなにつらくても、この人となら生きていける。そう思った。




　宮殿に住む使用人たちが起きてくるより前に、ボートレイト伯爵はアミルカへと旅立った。誰にも見つかってはいけないという理由で、見送ることは叶わなかった。エドガーと私が一緒にいたら、嫌でも目立ってしまうから。

　さも今起きてきたような顔をして、エドガーの部屋で一緒に朝食をいただく。ふたりきりで食事をするのは初めて。彼が使用人を下がらせたあと、私の方から口を開く。

「ねえ、ボートレイト伯爵を無罪放免にしちゃって、オーケン大臣は大丈夫なの？　かなり強引に押しきったんでしょう？」

　昨日は、なにがなんでも伯爵と私を処刑台に上げたいみたいな顔をしていたオーケン。どうやって彼を説得したのか。

「ああ……大丈夫。昨夜のうちに話はつけた」

「どういう条件を出したの？」

　単刀直入に聞くと、エドガーは咳払いをして私から視線を逸らした。

「お前は知らなくていい」

「なによそれ。知っておくべきだと思うわ」

　食い下がると、エドガーはため息をついてから話しだす。

「オーケンの汚職を見逃してやる、と。とある筋から、賄賂を受け取っていたらしいからな」

　なるほど。やってそうだわ。それを黙っていてあげる代わりに、ボートレイト伯爵のことについても口をつぐめってことね。

　エドガーらしくないやり口に思える。彼もきっと本意じゃなかっただろう。ボートレイト伯爵と私のために仕方なく、そんな手段を取ったんだ。

「とりあえずはこれで落ち着くだろう。今後も汚職が続くようなら、罰するしかないがな」

　食後の紅茶に口をつけ、エドガーが静かに言った。

　そうよね。本来なら国のためにならない大臣を放っておく人じゃないもの。

「でも、こんなことがあったんだもの……結婚の儀はまた延期よね。いつになるの？」

　音をたてないように注意して、持っていたカップを置く。

　エドガーが丸く収めてくれたとはいえ、オーケンはきっとボートレイト伯爵がやったことを、もう何人かに話してしまったに違いない。親衛隊のみんなも知っているんだし、こんな状況で結婚の儀はできないわよね。せめて、ほとぼりが冷めるまでは。

「どうして？　延期するつもりはない」

「はい？」

　どうして、って。なに、そのきょとん顔。逆に延期しないで強行しちゃう理由を教えてほしいんだけど。

「お前は俺の言いつけを守って、滅多にここから出ないだろ。だから知らないかもしれないが、街はすでにお祭り騒ぎだ。友好国の来賓も招く予定だし、今さら中止はできない」

　そうか。近隣諸国の来賓を招いているなら、もう国を出発しているわよね。っていうかもう前日だもん。そろそろ到着しちゃうわよね。

　熱射病で一度延期したときも、きっといろいろとトラブルがあったに違いない。それを私に感じさせないように、エドガーが陰ながら尽力してくれたんだろう。

「それに」

　エドガーは久しぶりにニッと口の片端を上げ、意地悪そうな笑みを浮かべた。

「一刻も早くお前を妻にしないと。昨夜も堪えるのが大変だったんだ。これ以上の延期はありえない」

「堪えるって、なにを？」

　昨夜……散々キスしたあと、私はエドガーの部屋から自分の部屋に戻ったんだっけ。ルーシアがなかなか部屋に戻らない私を心配して探しに来たから。

　首をかしげると、彼は一瞬黙った。かと思うと、ぷっと吹き出して笑いだす。

「お前、わざとだろ」

「なにが？　なんのこと？」

　私、寝不足で頭が回っていないのかも。

　そんな私のことを面白そうに見下ろし、エドガーはますます意地悪そうに笑う。

「とんだお子様だな。儀式のあとのこと、ルーシアと勉強したんじゃなかったのか」

　儀式のあと……って、ああ！　図書室でそのことについて学んだっけ。

　一瞬にして、顔から火が出るくらい恥ずかしくなる。そうか、そういうことか。

「まあいい。よく知らないのなら、俺が一から教えてやる」

「や、やめましょうよ。露骨に話題に出すの」

「変なときは大胆なのに、そこは恥じらうんだな。可愛いやつ」

　そう言ってテーブルの上で手を繋ぐエドガー。その目は優しく笑っていた。

　恥ずかしくて、エドガーの顔が見られない。そんな私をからかうように彼はさらに笑った。私はますます、うつむくしかできなかった。




　昼食の時間の少し前に、自分の部屋に戻ると、明日の準備も大詰めを迎えていた。ドレスの最終調整をして、髪型をルーシアと相談して決め、儀式の手順を確認する。儀式を行う聖堂は、滅多に入れない神聖な場所。そこで予行演習をするわけにはいかないらしい。

　今エドガーは、次々に入国してくる近隣諸国の来賓たちの対応をしているとルーシアが教えてくれた。せっかく想いが通じ合ったのに、ゆっくり語らう時間もない。

　まあ、いいんだけどね。ゆっくり語らったらさっきみたいにいじめられるだけだし。

「このお食事が終わったら、入浴していただきます」

　昼食の途中で、ルーシアが横から言った。

「もう？　早くない？」

「早くありません。お風呂から上がって爪を染めなければなりませんし、お肌や髪にたっぷり栄養を与えなくては。意外にも、やることはたくさんあるんですよ。王女様は明日の主役なんですからねっ」

「は、はあ……」

　ルーシアが私を叱るように言い聞かせる。いつものことだ。

　そりゃあ私だって、一生に一度の晴れ舞台だもの。できるだけ綺麗にしたい気持ちはあるけど。今朝、日が昇る前に起きたから、お風呂なんか入ったらその場で寝ちゃいそう。そして夜、眠れなくなる気がするのよね。

「ほら、たくさん食べてください！　花嫁は体力勝負ですよ！　でもお腹は出さないように！」

「ええ～」

　なんて難しいことを要求するの！




　結局、急せかされてたくさん食べられないまま、お風呂に向かった。といっても、今まで使っていた来客用のバスタブとは違う場所に連れていかれる。

「今日は特別に、代々の王妃様専用の浴場を使うようにと言われております」

　案内された先には、本当にこれほどの広さが必要なのか疑問に思うほど、だだっ広い脱衣所が。百人はここで着替えられそう。ツルツルの大理石の床と壁に自分の姿が映る。

「お、落ち着かない～……」

　ドレスを脱ぎ、裸になると、ルーシアが前を隠す布を持ってきた。それを受け取ると、他の侍女が彫刻の施されたガラスの扉を開ける。

「まあ、広い」

　またもや大理石の床。湯気で白く煙るその場をひたひたと進むと、大理石でできた湯船が現れた。

　これ、ひとりで使っていいの？　二十人くらいは一気に入れそうなんだけど。

　広い室内のところどころに、可愛らしい花を模した照明器具や動物の彫刻が飾られている。そして、湯気の中に隠れていた湯船の中はというと……。

「わあ、なにこれ。すごい！」

　空に浮かぶ雲のような白い泡で覆われた水面。その上にはさらに、赤やピンクの花びらが散らばっていた。まるで天国みたい。天国に行ったことなんてないけど、壁画で天使が笑っているところは、こんな風景だったような気がする。

　お風呂に花びらを浮かべることはアミルカでもしていたけど、後片づけが大変だという使用人の愚痴を偶然聞いてしまってから、自粛していたんだよね。

「ありがとう、ルーシア。すごく素敵！」

　湯気と一緒に、花の甘い香りが足元から全身を包む。要求したわけでもないのに、こんなに贅ぜい沢たくに花を使ったお風呂を用意してくれるなんて。

　早速、布をルーシアに預けて湯船に入る。泡が揺れ、花弁が踊る。雲の上の天使になった気分。

「綺麗になれそうな気がする」

「王女様はもう十分お綺麗ですよ。そうそう、このお花は、国王陛下が用意してくださったんですよ」

「えっ？　エドガーが？」

　浴槽一面に浮かぶ色鮮やかな花びら。これはもしや……。

「秘密の温室の花？」

「みたいです」

　ルーシアは嬉しそうに微笑んだまま、うなずいた。

「へええ」

　エドガーが自ら育てた花の花弁。そう思うと一層美しく、香りも強くなるような気がする。

　いいのかなあ、せっかく育てた花の花弁をこんなに使ってしまって。一回で廃棄しなきゃいけないのに。

　夢じゃないんだ……。私、本当にあのエドガーの妻になるんだ。

　この国の王妃になる。身も心も、エドガーのものになる。そう考えると鼓動が速くなった。胸がときめくって、こういうことを言うのかしら。

　ゆっくり体と髪を洗い、しばらく浴槽に浸かっているとルーシアが布を持ってきた。

「王女様。そろそろ上がらないと、ふやけてしまいますよ」

　私、そんなに長い間浸かっていたのかしら。気持ちよくてずっとこのままでいたいけど、確かにお湯が冷めてきたような。

「はい。上がりますよ……」

　ざぶっと音をたてて立ち上がる。体のあちこちに花弁が張りついてきた。

　一度綺麗なお湯で流した方がいいわね――そう思っていると。

「ん？」

　カサカサという音が聞こえて、振り向く。

　変ねぇ、こんな湿っぽい場所で、なにがカサカサいうのかしら、って……。

「い、嫌ああああ！」

　大理石の上を、黒い蜘く蛛もがこっちに向かって走ってきている！

　全身にびっしりと細かい毛が生えていそうな、手のひらサイズの大きな蜘蛛。足は太く、丸いお腹には赤いまだら模様が。

「毒蜘蛛ですわ！」

　ルーシアが叫ぶ。どうしてこんなところに毒蜘蛛が!?

　気づけばその一匹だけじゃなく、あちこちから蜘蛛が近づいてきている。

「王女様、早く脱衣所へ！」

「ひいいいいい～！」

　気持ち悪い！　しかも毒を持っているなんて最悪。早く逃げなきゃ！

　滑らないように気をつけながら、裸で脱衣所まで疾走する。後ろからカサカサと、私を追いかけてくる足音が聞こえた。

　浴室の扉をルーシアが急いで閉める。けれど蜘蛛が一匹、すり抜けて脱衣所に入ってしまった。

「誰か、誰か助けて～っ!!」

　声が割れるくらいの絶叫が脱衣所に響き渡る。すると……。

「どうかしたか!?」

　大きな音がして、脱衣所の扉が開けられた。かけられていた鍵が壊れて吹っ飛ぶ。

　そこにいたのは、軍服姿のエドガーだった。

「蜘蛛っ、蜘蛛！」

「蜘蛛？」

『なんだ、蜘蛛かよ』と言わんばかりの表情でため息をつくエドガー。しかし私の足元に近づいてくる大きな蜘蛛を見て、表情が変わった。

「チッ」

　彼は舌打ちすると、腰につけていた短剣を抜いた。吊り上げた目で蜘蛛を狙い、勢いよく投げつける。

　ヒュッと空を切る音がしたと思ったら、次の瞬間には蜘蛛のお腹の真ん中にそれが突き刺さっていた。大理石に食い込んだ剣先に縫い止められてしまった蜘蛛は、まだバタバタと太い足を動かしている。

「うわわ……」

　気持ち悪い！

　見ていられなくて、顔を手で覆った。

　どこから、こんなところに蜘蛛の軍団が入り込んだのよ。どうやって紛れ込んだの。

「……処理したぞ。もう目を開けて大丈夫だ」

　エドガーの声がして、恐る恐る目を開ける。

　蜘蛛はもう床にいなかった。その代わりルーシアが真っ青な顔で、くずかごを持って走り去っていく。

「はあ、よかった……ありがとう」

　どうなることかと思ったわ。

　安堵のため息をつくと、視界が暗くなった。なにかと見上げると、エドガーがキスできそうなくらいすぐそばに迫ってきている。

「まるで天使だ」

「はい？」

　いきなり、なに？

「お前から漂う花の香りに、蜘蛛が引き寄せられたのかな」

　泡がついている髪に張りついていた花弁をつまんで、それにキスをするエドガー。

「とてもいい眺めだが、とりあえず体を拭ふけ」

　いい眺め？

　さっきまで険しい顔をしていたエドガーが、にやにや笑って私を見下ろしている。一緒に視線を下げると、とんでもないことに気がついた。

　私、裸だった！　しかも、全身に花びらをくっつけたままだった!!

「きゃあああっ、出てって！　出てってよ！」

　まだ結婚していないのに裸を見られるなんて！　恥ずかしすぎる。

「お前が助けを呼ぶから来てやったんじゃないか。それに熱射病で倒れたとき、一度見たって言っただろ」

　そういえばあのときも裸にされて、水をかけられて……って、そんなことを懐かしく思い出している場合じゃない。

　ルーシアが置いていった、体を拭くための布を床から手繰り寄せる。それで体を隠そうとしているうちに、エドガーはくすくすと笑いながら出口へ向かっていた。

「うん。また期待が高まった。明日が楽しみだ」

「はあ？」

　そんなことを言いながら脱衣所を出ていく。

　期待って、なんの期待よ。わけがわからないけど、とにかく体を拭かなきゃ、と布を下げた瞬間。

「あ、しばらく浴場の扉、開けるなよ。蜘蛛を一匹逃さず駆除させなきゃならないから。あと、着替えが済んだらすぐに出てくること。俺はここで待っている」

　鍵が壊れてしまったから、誰かが入ってこないように見張ってくれるの……ってちょっと！　二度も人の体を見ておいて、その冷静な態度はなによ。もう少し赤くなるとか、慌てるとか、そういう反応はできないわけ？

　もしかして私、あんまりエドガーの好みの体じゃないのかな……。自分的には出るところは適度に出て、引っ込むべきところはそうなっていると思っていたんだけど。舞踏会ではもっとけしからんくらい大きなおっぱいの人もいたもんなぁ。ああいうのを期待していたのかな。

　急いで体を拭いているうちに、ルーシアが戻ってきた。手を貸してもらってドレスを身につけながら、ため息が出る。

　どうでもいいことを考えている場合じゃないわよね。いったいどうして毒蜘蛛が浴場に入り込んだりしていたのか、そっちの方が問題だわ。毒蜘蛛が人間の住んでいるところに平気で現れるなんて。まるで誰かがわざと放したかのように……。

　そこまで考えて、ハッとした。アミルカでエドガーの暗殺方法について考えているとき、毒を持った生物を標的に向けて放つというやり方も知った気がする。

　もしかして、私はまた誰かに狙われたの？　フェロミアを採りに行った、あのときと同じで。

　そう考えると急に恐ろしくなって、ますます着替えを急いだ。髪も乾かさないまま脱衣所を出ると、さっきまで平気な顔をしていたエドガーが、眉根を寄せた険しい横顔で背中を壁にくっつけていた。きっと私と同じことを考えているんだろう。そんな気がした。

「あの、エドガー」

「ん？　なんだ、髪が濡れたままじゃないか」

　私から布を奪い、頭を覆うと、がしがしと強い力で髪を拭いてくれる。

　痛い痛い、強すぎて痛い。

「待って。ねえ、あの蜘蛛って」

「その話はあとにしよう」

「でも」

「大丈夫だ。なにがあっても、俺がお前を守る」

　そう言われたら、それ以上のことは言えなかった。




　体の隅々まで手入れをされて、全ての準備が終わって解放された頃には、夜遅くになっていた。

　花嫁って大変なのね……。逆に疲れが顔に出ちゃいそう。もう寝よう。

　ベッドにぼふっと倒れ込んだとき、コンコンとノックの音が。

　もう、誰よ。こんなときに。

「はーい、どなたー？」

　まだ準備しなきゃいけないことがあったかしら……。明日の段取りも嫌というほど叩き込まれたけど……。

　返事はしたけれど、まぶたが下がってくる。昨日はボートレイト伯爵の件でほとんど寝られなかったし、暗いうちから起きていたから眠くてしょうがない。

「俺を扉の前で待たせるとは、いい度胸だな」

　低い悪魔のような声が聞こえてきて、眠気が吹っ飛んだ。

　エドガーだ。早く開けなきゃ。

　飛び起きて扉を開ける。それだけで息が切れそう。

　開いた扉の間から現れたエドガーは、怖いセリフほど厳しい顔はしていなかった。

「入るぞ」

　すっと私の部屋に入ってきて、すぐに扉を閉めた。

「聞きたいことがあるんだが」

　怒ってはいないようだけど、真剣な顔をしている。笑顔じゃないことが私の胸を波立たせる。

「昨日の昼、誰かに襲われたんだって？　さっきセンテムに聞いて驚いた」

　質問しながら、部屋の中央付近にあるソファに移動するエドガー。

　そういえば、昨日のトラブルを報告するのを忘れていたっけ。ボートレイト伯爵のことで、記憶から押し出されちゃっていた。今日はエドガーがずっと公務だったから、センテムもなかなか話をする機会がなかったと見える。

「私が襲われたのかしら……センテムが襲われたんじゃなくて？」

　聞き返しながら隣に座ると、エドガーは首を横に振る。

「その可能性は低いだろう。今日の風呂での事件も、同じ犯人が仕組んだんじゃないだろうか。飛び道具を使われなくて幸いだった」

　そう言われれば。昨日はナイフ、今日は蜘蛛で助かった。物陰から銃で狙われたらひとたまりもない。崖は物陰から狙うのが難しいし、お風呂も人が隠れて待っていられるようなところがなかった。だからなんとか助かったんだ。

「あの蜘蛛って、そんなに毒性が強いの？　ちょっとした嫌がらせとか、排水溝から湧いてきたとかじゃなく？」

「アホ。うちの使用人の掃除の熱心さを侮るな。……って、問題はそこじゃない」

　エドガーが私のおでこをペチッと叩き、脅すように声を低くする。

「あの蜘蛛は、はるか東の森のごく一部にしかいない毒蜘蛛だ。西端にあるこの宮殿で見ることはない。ひと噛みで牛も即死してしまうくらいの毒性を持っている」

「牛も!?」

　嘘でしょ。いくら大きいといっても、手のひらサイズの蜘蛛が牛を殺せるの？　ということは、私も噛まれていたら今頃、棺かん桶おけの中に……。

　想像したら、ぞっとした。ドレスの中に氷を放り込まれたかのように、冷たい汗が背中を伝っていく。

「水も平気な蜘蛛だからな。排水溝から誰かが放ったと考えられるだろう。頭もいいから、人を襲うように念入りに調教されていたと予想できる」

「ひいいい～、蜘蛛って調教できるの……」

　普通はできないわよね。馬とか犬なら気持ちが通じそうだけど、蜘蛛はちょっと……ねえ。感情も見えないし、あんな小さな体で人の言うことが理解できるのかな。

　うっ。想像していたら気持ち悪くなってきちゃった。

「まあ、言葉で教え込むんじゃなくて、人のにおいに引き寄せられる習性を誰かがうまく使ったんだろう。そういう意味だ」

「ああ、そういうこと……ちょっと納得」

　胸をなで下ろすけど、問題はなにも解決していない。エドガーは長い脚を組み、息をついた。

「結論。お前は誰かに狙われている。もしかしたらあのシャンデリアも、俺じゃなくてお前を狙ったものだったかもしれない。犯人は俺がお前を置き去りにして、ひとりで逃げると思ったんだろう」

「えっ、あれも!?」

　驚く私とは対照的に、エドガーは冷静な顔で話を続ける。

「推測だがな。あんな派手な場所で俺たちが襲われたのは、この結婚が不吉なものだと周りにアピールしよう、という犯人の狙いがあったからだと思わないか？」

　早口で言われても、なかなか頭がついていかない。

　ええと、とにかく、どこかに私とエドガーの結婚をよく思っていない人がいるかも、ということね。私のことを殺してでも阻止したいくらいに。

「犯人に心当たり、あるの？」

「ありすぎて困っているところだ」

　エドガーが深いため息をついて額を押さえる。

「ですよね……」

　センテムが、『自分の娘を、エドガーのお嫁さんにしたがっていた偉い人たちが何人もいた』というようなことを言っていたもの。その他にもラッセルを筆頭に、エドガーがいなくなれば今より王位に近くなる親戚がたくさんいるし。

　敵が多すぎる。エドガーが人間不信になっちゃった気持ちがちょっとわかるかも。

「そういえば、舞踏会にいたピンクのドレスの人を覚えてる？　こんな赤いリボンが胸についてて、髪が茶色い綺麗な人」

　身振り手振りで説明するけど、エドガーは首をかしげる。

「いたっけ、そんなやつ」

　宙を仰いで思考を巡らせているエドガーだけど、なかなか目当ての人の記憶が出てこないらしい。

「いたじゃない。けっこう目立っていたのよ。あなた、どこを見ていたの？」

　責めるように見上げると、エドガーは余裕のある笑みを浮かべる。

「お前しか見ていなかったよ。あのときのドレス姿は見事だった。で、その女がどうかしたか？」

　私しか見ていなかったなんて。エドガーってば……って、前半のセリフにときめいている場合じゃない。

「どうかしたってわけじゃないんだけど、かなり印象深かったな、と……」

　途中で声が小さくなってしまった。

　あの女性、綺麗な顔で私をにらみつけていたのよね。でもそれだけで彼女が犯人だと決める証拠はひとつもない。

「ふうん。心に留めておく」

　エドガーも深くは追究しなかった。

「とにかく、明日は儀式の本番だ。人が多く集まる。その人込みに紛れてまた狙われるかもしれない。注意しろ」

「ええ～っ」

　注意していたって、飛び道具で狙われたりしたら最悪。避けられないわよ。人込みで弓矢や銃を取り出す刺客なんていないと信じたいけど。

　ちょっと楽しみだった結婚の儀が、途端に憂鬱になっちゃった。一生に一度の晴れ舞台が、同時に暗殺現場にもなってしまう心配をしなきゃいけないなんて。

　しょぼんとうなだれた私の頭を、エドガーがぽんぽんと優しく叩く。

「俺がお前を守るから大丈夫だ。明日は一時も俺のそばを離れるな」

　そう言うと彼は、私の額に軽くキスをする。それだけで不安が少し溶けて落ちたような気がした。

「じゃあ、おやすみ。また明日」

　そっとまぶたを閉じる。すると触れるだけのキスが降ってきた。それも、たったの一回だけ。

「続きは明日。たっぷり可愛がってやるから、そんな顔をするな」

　もっと欲しがっている自分にびっくりしながら、目を開ける。エドガーは薄く微笑んでいた。

「もう、からかわないで。おやすみなさい」

　明日からは寝室が一緒になる。夜もお別れすることはなくなるんだ。私もあなたも、明日からはもう寂しくないね。

「お風呂に浮かべてくれたお花、嬉しかった」

　きゅっと手を握って言うと、エドガーの目がますます細くなり、口角が上がった。それだけで胸がキュンと鳴る。

「お前が喜んでくれたなら、あの花たちも本望だろう」

　私は明日、あなたの花嫁になる。困難もあるだろうけど、一緒に乗り越えていこう。ふたりでいれば寂しくない。きっと、大丈夫だから。

　どちらからともなく、握った手をゆっくり放す。エドガーは私の頭をもう一度なで、笑顔を置いて部屋を出ていった。










私たち、結婚します




「王女様、王女様！　起きてください！」

　なによう、まだうっすら明るいくらいじゃない。もう少し寝させてよ……。

「王女様、そろそろ起きていただかないと、結婚の儀に間に合いませんよ！」

　ああ、今日は結婚の儀かぁ。結婚の……結婚の儀！

「はいっ！」

　やっと脳が覚醒した。飛び起きると、ルーシアがきりりとした顔でベッドの脇に立っている。今日もやる気満々の様子だ。

　そうよ、今日はいよいよ結婚の儀当日。エドガーの花嫁になる日だ。




　簡単な朝食を済ませ、聖堂の近くにある控室で準備に取りかかる。コルセットをつけ、パニエをはく。その上から儀式用の純白のドレスが被せられた。

　シルクでできたドレスは、胸の部分に銀色の糸で細かい刺繍が施されている。ハリのある膨らんだスカートの下には、シフォンのふわふわした生地が重なっていた。腰の後ろには同じくシルクの大きなリボンがついていて、トレーンは長く、本番まで引きずらないよう、常に侍女たちが三人がかりで持ってくれている。

　編み込まれた髪をまとめてアップにした頭に、ベールを被る。いつもよりくっきりした化粧をされた顔が隠れた。前の景色が白く霞んだように見える。

「まああ、なんて綺麗なんでしょう。王女様……いえ、もう王妃様ですね。私、感動して泣きそうです」

　完成した花嫁姿の私を見て、ルーシアが鏡を持ったまま頬を紅潮させる。

　王妃様だなんて。なんだかくすぐったい。

「いつもより高いヒールを履いておられますからね、転ばないように気をつけてくださいよ」

「はい。あなたはお母様みたいね、ルーシア」

　ふと、祖国のお母様のことを思い出す。『転ばないように気をつけて』って、何度言われたっけ。

　ボートレイト伯爵がシャイレンドルフを出て二日。初めてこの国に来たときは私もいたし、荷物もあったから、ゆっくり移動してきて丸三日かかったけど、今回はどうかしら。もしかしたらもうアミルカに着いているかもしれない。

　お母様はどういう状況なんだろう。病状は少しでも落ち着いたかな。私が国を裏切ってエドガーの花嫁になると知ったら、余計に悪くなったりして。そんなことはないといいけど。

　ねえ、お母様。私、結婚するのよ。エドガーの妻になるの。

　ドレス姿、見てほしかったな。あとで肖像画を贈っても、きっと喜んでもらえないよね。もう私を許すことなんてないかもしれない。

　ごめんなさい、お母様。きっとお母様はこんな風にするために、私を育てたんじゃないのにね。役に立たない娘だと思っているでしょう。

「王妃様……どうされました？」

　ルーシアに話しかけられてハッとする。

　いけない、いけない。ちょっと感傷的になっちゃった。

　祖国を捨ててもエドガーについていく。そう決めたのは自分だもの。めそめそしてちゃダメ。

「ボートレイト伯爵も見たかったでしょうね、王妃様の晴れ姿を」

　改めてボートレイト伯爵のことを思い出してしまい、めそめそしないと決意したばかりなのにもう泣きそう。

「うわーん、やめてよ～」

　まだ儀式が始まっていないのに今から泣いていたら、化粧が崩れてしまうじゃない。

　椅子に座ったままバタバタしていると、がちゃりと音がして、控室の扉が開いた。

「王女様、そろそろお時間です」

　入ってきたのは、今日もいかつい顔のセンテムだった。いつもきりっとしている彼だけど、私の姿を見ると優しげに微笑む。

「これはこれは。普段とは別人のようにお綺麗ですね。陛下が羨ましい」

　恥ずかしそうに、もそもそとお世辞を言うセンテム。

「いつもは綺麗じゃなくて悪かったわね」

「ええっ。そ、そんなわけないじゃないですか。あのですね、今日はいつもより大人っぽいというか、ええと」

「はいはい、もういいわよ。エスコートよろしくね」

　履き慣れない高いヒールを履いているので、転ばないようにセンテムの腕を借りる。侍女たちがトレーンやベールを手分けして持ち上げた。




　結婚の儀を行う聖堂は宮殿の敷地の端にある。参加するのは王族や貴族、ごく一部の使用人、近隣諸国の来賓といった限られた人々。市井の人々が入ることはできない。その代わり、儀式を終えたあとは宮殿の噴水庭園を開放し、誰でも入ることができるようになる。幸せのおすそ分けとして、無料でお土産みやげを配ることにもなっている。その中身はパンやお菓子、干し肉に数枚のコイン。

　これはエドガーが、戦争で傷ついた人々に少しでも喜んでもらおうと考えたこと。今までの伝統では王族は貢ぎ物をもらうだけだったから、一部の貴族からは反対意見もあったそう。

　そりゃあ外国のお客様のおもてなしの準備もあるし、そんなものまで用意していたら、私のドレスを一緒に考える暇なんてないわよね。最初の頃に、放置されていると怒っていた自分が恥ずかしい。

　緊張しながらゆっくり足を進めると、ドーム型の聖堂の前にたどり着く。その扉の前には、親衛隊を引き連れたエドガーが立っていた。

　その姿に息を呑む。絹でできた光沢のある軍服は白。いつもの黒のアクセントがついたものではなく、全身真っ白だ。ボタンや袖の折り返しと、襟の部分の装飾が金色に光っている。頭には髪の色とおそろいの黄金の王冠があり、たくさんの宝石がちりばめられている。

　右肩から胸には金色の飾緒が。腰では儀式用の細い剣が白い鞘に納まっていた。白いマントの裾には、金の糸で細かい刺繍が施されている。

　全身から発光しているように陽光を受けて光り輝くエドガーに目を奪われて、声を発することもできない。

　ブルーの瞳がこちらを捕らえる。私に気づいたエドガーが眩まぶしい笑顔で近づいてきた。センテムの腕を放すと、エドガーが代わりに手を差し出す。

「驚いた。天使かと思った。とても美しいよ、ミリィ」

　私の手を取って、グローブ越しに甲にキスをするエドガー。

「あ、あ、あなたの方がよっぽど綺麗よ……！」

　壁画で見る神様よりも神こう々ごうしくて立派だわ。そんなバチ当たりなことを思っちゃいけないだろうけど、でも、普通の人間には思えない。

「本当に素敵よ、エドガー。あなたのような輝かしい人、初めて見たわ」

　手を預けたまま言うと、エドガーは虚をつかれたような顔をして、次の瞬間に周りのみんなが笑いだした。

「な、なによぅ」

「そりゃあ、花嫁が新郎を褒めちぎるからだろ。本来、お前の方がみんなに称賛されてしかるべき立場なのに」

　くすくすと笑うエドガー。

　どうしてよ。女の方から男の人を褒めたっていいじゃない。

「素直な感想なのに」

　でもやっぱり、男の人に『綺麗』なんて言うのは失礼だったかしら。

　口を尖らせると、エドガーがさらに笑った。

「絶対にお前の方が美しいよ、ミリィ。間違いなく世界で一番だ。どんな花より宝石より輝いている」

　今度はベール越しに頬にキスをされた。それまで緊張でドキドキしていた胸が、余計に跳ねた。

「こんなに美しい花嫁をもらえるなんて、俺は果報者だよ」

「あなたに言われてもねぇ……」

　どう考えたって、私よりエドガーの方が大天使みたいなんだもの。

「そこは信じてほしいな。本当に、お前に出会えてよかったと思っているんだ。この日を迎えられて嬉しい」

　そう言うエドガーの顔は思いきり崩れることはない。いつもの冷静な表情から少し目が細くなり、口角が上がっているだけ。それだけだけど、彼が本当に喜んでいるのが伝わってきた。あなたが嬉しいなら、私も嬉しい。

　ねぇ、エドガー。私と出会って、人生はまだ捨てたものじゃないなって思ってくれている？　これからもっと、幸せだと思える瞬間が増えるといいね。そんな風に感じられる相手と出会えて、私も幸せだよ。

「さあ、行こう。段取りは覚えているな？」

「ええ」

　いよいよだわ。緊張で声が震えた私の手を放し、代わりに腕を差し出すエドガー。

「周りは気にしなくていい。俺だけを見てろ」

　うなずき、ふたりで歩きだす。時計をにらんでいたルーシアが『今だ』と号令を出すと、親衛隊が聖堂の巨大な木の扉を開いた。荘厳な楽隊の音楽が外にまで流れだす。

　中央の通路は、人が二十人くらい横に並べるほどの幅がある。その両側に長椅子がずらりと並んでいた。総勢二百人ほどの参列者が一斉にこちらを振り返る。

　ふたりそろって一礼し、ゆっくりと中央の通路を歩く。いつの間にかトレーン部分を持ってくれていた侍女たちはいなくなり、ずしりと全身が重くなった。

　自分たちに視線が集中する。緊張で、たちまちドレスの中は汗びっしょり。けれどなぜか顔だけはさらさらしていた。平気な表情を作り、前だけを見て歩く。

　参列者は儀式の途中で無駄話をしてはいけないという決まりがあるからか、聖堂の中は静まり返っていた。けれど二百人分の息遣いが聞こえるようで、結局緊張する。

　ここで間違ったら大恥かいちゃう。しっかりしなくちゃ。

　転ばないように注意して歩き、足が痛くなってきたところで、やっと神官が立つ説教台の前にたどり着いた。

　大きな赤い帽子と白いローブを被った老年の神官の背後には、見事なステンドグラス。一見紫色だけど実は七色に輝く国花・フェロミアが何百輪と一面に描かれている。

　今日初めて聖堂に入ったので、このステンドグラスを見るのも初めて。なんて綺麗なんだろう。

「おい、ぼんやりするな」

　ぼそっと耳打ちされて、ハッと我に返る。いけない、ステンドグラスに見とれている場合じゃなかった。

「では、ただ今より、シャイレンドルフ国王エドガー陛下、並びにアミルカ王女ミリィ様の結婚の儀を執り行います」

　神官の合図で、私たちの前にティアラが運ばれてくる。それはエドガーが被っているものよりひと回り小さく、華奢で白っぽい色をしている。金と銀を混ぜたような色で、様々な宝石をちりばめられたそれは、ステンドグラスを透過した日の光を反射し、キラキラと輝いていた。

「王妃の証あかしを、ミリィ王女に」

　そう言われて膝を曲げる。頭を低く下げると、エドガーが私のベールを顔の上に上げ、後ろに折り返す。そして白金のティアラをそっと私の頭にのせた。

　軽やかそうな見た目よりもずっと重い。それでもぐっと背中と首をまっすぐに伸ばすと、ふたりで神官に向き直る。

「天におわします我らが神よ……」

　うんたらかんたらと神官が神への祈りの言葉を唱え始める。誰も言葉を発さず、真剣にその言葉を聞いているようだった。

「では、国花をこれへ」

　祈りの言葉のあと、長い説教が終わって、やっとフェロミアの出番。私が摘んできたフェロミアは、水を張ったガラスの美しい器に入れられて現れた。まだみずみずしい花弁を持つそれを、エドガーがつまみ上げる。

　王妃が摘んだフェロミアの蜜を国王が口に含めば、その国王の治世は繁栄するという言い伝え。その通りに、ゆっくりとエドガーがフェロミアを掲げる。優しくキスをするように紫色の花弁に口をつけると、花の中央から黄金色の蜜がひと筋、エドガーの唇へ流れていった。

　こくりとそれを飲み干すと、エドガーはフェロミアを胸の前に下ろす。私はそれに手を添えた。ふたりでゆっくりと、説教台の右奥にある、神への贈り物をどっさりのせた祭壇へ歩みを進める。そこに金色の平べったい皿があった。上には水を含ませた土と草で作った四角い塊がのっている。

　エドガーと協力し、そこへフェロミアの茎を刺す。参列者からも見えるようにフェロミアが固定されると、一歩後退して祭壇に頭を下げた。

「これで、おふたりの治世の繁栄は約束されました」

　神官の言葉で、盛大な拍手が湧き起こる。私たちは説教台の横に移動した。結婚宣誓書にサインし、神官の前に戻る。

「陛下、王妃様に誓いのキスを」

　さっきの長い説教の中で、『ふたりは調子のいいときも苦境に立たされたときも、お互いを愛して幸せに暮らしなさいよ』というくだりがあったっけ。つまり、そうやって頑張ります、っていう誓いのキスね。

　ゆっくりと向かい合う。恥ずかしがっている場合じゃないけど、こんなにたくさんの人がいる目の前でキスをするのは、とてつもなく照れくさい。

　けれど覚悟を決めてまぶたを閉じ、あごを上げる。すると、エドガーの両手が私の肩を優しくつかんだ。

　そっと唇が触れる。温かいなにかが胸に流れ込んでくるみたい。

　これで、あなたの妻になれたのね、エドガー。もう意地を張ったりしなくていい。素直に甘えていいんだよね。氷のように冷たい今までの孤独は、一緒に温めていこう。いつかきっと氷は溶けて、暖かい春が来るはずだから。

　これからも大変なことがたくさんあるだろうけど、あなたを支えられる人間になれるように、私も頑張るから。私がくじけてしまいそうなときは、そっと手を繋いでね。

　お願いよ、エドガー。こんな弱くてなにもできない私だけど、ずっとずっと一緒にいてね。

　何秒かキスをしたあと、エドガーはまたそっと離れていった。

「ここに神は、おふたりを夫婦として認められました。皆様、再び盛大な拍手を」

　ふたりで振り返ると、参列者から会場が割れんばかりの拍手が贈られた。

　よかった、間違えずにできた。

　ホッとしてエドガーと腕を組み、通路を出入口に向かって歩きだす。一番近いところにラッセルが立っていた。こちらに向かって笑顔で拍手をしてくれている。

　意外だけど、祝福してくれているのかな。どうか、儀式が終わるまでなにも悪いことが起きませんように……。

　聖堂のちょうど半分まで来たとき、通路に近い席で、財務大臣のオーケンが真顔で拍手をしていた。この人は私を嫌っているみたいだから、笑顔にはなれないわよね。

　視線を合わせないように通り過ぎようとしたとき――。

「あっ」

　オーケンの横に、舞踏会のときのピンクのドレスの女性がいるのを見つけた。彼女はオーケンと近い人なんだろう。でなければこの位置にいられないはず。もしかして、娘さん？

　よそ見をしていたら、急に体が床に引っ張られてびっくりした。自分でドレスを踏んで、つんのめったのだと気づいたときに、さっと目の前に長い腕が差し出された。

「きゃあっ」

　床に沈没する前に、エドガーが抱き留めてくれる。

　た、助かった。胸をなで下ろすと、あちこちから笑いが起きた。

「なんて可愛らしい花嫁さんでしょう」

「ええ、まだ少女のようですね」

　……子供扱いされてる……。

「バカ。最後まで気を抜くなよ」

　人生で一番輝く日のはずなのに、エドガーにダメ出しされてしまった。恥ずかしさで泣きそうになりながら、なんとか最後まで歩ききろうと一歩踏み出した。

「ん？」

「なにか……」

　変なにおいがしない？

　鼻の奥に、つんと突き刺さるような刺激臭。エドガーが後ろを振り向く。つられて振り返ると、通路に広がったドレスのトレーン部分に大きな丸い穴が開いていた。そこだけ溶けているみたいに見える。

「えっ！」

　なにこれ!?　いつの間にこんな風になったの。さっき転びそうになったとき？　でも、躓つまずいただけでこんなに大きな穴は開かないわよね。

　異臭に気づいた参列者たちからどよめきが起きる。エドガーは取り乱すことなく、腰につけていた儀式用の剣を抜いた。

「動くなよ、ミリィ。なにかの薬品をかけられたようだ。触ると皮膚がただれるかもしれない」

「は、はいっ」

　そう言われたら下手に動けない。エドガーを信じ、手を体の側面にびしっと当てて直立する。するとエドガーがドレスをつかみ、溶けて穴が開いているトレーン部分をばさりと切り落とした。だけど、異臭が消えるわけじゃない。無残に裂けた裾と、異臭を放つ切り落とされたドレスの残骸。参列者のどよめきは一層大きくなっていた。

「ひどいことを……。何者のしわざだ？　早く名乗り出ろ！」

「不吉な……」

　誰がこんなことを？　エドガーと私の結婚自体が不吉なものだっていう印象になっちゃう。そんなの、ダメなのに。こんなに人がいるにもかかわらず、気づかれないように薬品をかけるなんて。もしかして、さっき私が転びそうになったときのどさくさに紛れて、こんなことをしたのかしら。

　おろおろするばかりの私の前に、ひとりの人が飛び出してきた。

「ラッセル？」

　彼はトレーンの溶けていない先の部分から、ドレスをくるくるとまとめていく。どうしてそんなことを。

「ラッセル、触ったら危ないわよ」

　声をかけると、私を守るようにエドガーが前に出た。

「まさか、お前が……」

　鬼のような形相でエドガーがラッセルをにらむ。今にも斬り捨ててしまいそうな勢い。その腕をつかんでぐっと止めた。

　せっかくの結婚の儀なのに。この上、刃にん傷じょう沙汰なんて本当にごめんこうむるわ。

　息を呑んでラッセルを見守っていると、彼は自分が被っていた丈の高い帽子を脱いだ。そしてその中にドレスの切れ端を突っ込んでいく。

「タネも仕掛けもありません……」

　え？　なにそれ。どうするつもりなの、ラッセル。

「いち、にい、さん！」

　ラッセルが持っていたステッキで帽子のつばを叩くと、中から白い花がぶわっと咲き乱れて零れ落ちた。

　勢いよく飛び出した花弁が、私とエドガーの頭の上から降り注ぐ。ついでに花のいい香りが煙のように立ち込め、異臭も綺麗に消えてしまった。まるで魔法みたい。

　呆気に取られて口をきけなくなった私たちの代わりに、ラッセルがいつもの軽い口調で話しだす。

「ご心配おかけしました。これは弟の俺から両陛下へのサプライズプレゼントです」

　は……？　そんなの、聞いてない。相手に事前に知らせないのがサプライズというものだろうけど。

「だからって、神聖な聖堂で王妃様のドレスに穴を開けるなんて。非常識にもほどがある」

「ラッセル様、おふざけが過ぎます」

　周りの王族たちから責められるラッセル。だけど彼はどこ吹く風で、ちろっと舌を出すだけ。

「みんな、静まれ」

　エドガーの声で、聖堂全体が静まり返る。彼はラッセルをまっすぐ見つめた。その目にはもう、怒りの色はなかった。

「かたじけない、ラッセル。素晴らしい贈り物だ。ありがたく受け取ろう」

　国王であるエドガーがそう言えば、もう異を唱える者はいない。私たちは参列者に礼をして、再び歩きだした。

　ラッセル、あなたがドレスに穴を開けたの？　違うわよね。

　薬品をかけられたのであろう場所は、通路のちょうど真ん中くらいだった。最前列にいたあなたがやったなら、もっと早く気づいたはずだもの。

　ちらりと後ろを見ると、ラッセルはまだ偉そうなおじさんたちに怒られていた。

　ラッセルは私を気に入っていると言ってくれた。きっと、誰か違う人が薬品をかけたのよ。通路に近いところにいた誰かが。そしてラッセルがそれを助けてくれた。

　大きな拍手を贈られながら、まだこの宮殿に来たばかりのときに、エドガーに食べさせようと毒入り菓子を作っていたときのことを思い出す。ラッセルと初めて会ったときのことだ。彼は花を出す手品を見せてくれた。

　助け方がかなり不自然だったけど、お調子者で手品が趣味のあなたのことだもの。誰かを驚かそうとして、帽子に手品のタネを仕込んでいたのよね。

　それにしても、結婚の儀まで邪魔するなんて……私を殺そうとした人と同じ人がやったのかしら。

　目の前にいる参列者たちはみんな笑顔で、この結婚を祝福してくれているように見える。それなのに、いくら私とエドガーの結婚が気に入らないからといって、誰に見られるかわからないこんな場所で犯行に及ぶとは。それほど私を憎んでいるの？

「ミリィ、余計なことを考えるな。俺のことだけを見ろと言っただろ」

「ええ……そうね、ごめんなさい」

　こんなところで考え込んじゃいけない。今日は全国民に向かって微笑んでいなきゃ。愛する人と結婚できたことを喜ばなきゃ。

　ぎいぃ、と外から扉が開けられ、参列者の方を振り返り、もう一度礼をして聖堂を出る。するとルーシアが駆け寄ってきた。

　バタンと背後で扉が閉まる。その瞬間、崩れ落ちそうになった。

「な、なんとか終わった……」

　まさか途中でドレスに穴が開くなんて。異臭がしたときは一瞬、毒薬が撒まかれたのかと思って肝を冷やしたわ。怖かった。

「怪我はないか？」

　心配そうに覗き込んでくるエドガー。

「ええ、大丈夫」

　火を点けられたりしたらさすがに危なかっただろうけど、薬品は幸い、床に広がるトレーン部分に穴を開けただけ。他の被害はなくて済んだ。

「犯人は許さない。全て終わってから徹底的に調査してやる。あとでラッセルにドレスの切れ端を返してもらわなければ」

　ぎりりと奥歯を噛むエドガー。自分が殺されかけたときはそんな顔をしなかったのに。私のために怒ってくれている。

「あとのことはあとで考えましょう。今日はもっと素晴らしい日にしたいわ」

　私だって誰があんなことをしたのか、ものすごく気になる。これ以降もなにか起きるかもしれないと心配もしている。でも、今日はせっかくの晴れ舞台だもの。できれば楽しい思い出にしたいじゃない。

　にこりと笑ってみせると、エドガーの表情もだんだんと和らいだ。彼は咳払いをすると不敵に微笑む。

「そうだな。その通りだ。せっかく愛おしいお前を妃に迎える日だ。行くぞミリィ。国民が待っている」

　このあと、宮殿の中央の建物にある一番大きなバルコニーに出て、噴水庭園に集まった国民たちに、この姿をお披露目するという役目がある。しかもバルコニーの手前の広間で、来賓たちのお酌を受けて挨拶をしなくてはならないので、なかなか忙しいんだから。他のことを考えている暇はない。ドレスはすぐに着替えられる。気分を変えよう。

　歩き慣れない靴でよちよち歩いていると、横を歩いていたエドガーが突然すぐ後ろに立った。

「失礼、王妃」

「えっ」

　エドガーの美しい横顔が目前に迫ったと思ったら、ふわりと体が浮いた。なんと、この重たいドレスを着た私を軽々と抱き上げている。

「ちょ、ちょ、ちょ……」

　取り巻きのセンテムやルーシアが生暖かい目でこちらを見てるってば！

　恥ずかしいので下ろしてもらいたいけど、落とされると怖いので、結局エドガーの肩に抱きつくしかない。

「この方が早いな」

「ちょ、恥ずかしいんだけど」

「いいじゃないか。今日くらいはお前を抱いたまま歩かせてくれ」

　なに、その恥ずかしいセリフ。

　熱くなった頬にキスをして、エドガーが遠巻きに見ていたみんなに声をかける。

「皆の者、まいるぞ」

「はい、国王陛下！」

　誰もツッコまないし～！　っていうか、国王に『見ていて恥ずかしいのでやめてください』なんて誰も言えないわよね。仕方ない。今日くらいは陛下の言うことを聞くとしますか。

　注意が入らないのをいいことに、遠慮なくエドガーに寄り添った。彼の腕はすらりとした見た目よりも力があって、とても安心できた。




　宮殿の中を通り、噴水庭園の正面にある建物へ。控室で着替えると、階段を上がって宮殿で一番大きなバルコニーへ。手前の広間で、もう外のざわめきが聞こえてきた。ちなみに式の参列者たちは、このバルコニーに面している広間で食事の予定。

　もう少ししたら、来賓たちがゆっくり集まってくるだろう。広間の壁際にテーブルが置かれ、何種類もの料理やお酒が運ばれてくる。それぞれ好きなものを取って自由に食べられる立食形式になっていた。

「どうぞ、陛下」

　センテムがバルコニーに面した扉の取っ手に手をかける。エドガーがうなずくと、扉がゆっくりと開かれた。エドガーにエスコートされ、バルコニーに出る。そこは意外に広く、私たちが座るための椅子が並べられていた。

　ふたりでバルコニーに出ると、足元から拍手と歓声が湧き起こる。

「わあ……！」

　入口が見えないくらいの広大な庭園の中に、国民がところ狭しと立ってこちらを見ている。

「国王陛下、万歳！」

「新王妃様、万歳！」

　国民たちは興奮した様子で、こちらに手や小さな国旗を振る。宮殿が揺れそうなほどの熱気が伝わってきた。

「ミリィ、手を振り返して。美しいお前が手を振ってくれるのをみんなが待っている」

　エドガーが優雅に手を振る。それを真ま似ねして笑顔で手を振ると、わああっ、とひときわ大きな歓声が上がった。

「お美しい王妃様、万歳！」

　国民たちが私を歓迎してくれている。敵国の王女だった私を……。

　もちろん、そんな人ばかりじゃないだろう。ひと目見てやろうと興味本位で来ただけの人もたくさんいるはず。私を殺してこの結婚を阻止したい人だっているんだもの。

　だけど笑顔で手を振ってくれる人々の顔を見ていたら、そんなのどうでもよくなってきた。こんなに心の温かい人たちがいる。この人たちのためにも、いい王妃にならなきゃ。

　しばらく手を振っていると、庭園の中央にある噴水の前に設置された舞台で、踊り子たちが舞い始める。宴の始まりの合図だ。庭園中に歌や楽器の音が溢れ、お酒や食べ物のいいにおいが立ち込めた。国民も踊り、無料で振る舞われるお酒を飲む。子供たちにはお菓子が配られた。

「みんな楽しそうね。よかった」

「敵国から来たという王妃が予想以上に愛らしかったから、興奮したんだな」

「もう、冗談ばっかり」

　エドガーったら、最近私を褒めすぎ。きっとみんな、戦争の時期がつらかったのよ。この結婚でシャイレンドルフとアミルカが友好的な関係になったと思ったから、盛り上がっているんじゃないかしら。

「本気なのに。その深紅のドレスも、薔ば薇らの髪飾りも似合っている。どこからどう見ても立派なシャイレンドルフの王妃だ」

　エドガーはいつになく上機嫌で、国民みんなが見ている前で私の肩を抱き寄せ、頬にキスをする。広場の方から大歓声が湧き起こった。恥ずかしいけれど、この瞬間がとても幸福でかけがえのないものに思える。

　シャイレンドルフのみんなのためにも、もう二度と戦争なんてしちゃいけないわ。アミルカとの交渉、エドガーと一緒に頑張らなきゃ。

　真面目に王妃としての役割について考えていると、エドガーも突然、真面目な顔で腕組みをして言う。

「本当は、あの噴水の水を果実酒にして流してやろうかと思ったんだが、衛生面の問題もあるし、何者かが毒を入れるといけないとセンテムに諭されてやめた」

「冗談はそれくらいにして……」

　力を入れていた全身から思いきり脱力する。

　最近、嫌な事件が多いし、そういう心配もわかるけど。そもそも噴水からお酒を出すのは変よ。ほこりが入るから誰も飲まないだろうし、噴水の石に色もつくからやめましょう。

「はは。さすがの俺も浮かれているらしい」

　バルコニーにもたれかかるようにして国民の様子を眺めていたエドガーが、こちらを見て微笑む。

　なにそれ。私と結婚できて嬉しいってことだと思っていいの？

　破壊力抜群な笑顔に見とれていると、背後から声をかけられる。

「両陛下、広間のソファにおかけになってください。来賓の皆様がおいでです」

　どうやら近隣諸国のお客様たちが挨拶に来てくれているみたい。私たちはすぐバルコニーに出られる位置で、外に向けて斜めに置かれたソファに並んで座り、お客様の相手をする。それが一段落したら、王族や大臣たちからの祝辞の嵐で、のんびりする暇は全くなくなった。

「王妃様、どうぞ」

「申し訳ないが、王妃はあまり酒が強くないのです。私が代わりにお受けしましょう」

　エドガーはそうやって、お酒に弱い私の代わりにお客様のお酌を全部受けて、かなりの量を飲んでいた。きっと私の体調を考えてくれているのよね。

　いくら飲んでもエドガーの表情は涼しいまま。毒に強いついでに、お酒にも強かったとは。




　にぎやかな祝宴は夜まで続いた。最後には宮殿の裏の山から花火が打ち上げられ、国民たちはみんなキラキラした目でそれを見ていた。バルコニーからは、宮殿の屋根が邪魔でよく見えなかったのが残念だった。

　代々の王は三日もこの宴を続けたそうだけど、まだ戦後間もないということもあり、私たちの宴は今夜で終わり。ここでなにも事件が起きなくてよかった。国民を巻き添えにすることもなかったし。どうかこのまま平和に暮らせる日が長く続きますように。

　国民たちの祝福を受けてますます輝くエドガーの横顔を見ながら、そう祈った。




　花火が終わり、辺りが暗闇に包まれる前に退席するよう促された。まだ庭園に残っている国民から拍手を贈られつつ、広間の中に入る。

　そこにいた偉い人たちと挨拶を交わしながら廊下の方へ向かおうとすると、広間の隅っこにひとりでいるラッセルの姿があった。誰とも一緒じゃなく、ぽつんとしている姿は少し寂しそう。

「やっと終わったな。お疲れさん」

　私たちが退席していくのに気づき、ラッセルが近づいてきた。口元は笑っているようだったけど、いつもと様子が違う。

　かなりお酒くさい。飲みすぎて気持ち悪くなっちゃったのかしら。

「調子が悪い？　それとも疲れた？　そうだ、さっきはありがとう」

　次々に話しかける私の横で、エドガーが咳払いした。ラッセルと話してほしくないという意味だろう。

　でも、いいじゃない。彼は聖堂で、私たちがごまかしきれなかった場面を助けてくれたんだもの。

「可愛いお姫様が兄のものになってしまったから、落ち込んでいただけ」

「またそんな冗談を……」

「本気だよ。エドガーはいつも俺から、なにもかも奪っていく」

　ラッセルの顔から笑みが消えた。エドガーとにらみ合うように視線を絡ませる。そばにいたルーシアやセンテムも、私と同じようにハラハラした顔をしていた。

「父からの愛情も、国民からの愛情も。王位も、可愛いお姫様も、全部。俺はなにをやってもエドガーに敵わない。エドガーよりうまいのは手品くらいさ」

　悔しそうに眉間にシワを寄せるラッセル。彼のこんな顔を見るのは初めてだった。

「こんなに出来のいい兄を持った俺は不幸だよ。ま、途中でやさぐれて努力しなくなった俺も悪いんだけどさ」

「でも、あなたが手品を得意だったおかげで、私は助かったわ」

　自分で言いながら、全然フォローになっていないと感じる。ラッセルはいつもの、なにを考えているのかわからない笑顔に戻ることはない。

「ラッセル様、酔っていらっしゃるのですね。誰か、お部屋までお連れして」

「俺は正気だよ。大丈夫、ケンカしたりはしないさ。幸福な兄に愚痴を言っているだけじゃないか」

　なんとか穏便にラッセルを退場させようとしたルーシアだけど、それ以上は強く言えないらしく、黙ってしまった。

「……私がお前から全てを奪っていくだと？」

　今度はずっと黙っていたエドガーが口を開いた。一層重い緊張が走る。

「お前こそ、私から奪っていったじゃないか。私が一番欲しかったものをひとり占めにしていた」

　それはきっと、母親の愛情。ラッセルのお母様……前王妃は戦時中に亡くなってしまったけど、エドガーに比べれば母親と一緒にいられた時間は長かったはずだ。エドガーはラッセルが生まれて、自分の居場所がなくなったと感じていたのだろう。

「じゃあ、お互い恨みっこなしね。仲直りしましょうよ。今日からは兄弟仲よくやっていきましょう。ね」

　にらみ合うふたりの間に入り、片手ずつ取って無理やり握手させようとする。しかし同時に振り払われてしまった。やっぱり無理か。

「やめろよ、気持ち悪い」

「そうだ。ふざけるな」

　ふたりに同時に怒られた。すると、センテムがぷっと吹き出す。

「なんだ」

「なんだよ」

「いえ、失礼いたしました。おふたりとも怒り方がそっくりだなと思いまして」

　確かに。このふたり、意外と気が合いそう。つられて私も吹き出した。

「ねぇ、こんな日にケンカなんてよしましょう。いきなりは無理かもしれないけど、きっと私たち、いい家族になれるわ」

　お酒のおかげか、ラッセルの本心が聞けたような気がする。

　あなたはきっと、エドガーに劣等感を抱いてきたんだよね。王位を継承できなかったことをお母様に申し訳なく思って、悩んだこともあるでしょう。

　私だってこんなに美しくて、文武両道の兄がいたらきっとやさぐれていたわ。私は全然完璧じゃないもの。あなたの気持ちがわかるわ、ラッセル。暗殺に手を貸すなんて言ったのも、本心じゃなかったと信じる。

　私たち、きっとみんな寂しかっただけなのよ。誰かを恨んだりして、それをごまかしたかっただけ。エドガーだって、そう気づいているはず。

「あーあ、エドガーはいいよな！　こんな可愛い奥さんもらってさ～」

　私の言葉にうなずかず、ラッセルはそっぽを向いてしまう。

「幸せになれよ、お姫様。俺も他で可愛い奥さんを探すわ」

「ラッセル……」

　背中を向けていた彼が、くるりと振り向く。

「けど、またエドガーを殺したくなるほど憎むことがあったら、そのときは俺のところに来いよ、な」

「ちょっ……！」

　彼は可愛くウインクをしてみせる。

　ちょっと。セリフが物騒すぎるわよ。それに、『また』は言っちゃダメでしょ。

　ハラハラしたけど、周りは特に不審に思わなかったみたい。ホッと息を漏らすと、急に後ろから引き寄せられた。

「お前なんかに渡すか。殺されるくらい憎まれても、ミリィを手放す気なんてないからな」

　エドガーが私を抱き寄せ、子供のようにべーっと舌を出す。

　なんなのよ、この兄弟。大人げないったらありゃしない。しかもまだ周りに人がいるのに。

「あーあ、そうかよ。やっぱりエドガーなんて、さっさと殺しておけばよかったな」

　またも物騒なセリフを残し、ラッセルは私たちに背中を向けた。その瞬間。

「私だって決してお前のことを好いてはいないが、昼間のことは感謝している。ありがとう」

　不意打ちでエドガーがお礼を言うものだから、ラッセルもぴたりと動きを止めてしまった。

「……いいって。せいぜい仲よくな」

　ラッセルはこちらを振り向かず、ひらひらと手を振りながら退場していった。広間を出ていく瞬間の彼の横顔が、少し赤くなっていたように見えた。

「あいつ、いきなり俺を助けたかと思ったらケンカを売ってきたりして変なやつだな」

　エドガーがこっそり私に耳打ちをした。

「きっと、おめでとうが素直に言えなかっただけよ」

　そして、あなたも一緒よ。本当は兄弟でわかり合いたいくせに、素直じゃないんだから。

「……そういうことにしておいてやろう」

　ぐりぐりと頭をなでられる。エドガーの声が少しはずんでいるように聞こえて、なんだか温かい気持ちになった。そんな私たちに、ルーシアが声をかける。

「陛下、そろそろ王妃様の準備がありますので」

「そうか。それは急がなきゃな」

　すっ、と私の頭から手を放すエドガー。

　準備って、なんの？　もう儀式も宴も終わったじゃない。あとはお風呂に入って寝るだけ……。

「王妃様、こちらへ。では陛下、のちほど」

「ああ、頼む」

　エドガーは私を置いて、すたすたと先に行ってしまう。

「ねぇ、これからなんの準備があるの？」

　誰もいなくなった広間から、エドガーとは別の方向に連れていかれる。途中で尋ねると、ルーシアは信じられないというような顔で私を見た。

「王妃様！　今夜は大事な初夜でございますよ！」

　あ……ああ！　そうだった！　昼間のことでいっぱいいっぱいで忘れてた！

　一気に緊張が高まる。

　どうしよう。逃げ出したい。けど、逃げられるわけない。あああ……。

　未知の世界への不安が押し寄せる。

「大丈夫です。陛下が優しく導いてくれますわ」

　ルーシアがきっぱり言った。私の気持ちを見透かしているみたい。

　そっか、そうかも。エドガーに任せておけば大丈夫よね、たぶん。

　そう自分に言い聞かせるけど、一度暴れだした心臓はなかなか静まらなかった。




「では、私はこれで失礼いたしますわね、王妃様」

　ルーシアが支度を済ませた私を、寝室にひとり置いていってしまう。前国王と王妃のものを模様替えしたという寝室は、真新しい壁紙と絨毯のにおいがしていた。

　今夜からここで、毎晩エドガーと一緒に寝るのね。ふたり用の大きなベッドが部屋の奥にある。それも新しいものだとルーシアが言っていたっけ。

　その手前にエドガーが立っていた。ガウンの隙間から鎖骨が覗いている。

「おいで」

　私を手招きするエドガー。新品のシルクの寝間着の上にガウンを羽織り、昼間とは対照的なぺたんこの靴を履いた私は、ぎくしゃくと彼に歩み寄る。

「右手と右足が一緒に出てる」

　笑いながら、エドガーは近づいた私の手を握った。

「待ちきれない。早くお前の全てが欲しい。お前とひとつになりたい」

　そう言うと、さっと私を横抱きにする。昼間にされたときとはドレスの重量が違う。そのせいか、私はあっという間にベッドに仰向けに沈められていた。

　もっと昔は、使用人が王と王妃の夜の営みを近くで見守っていた時代もあったという。きっと、使用人を人間とは思わなかった時代だったんだろう。今はそんなこともなく、完全にふたりきり。

　エドガーは私が求めるまでもなく、ベッドサイドにあったランプの火を消した。部屋の中はところどころでぼんやり光る蝋燭の灯りだけになる。視界が暗くなると、ドキドキしていた胸が余計に苦しくなった。

「こんなことで硬くなっているのか？　何度も人を殺そうとしたやつが」

　今そんな意地悪を言わなくても。誰だって初めてのことは緊張するわよ。

　いっぱいいっぱいな私の気持ちも知らず、エドガーはくすくす笑う。

「当たり前じゃない。初めて愛した人と、初めて夜を共にするのよ。そりゃあ、硬くなったりもするわ」

　エドガーを刺そうとしたあのときも、自分の方が死んでしまいそうなほど張りつめていた。けど、そのときの緊張と今の過敏な状態とは全然別物だ。

「初めて、か。いい言葉だ」

　カチコチになった手足を器用に曲げられ、着ているものを脱がされる。一糸まとわぬ姿になると、エドガーの唇が私の唇を塞いだ。両手を繋がれ、体を隠す余裕もなかった。

「……綺麗だ。隠さなくていい。もっと見せてくれ」

　暗闇で光る青い目が細くなる。優しく微笑んだエドガーが私を見下ろしていた。無駄な肉がついていない引きしまった体躯から目を逸らす。

　ダメだ。美しすぎて直視できない。

「お前が静かだと、なんだか変な感じがするな」

　だって、こんなときになにを話せって言うのよ。

　戸惑いと恥ずかしさで泣きそうになった。

「楽にしろ、ミリィ。大丈夫だから。そんな顔をしなくていい」

　エドガーが強張った体に大きな手を這わせる。

　ああ。とうとう私、エドガーと本当の夫婦になるんだ。

　そんな嬉しさもあり、未知の感覚に襲われたせいもあり、だんだんと緊張が和らぐ。

「愛している。愛している、ミリィ」

　私の胸に顔をうずめるエドガーの髪をなでる。母親に甘える子供をあやす気分になったのもつかの間、すぐにそんな余裕はなくなった。美麗な見た目よりも男らしい、筋肉のついたしなやかな体にしがみつく。

　寄せては返す波に揺られているような錯覚に陥り、いつしか意識は体から遠く離れていった。




　コンコン、と部屋の扉をノックされる音で目を覚ます。

「両陛下、起床のお時間です」

　うーん、とベッドの中で伸びをする。その瞬間、右手がなにかに当たった。

「いてっ」

「えっ、あ」

　手ごたえがあった方を見ると、エドガーが起きたての顔をしていた。どうやら右手が彼の顔に当たっちゃったみたい。

「やったな」

　エドガーはいたずらっ子みたいな顔をすると、私の脇をくすぐる。

「あはは、やめて～」

　くすぐったさに悶えていると、その手はますますいたずらっ子になっていく。私が背中を向けると、いつの間にか前に手を伸ばして私の胸を包み、やわやわと指を動かしたかと思うと先端を刺激する。

「や、ちょっ……！」

「起きたくない。ずっとこうしていたい」

　耳元でそんなことを言われたものだから、体の中心が疼うずいた。

　そっか、私、昨夜エドガーと……。

「そんなことを言ってたらダメでしょ、国王陛下」

　私だって、もっとふたりでゆっくり過ごす時間が欲しい。でもエドガーは国王だもの。新婚だからってだらしなくしていたら、国民に愛想を尽かされちゃう。

「だな。名な残ごり惜しいが、起きるとするか」

　二度目のノック音がすると、エドガーは手を放して身軽に上半身を起こした。

　今日から新しい日常が始まるんだ。私も王妃としてやるべきことを早く覚えなきゃ。この国の作法や歴史など、まだ学ばなければいけないこともたくさんある。

　頭ではそう思うのに、体がうまく動かない。重たくて力が入らないというか……。

「まあ無理するな。初めてなのに三回ほどしたからな。動けなくて当然だ」

　そうか、そうよね、って……そうだっけ。途中からあんまり覚えていない。っていうか、そういうことを露骨に口に出さないでほしい。

「ルーシア、王妃の支度を手伝ってやってくれ」

　ガウンを羽織ると、エドガーが出入口までルーシアを呼びに行く。相手がなにもかも承知しているとはいえ、やっぱりこの状態で誰かに会うのは気恥ずかしい。王妃って、いろいろと大変だわ。

　ルーシアに起こしてもらうと、薄いガウンだけを羽織り、バスタブのある隣の部屋に案内される。そこで体を綺麗にしていると、自分の鎖骨辺りに赤い痕が残っているのを見つけた。

「あらら。襟の詰まったドレスを用意しなくては。とにかくうまくいったようで、ひと安心ですわ」

　これって、エドガーが残したキスの痕……。ルーシアにそれを見られて、かあっと頬が火照る。私、この生活にいつ慣れるのかしら。

　だるさが残る体にドレスを着せられ、朝食のため広間へ移動する。さあ、いい加減に気持ちを切り替えなきゃ。私はこの国の王妃。強く賢く美しくなくては。

　緊張して廊下を歩くと、扉の前でエドガーが待ってくれているのを見つけた。

　そうよ。この人に恥をかかせないように、しっかりしなきゃ。

　シャキッと背を伸ばすと、エドガーが微笑んだ。

「立派な王妃の顔だ」

　そう言われると嬉しくなって、思わず顔がだらしなく緩みそうになってしまった。

　甘えるのはふたりきりのときだけ。私たちは国王と王妃なんだもの。

　エドガーが腕を差し出すと、私はそれに手を預けた。目の前の扉が開く。

　ここから私たちの新しい生活が始まるんだ。不安ももちろんある。けれど胸の中では、エドガーと共に歩んでいけるのだという喜びも大きな割合を占めていた。

　一緒ならなんとかなるよね、エドガー。

　頼りがいのある横顔を見ながら、そっと心の中で語りかけた。










星空の下で




　エドガーと結婚して王妃となり、早二週間が過ぎた。

「ねぇ、私に手紙は来なかった？」

　執務室で、国内外からの手紙に埋もれているエドガーに話しかける。壁一面に置かれた書類を綴とじた綴じ込み帳と、エドガーの机以外ほとんどなにもない部屋は、案外落ち着く。

　私はエドガーの邪魔をしないように、静かにここで本を読んだり、シャイレンドルフ語の綴りの練習をしたりするのが日課になっていた。王妃になる前と比べたらすごい進歩だ、と自分を褒めちゃう。

「あったら渡す」

　短く返事をして、エドガーは視線を手紙の山に戻す。その中は国内外の貿易に関する書類や、地方の領主の税金の報告書など、様々なもので溢れているらしい。

　週に三度ある朝の謁見もたくさんの人が並ぶし、いろんな人の話を聞いてひとつずつ問題を処理しなきゃならないんだから、大変だ。真剣なエドガーの邪魔をしないよう、静かに挨拶して執務室を出た。

「もう二週間かぁ……」

　二週間と一日前に旅立ったボートレイト伯爵は、いい加減にアミルカに着いたはずなのに、あれからなにも連絡がない。伯爵がお母様やお兄様たちを説得できる保証はない。もしかしたら全員で私のことを見限って、憎んでいるのかも。

　それにしたって、シャイレンドルフの医者があっちに行っているんだもの。お母様の病状がどうなのか、それくらい知らせが来たっていいようなものなのに。もしかして、お母様の体調がどうにも芳しくないのかしら。

　いや、医者がシャイレンドルフの人間というだけで幽閉されたりしていたら……。

　考えれば考えるほど、暗い方へ思考が偏っていってしまう。

「いいのよ！　便りがないのは元気な証拠って言うしね！」

　ひとりで自分を励ましてみるけど、いつも返事をしてくれた伯爵が近くにいない。結婚の儀のときは緊張や高揚でわからなかったけど、終わってしばらくしてから、ふとした瞬間に寂しさを感じるようになった。

　アミルカの全てを捨て、この国で生きると決めたのは自分だ。エドガーさえ近くにいてくれればなんとかなると思っている。でもエドガーは国王としての公務で忙しく、四六時中一緒というわけにもいかない。

　ううん、そんなことを思っていちゃダメ。好きな人と夫婦になれて幸せじゃない。夜は必ず一緒に寝ているし。不満なんてなにひとつないはずよ。さて、今日も王妃としての務めを果たしましょう。

　私は宮殿の端から渡り廊下を通って、庭の真ん中にあるドーム状の建物に向かう。そこは宮殿に住む身分の高い女性たちのサロンで、お茶を飲んで語り合ったり、楽器を弾いたり、歌を歌ったりしている。

　庭には正面の噴水庭園とは違う、田舎いなかの雰囲気が漂う素朴な草花が茂っていた。女性たちがくつろげるように、と前国王が指示して作ったものらしい。

「皆さん、ごきげんよう」

　花の模様が彫られた華美な扉を開くと、むわっと何種類もの香水が混ざったにおいがした。むせ返りそうになりながら、にこやかに挨拶する。

「王妃様！」

「おはようございます、王妃様」

　テーブルを囲んでいた貴婦人たちが、その上のトランプを慌てて片づける。

　別にただのトランプなら片づけなくてもいいのに。賭け事でもしていたのかしら。

　正直、私は女性の集まりが苦手。誰も本音で話している気がしないし、お世辞や誰かの悪口を聞くだけで疲れる。みんなが興味があるのは、オシャレの流行や誰かの醜聞、そして男性の出世の話ばかりで身になる話題もない。

　ものすごく退屈な空間だからあまり来たくはないけど、エドガーが、ここに来て貴婦人たちの様子を見るのも私の仕事だ、と言うから来るだけ。賭け事とかいじめとか汚職とか、目に余ることがあったらそのままにしておけないから。

　……と思いながら、笑顔で女性たちと言葉を交わし、誰かが弾いてくれるピアノを聴く。しばらくそうしたあとに席を立つと、みんな名残惜しそうな顔をする。

「王妃様、もう舞踏会はいたしませんの？」

「王妃様主催のオペラ鑑賞会なんていいと思いません？」

　貴婦人たちは基本的に自分の仕事がないので、暇で暇で仕方ないらしい。遊ぶことばかり考えている。別にそれが悪いとは言わないけれど、あまり期待されてもね。

「たまには楽しみが必要ですものね。考えておきます。けれど、あまり期待はしないでくださいね。国王陛下は戦争からの復興を第一に考えておられるようですから、楽しみ事まで予算が回るかどうか」

「そうですわよね」

「ご立派なお考えですわ」

　貴婦人たちは納得したように素直にうなずく。それ以上なにもリクエストされないうちに、逃げるように建物から出る。廊下を歩きだすと、後ろから声をかけられた。

「王妃様」

「はい、なんでしょう？」

　振り返ると、三十代くらいの貴婦人がにこにこして立っていた。大きな羽根のついた髪飾りをつけ、赤い髪をぐるぐるの縦ロールにしている。確か、大臣補佐官の奥さんだ。初めてここに来て、どう立ち振る舞ったらいいかわからない私に、この国の貴婦人としてのあり方を優しく教えてくれた人なので、好感を持っていた。

「あのう、国王陛下が今度、大規模な人事異動を考えておられると聞きまして」

「ああ……決定ではないみたいですけどね」

　今の人事は前国王が任命したものなので、エドガーの気に入らない人選もあるみたい。『この際ジジイは一掃して、若い大臣たちで国を動かしたい』とか、絶対他の人には言えないようなことを話していた。

「それでですね……大変厚かましいとは存じますが……」

「はい」

「私の夫を大臣に任命していただけないかと……とても真面目に働きますわ。きっと国王のお役に立つはずです」

　両手をモミモミして変な笑い方をする夫人。なんでそんなこと、私に言うの？

「それなら国王陛下に」

「申し上げられるわけないじゃないですか。王妃様から推薦してくださいませ。もちろんタダでとは言いませんわ……」

　ええっ。なにか見返りを私にくれるってこと？　その代わりに自分の夫を大臣に推薦してくれって？　そんなバカな。

　ああ……そうか。私に親切にしてくれたのは、私と仲よくなればこういうメリットがあるんじゃないかと思ったからなのか。

「ごめんなさい。そういう権限は私にはないので。じゃあ」

　しつこくされたら大変。またまた逃げるように小走りでその場を少し離れる。

　宮殿に入る前にサロンの方を振り返ると、さっきの夫人とは別の貴婦人五人ほどが集まって話をしていた。

「ダメね。全く子供で話にならないわ」

「所詮は卑しいアミルカの女ですもの」

　まだ私が声の届く距離にいると気づいていないのか、わざと聞かせようとしているのか。誰の声かはっきりとわからないけど、自分が悪く言われていることはわかった。

　卑しいアミルカの女……。

　言われていた言葉を噛みしめると、お腹の真ん中辺りが痛くなった。

　結局は、敵国から来た人質扱いからなにも変わっていない。自分では必死に愛想笑いをして周りに溶け込もうとか、勉強を頑張ってバカにされないようにしようとか、努力はしているつもり。だけど、周りに本当の意味で認められるには膨大な時間がかかりそう。

　ううん。異国出身である限り、いつまで経っても認められることなんてないのかな。

「ダメよミリィ、しっかりして。そんな人ばかりじゃないわよ」

　夫人に好感を持っていただけに、裏切られたようで胸が痛かった。けれど、自分で自分を叱しっ咤たする。

「なにをひとりでブツブツ言ってるんだ？」

「わあ！」

　壁に向かって話していたら、突然後ろから声をかけられた。驚いて振り返ると、そこにはラッセルが。珍しく軍服を着てマントをつけている。いつもの楽そうな格好よりよほど男らしく見えた。

「まあ素敵。どうしたのラッセル」

「やめろよ、見え透いたお世辞は。エドガーに地方の視察を命じられたんだ。ちょっと行ってくる」

　あのいつもなにをやっているんだかわからないラッセルが、仕事を命じられたなんて。きっとエドガーが歩み寄ったんだ。

「そうなの。頑張ってね！」

「やめろよ、その生暖かい目」

　ラッセルはちょっと恥ずかしそうに視線を逸らし、チッと舌打ちした。

「ところで地方ってどこ？　それって私もついていっちゃダメ？」

　城下街の視察には連れていってもらったことがあるけど、地方は見たことがない。

　宮殿内の人間関係に疲れたところだし、気分転換に外に出たいなという軽い気持ちで聞いてみただけなのに、ラッセルは険しい顔をした。

「やめた方がいい。エドガーも許すわけがない」

「大丈夫よ。あなたとエドガーは仲直りしたはずでしょ？」

「そんなことを言っているんじゃない。今から俺が行くのは、戦争による孤児と貧困者で溢れた、ものすごく治安の悪い街だ。そんなところに行ったら、なにをされるかわからないぞ」

　それは……私が元敵国の王女だったから、逆恨みされて襲われるかもしれないってことね。

「溺愛する王妃様を連れていったりしたら、俺はエドガーに確実に殺されちまうよ」

　縮こまって、自分自身を両手で抱くような仕草を見せるラッセル。

「そっか……わかったわ」

　今ならラッセルの言い分が少しわかる。私がどれだけ頑張っても、アミルカ出身である限り、国民全員に認めてもらえることはないんだ。

「おいおい、なんでズーンと沈んでるんだよ」

「大丈夫よ……」

「そう言いながら、泣きそうな顔をしてるじゃないか」

　思いきり下を向いてうなだれていると、ラッセルに心配された。

　あんなにあからさまな敵意を感じたら、さすがの私だってくじけるわよ。

「大変なのはわかっててエドガーと結婚したんだろ。シャキッとしろ、シャキッと。あんたは間違ったことをしてないんだろ？　なにがあったか知らないが、胸を張れ」

　ちょっと乱暴に背中を叩かれる。

　そうよね。賄賂目当てで知り合いの旦那様を要職に就けるよう推薦するなんて、やっちゃいけないことよ。私は間違っていない。エドガーだってそんなの絶対に認めないはず。私がなよなよしているからなめられるんだ。ラッセルの言う通り、胸を張っていよう。八方美人になる必要はないわよね。

「なかなかいいこと言うわね。さすが私の弟」

　ラッセルの方が年上だけど。

「アホ。姉貴面すんな」

　また照れたような顔をして、ラッセルは行ってしまった。私はもう一度、『頑張れ』と遠ざかる背中に心の中で声をかけた。

　私もあなたも、これからたくさん大変なことがあるだろう。お互いにくじけず頑張ろうね。




　今日のエドガーは特に忙しいみたい。昼食も夕食も、仕事に集中したいという理由で執務室に運ばせていた。私がそこにわざわざ乱入することもできず、仕方なくひとりで寂しく食事をとった。

「こんなの、結婚の意味がないわよ」

　ずっとそばにいろとか言ったくせに。仕方がないとはわかっているけど、今日はちょっと嫌なことがあったんだもの。一緒にいてほしかったな。

　結婚前から使っている私専用の部屋で、ルーシアが給仕をしてくれる。一応、夜の護衛ということでセンテムも部屋の中にいた。しかしながら彼らが王妃と一緒に食事をとることは許されていない。

　シャイレンドルフって、変なしきたりが多いわよね。堅苦しいのよ。アミルカはなにかにつけてもっと緩かったわ。ん？　だから戦争に負けちゃったのかしら。

「いいじゃないですか。好きな人と一緒になれただけでも幸せですよ」

　センテムが苦笑して、そんなことを言った。

　そりゃあそうよね。わかっているわよ。

「そう言うセンテムは結婚しているんだっけ？」

「いいえ」

　彼は苦笑して答える。

「ご両親がお節介を焼いてこない？」

「焼いてきますよ。でも、私はまだひとりでいいと思っていますので」

　そうなの？　もったいないわ。センテムは顔や体はいかつくて怖く見えるけど、本当は優しいのに。きっといい旦那さんになる。でもそんな余計なことを言ったら、それこそお節介よね。

「センテムは片想いの相手がいるんですよ」

　ルーシアがぼそっと言った。それを聞き、なにも食べていないセンテムがむせたように咳き込む。

「え？　だから結婚しないの？　ねえねえ」

「王妃様、お食事中です。そんなに乗り出さないで……」

　センテムは大きな手で自分の顔を隠し、必死に視線を外す。

「身分違いの恋なんですって。私もそれ以上は知りませんけど」

　身分違いの……そうなんだ。センテムは軍人。相手の女性がもっと地位のある人なのか、神職なのか、ただの市民なのかわからないけど、どちらかの親がなかなか許してくれそうにない。だから強引にアプローチしたくてもできない、と。

「切ないわね」

　センテムは真っ赤になってうつむいてしまう。いつもの強きょう靭じんな彼とは別人みたい。

　そうよね、結果的に好きな人と結婚できたんだもの。私は幸せよね。

　食後のお茶が運ばれてきたとき、急に部屋の扉が開いた。びっくりすると、そこにはまだ軍服を着たエドガーが。

「ミリィ、あったぞ」

「あったって？　いったいどうしたの？」

「王妃宛の手紙だ。ほら」

　エドガーが笑顔で、巻物になった手紙を取り出す。その紙の質感や結んである紐ひもの模様で、すぐにそれがアミルカ製だとわかる。

　彼は少し息を切らせているようだった。これを私に届けようと執務室から走ってきてくれたんだ。その気持ちが嬉しい。

「ありがとう」

　お礼を言うと、今さら隠すこともないので、エドガーの目の前で立ち上がって手紙を開く。そこには神経質そうな年寄りくさい文字が並んでいた。

「ボートレイト伯爵からだわ」

　結婚の儀の前日、彼と決別したことを思い出す。年齢のわりにはシャキッとしてオシャレだったのに、あの日は今にも死んでしまいそうなくらいしおれていたっけ。

「ええと……前略、シャイレンドルフ王妃・ミリィ様……」

　懐かしいアミルカの文字。伯爵からの手紙は、お母様の容態についての内容が大半を占めていた。シャイレンドルフの医者があれこれ手を尽くし、アミルカにはない薬を投与してくれたりして、お母様の状態は一時期よりよくなり、今は呼吸も意識も安定しているという。これからも服薬を続け、少しずつ固形の食事に戻していけば体力も回復するだろう、とも。

　震えて動きにくくなってしまった手足は、体力が戻ってから動かす訓練をしていくみたい。長期戦になるだろうけど、うまくいけば最低限の生活に必要な動きはできるようになるだろうということだった。

「よかった……。あなたのおかげよ、エドガー。伯爵もそう書いているわ」

「それはよかった。他に必要なものがないか、また手紙を書いて尋ねるといい」

「ありがとう。本当に感謝するわ」

　お母様は、ちょっとずつだけどよくなっているんだ。ホッとしたら涙腺が緩んだ。祖国の人々がお母様の回復を喜ぶ姿も目に浮かぶようだった。

　他人の母親にこんなに親切にできる優しい旦那様と結婚できて、本当に私は幸せ者だわ。

「他にはなにか書いてあるか？」

「えっと……まあ」

　後半はあまりよくないことが書かれていた。私たちの結婚の儀に合わせてシャイレンドルフに潜入していたアミルカの兵士たちの何人かが、行方ゆくえ不明だという。病気がよくなってきたお母様が、ひとまず兵士を引き揚げようと使いを出したけど、七人ほど帰っていないみたい。

　このことはエドガー以外には秘密にしておいた方がいいと思い、読み上げずに手紙の現物を渡す。彼はやはり戦争中にアミルカの言葉を覚え、読み書きもできるらしい。さっと手紙に目を通し、美しい笑顔から一転、渋い顔になった。

「このことをすっかり忘れていた」

　事が事だけに、部下に話して調査させることもできないはず。どうしたものか……。

　ざわざわと胸に波が立つ。なんだか嫌なことが起きそうな予感がする。なんの根拠もない、ただの予感だけど。

「そうだミリィ、いい場所に案内しようか」

「え？」

　いきなりなんだろう。兵士のことなら、まだ解決する糸口がつかめないままなんだけど。いい場所に案内って？　人がいない場所で話がしたいなら、寝室でもいいはず。

　きょとんとする私の手をエドガーが取る。

「陛下、どちらへ？」

　センテムの問いかけに、エドガーはニッと笑って答える。

「私の秘密の場所だよ。昔、お前も一度入れてやったことがあっただろ」

「ああ……承知しました」

　私は了解してないんだけど。エドガーの秘密の場所といえば、まだ入れてもらったことのない温室？　でも夜はさすがに暗いわよね。ランプを持っていく様子もないし。

　部屋を出て黙ってついていくと、まずエドガーの部屋に案内される。壁際にあるチェストをエドガーが力を込めて押すと、その後ろの壁に小さな扉が現れた。

「これって？」

「隠し扉。アミルカにはなかった？」

「なかったわ。でもずっと欲しかった」

　昔わくわくしながら読んだ絵本みたいに、別の世界に繋がっていたら面白いのに。

　突然の隠し扉の出現にドキドキし、その中の階段をエドガーについて上がっていく。けれど楽しかったのは最初だけで、狭い螺ら旋せん階段はすぐに私を疲れさせてしまった。はあはあと荒い息を吐きながら、なんとか最上段までたどり着くと、また扉があった。エドガーがそれをゆっくり開ける。するとそこにあったのは……。

「わあ……」

　ドーム状の天井が透明になっていて、夜空に光る星々がキラキラと光っているのがよく見える。

　ここって、宮殿の最上階なのかしら。外から見たらただの飾り屋根のように思えていたけど、中がこんな風になっていたなんて。

「父が俺のために作ってくれた部屋だ。継母にいじめられたとき、よくここに逃げて星を眺めていた。こうやって」

　円形の部屋に敷きつめられている絨毯の上に、靴を脱いで寝転がるエドガー。私も真似して彼の横に腰を下ろす。

「兵士の件は、なんとか調べてみる。信用できそうな者に事情を話してみよう」

「センテムとか？」

「……ああ、そうだな」

　今、一瞬、間が空いたような？　エドガーにとって、他人を信じるということにはまだ抵抗があるのかもしれない。

「ありがとう。あなたにはお世話になりっぱなしね」

「礼なんていらない。夫婦なんだから助け合うのは当然のことだろ」

　エドガーはそう言って微笑むと、天に視線を移す。

　助け合うのは当然、か。確かにエドガーはいつも私を助けてくれる。だけど私は、彼のためになにかしてあげられたかな。

「故郷に帰りたくなったときは、ここに来るといい。少しでも、心の憂鬱を癒してくれるような気がしないか」

「ええ……そうね」

　無限の空にちりばめられた星を見ていると、不思議と心が落ち着いてくる。

　アミルカも同じ空の下にある。お母様たちも、同じ空を見ているんだ。私たちは遠く離れているけど、夜空の星々から見ればすぐ近くにいるんだろう。

　エドガーは、私がたまにホームシックに陥っているのに気がついてくれていたんだ。そんな彼が愛おしくて、沿うように横になる。

「さっき、継母にいじめられたって言った？」

「ああ。どうせ知ってるんだろ。宮殿の中で知らない者はいないからな」

　前国王も前王妃も、少し前まで存命だったしね。

　私はセンテムに聞いたとは言わなかったけど、黙ってうなずいた。

「寂しかったわよね」

　エドガーの胸に鼻をつけるように顔を寄せると、彼の大きな手が私の頭をなでた。

「それなりにな」

　誰も信じられないなんて、どれだけ寂しかっただろう。アミルカで両親に愛され、大事に育てられた私には想像もできない。

「でも今はお前がいる。誰より愛する、お前が」

　ぎゅっと抱き寄せられる。降ってきそうな星空の下で、触れるだけのキスをした。

「そしてお前には俺がいる。なにも心配するな。俺がお前を一生守っていくから」

　そう囁かれたら、涙が出そうになった。

　エドガーは不思議なほど、こんなに平凡で取り柄のない私を大事にしてくれる。お人よしな私なら、あなたを裏切らないような気がするから？　じゃあその期待に応えなきゃね。私もずっとあなたを大事にする。なにがあっても負けないわ。

　私たちはそのまま、何時間も一緒に星を見ていた。

　温かな腕に包まれて、いつの間にか眠りに落ちていた。










愛してる




　アミルカからの手紙が来てから三日。どう返事を書けばいいのかすごく悩んだけど、深夜までかかってなんとか完成させた。

「眠い……」

　目を覚ますと、隣にエドガーはいなかった。昨夜は私が手紙を書くために夜更かししていたから、彼よりあとにベッドに入ったんだっけ。そういえば、今日は朝から少し遠くの街に復興の様子を見に行くと言っていた。私を起こさないように準備して、出かけていったのね。

「王妃様、今日は午後から謁見の予定です。今からご準備を」

　ルーシアが部屋の扉をノックする。

　今日はエドガーに公務があるから、いつもは朝に開かれる大臣や貴族との謁見が昼になった。ちなみに謁見の日は、国民も謁見の間まで来て意見を言うことができる。ゆえにエドガーはその時間を大事にしている。

　制限時間はあるけれど、その間に少しでも多くの国民の声に耳を傾けたいと言っていた。そんな彼を尊敬するけれど、少しは休めばいいのにな、とも思ってしまう。

　国民のためには時間も労力も惜しまず働いちゃうんだもの。エドガーのそんなところが好きだけど、体を壊さないか心配。

　寝室で着替えてから自分の部屋に戻ると、微かな違和感がした。

　なんだろう。全体を見渡すけど、いつも通りの自分の部屋だ。家具も小物も、なにも変わらない。カーテンのタッセルもきちんと留められているし、花瓶の花の角度が変わっているわけでもない。

「気のせいか」

　夜を越えて戻ると変な感じがするものね。

　そして簡単に朝食をとり、新聞や本を読む。シャイレンドルフ語の発音の練習もする。エドガーが間に合わなかったら、ひとりで謁見に臨まなければならないもの。ちゃんと勉強しておかなきゃ。

　アミルカにいるボートレイト伯爵やお母様がこの姿を見たら、なんて言うかしら。信じられないと目を丸くする？　それとも単純に感動してくれるかな。




　忙しい時間はあっという間に過ぎ去り、すぐ午後になった。エドガーはなかなか帰ってこない。そのうちにセンテムが眉を下げた顔で迎えに来た。

「王妃様、申し訳ありませんが、おひとりで謁見に臨んでいただくことになります」

「え～、仕方ない……センテム、フォローしてね」

　いつも助けてくれるエドガーが横にいない。それだけでとても心細くて、逃げたくなってしまう。けれど、すでに集まっている人たちを待たせるわけにはいかない。

　細長い謁見の間に入ると、待っていた人たちが恭しく礼をする。陳情書や報告書を持ってきた人々の他に、それを後ろの席で傍聴しに来た人たちもいる。私は背筋をぴしっとまっすぐにして、自分の椅子まで歩き、礼をした。

「国王陛下は公務で少し遅れております。今日のご意見は私から陛下に間違いなく伝えさせていただきますので、どうかご容赦ください」

　それだけ言って、王妃用の椅子に座る。後ろにはルーシアとセンテムがいた。

　そういえばセンテムは、今日はエドガーについていかずにお城に残る役目なのかな。エドガーには他の親衛隊がついていったんだろう。

　謁見の時間が始まる。貴族からそれぞれの領地についての困り事や報告を聞く。書記官がそれを記録に残してくれるので、私はふむふむとうなずく。

「では、次。財務大臣、オーケン殿」

　司会進行役に呼ばれ、王が座る舞台に続く階段の下に出てきたのは、財務大臣オーケンだった。

　うわ、私この人苦手なのよね。私のことをよく思っていないのはボートレイト伯爵の件で明白だし、誰かから賄賂を受け取った、みたいな話もエドガーがしていたし。今度大臣を任命する際には、一番に外されそうな人物。

「ごきげんよう」

　心の中ではどう思っていようとも、他の人と同じように笑顔を作って挨拶する。

「私はこのたび、全国民に知らしめたいことがございます」

　知らしめたい？

　穏やかではない物言いに、謁見の間がざわついた。

　もしや、ボートレイト伯爵のことを蒸し返すつもりかしら。今日はエドガーがいないと思って……。

「どういうことでしょう？」

　尋ねると、オーケンはたるんだ顔の肉を震わせながら大きな声で怒鳴るように言う。

「王妃を国家反逆罪に問いたいと思います」

　ざわついていた謁見の間が、一層大きな波が立ったように騒々しくなる。

「どういうことだ！」

「王妃様になんということを！」

　傍聴席からヤジが飛んだ。一瞬にして空気が緊張する。

「黙れ！　この者たちを見よ！」

　オーケンが一喝すると、まだざわざわしている傍聴人たちの後ろの扉が開いた。兵士に連れられ入ってきたのは、縄で手と体を縛られて繋がれた人々。全部で七人いる。

　その人たちの顔に見覚えがあった私は、思わず立ち上がった。かなり汚れてやつれているし、不精髭も生えている。けど、彼らは……。

「この者たちは、アミルカの元兵士たち。そうですな、王妃」

　そうだわ。お兄様たちと一緒に剣の稽古をしていた、私と年の近い若い兵士たちだ。彼らがシャイレンドルフに潜入していた兵士の中の、行方不明者たちだったんだ。

　彼らは乱暴にその場に座らされる。

「聞け、皆の者。王妃は、元は敵国王であったエドガー国王陛下殺害のため、この国にやってきたのだ」

　ざわざわしていた傍聴人たちが、今度はしんとする。みんな注意して、オーケンの次の言葉を待っているようだった。

「このようにアミルカの兵士をシャイレンドルフに潜入させ、宮殿の中へ招き、暗殺の手引きをするつもりだったのは明白」

「ちょっと待った。そいつらがアミルカの兵士だという証拠はどこにある」

　とある傍聴人の男が質問を投げかけると、他の人たちが「そうだそうだ！」と怒鳴った。オーケンはその声にひるみもせずに、先頭にいた兵士の腕を太い腕でつかみ、着ていた服を肩のところで破った。

「この刺いれ青ずみを見よ。これはアミルカの兵士全員が、王に忠誠を誓うために彫るという有名なものだ」

　兵士のたくましい肩には、お父様が被っていた王冠をモチーフにした刺青がされていた。息を呑んでいるうちに、兵士たちの服が次々に破られ、全員分の刺青が露あらわにされる。

「そんな……」

「あんなに仲睦まじくされていたのに……」

　傍聴席から落胆と怒りが入り混じった声が聞こえてきた。

　どうしよう。なんと言ってごまかせばいいのかしら。

「彼女の部屋に、祖国からの手紙も残っていた。これが動かぬ証拠だ」

　そう言ってオーケンが掲げたのは、私の部屋にあったお母様からの手紙だった。お母様が病に倒れたときに、ボートレイト伯爵に持たせた手紙。すぐに燃やすべきだったのだけど、これがお母様との最後のやり取りになるかもと思ったら、なかなか捨てられずにいた。

　この人、どうやったかわからないけど、夜中に勝手に私の部屋に入ってそこら中を漁あさったのね。朝の違和感はそのためだったんだ。オーケンかその部下が私の部屋を荒らし、元通りに戻していったということか。

「王妃を捕らえろ！」

　オーケンが力を入れすぎて、うっかり裏返りそうなほどの声で怒鳴った。すると、護衛のためにそばにいた兵士たちが躊躇するように、でもゆっくりと私の方へと近づいてきた。

「おやめなさい！　私はエドガーを殺そうとなんてしていない。私は彼を愛しているの。ねえ、あなたは知ってるでしょ、センテム」

　確かに、最初はエドガーを暗殺するためこの国に来た。それは間違いがない。でも今は、砂糖の粒ほどもそんなことは考えていない。

　助けを求めようとセンテムを見るけど、彼は悲しそうな顔で私の腕をひねり上げた。

「ああっ！」

　肩から指先まで痛みが走る。力の強い彼に抵抗する術すべはなかった。

　どうして？　センテム……。

「申し訳ありません、王妃様」

「痛い！　放してよ！」

「あまり暴れないでください。抵抗されれば、私はあなたの脚を折らなくてはなりません」

　冷静な低い声に、ぞっとした。彼は本気だ。本能でそう思った。

「死刑だ！」

「この卑しいアミルカ女！」

　貴族や大臣、傍聴人など、そこにいた全ての人から罵声を浴びせられる。それはとんでもない恐怖だった。ここにいる誰もが私を憎み、死を望んでいる。

　ああ、エドガー。あなたは孤独だけじゃなく、こんな恐怖にも耐えてきたの？　裏切り、憎しみ。そんなものを幼い頃から投げかけられていたあなたは、どんなに怖かったことだろう。

　幼いエドガーの気持ちを思ったら、涙がにじんだ。

　エドガー、エドガー……。

　私は死ねない。死にたくない。あなたをひとり置いて、死ねるものですか。私はあなたを裏切ったりしない。それだけは伝えなくちゃ。

「私は、国王陛下を愛しています！」

　センテムにひねられた腕が痛い。でもそれよりもっと、心が痛かった。

「私は、国王陛下を……エドガーを、愛しています!!」

　誰も信じてくれなくていい。だけど、あなただけは信じて、エドガー。

　謁見の間に響き渡るような大声で叫ぶけど、その声も怒号や罵声にかき消される。

「王妃様、こちらへ」

　セリフだけは丁寧なセンテムが、私をどこかに連れていこうとする。

　ボートレイト伯爵が入れられていた地下牢だろうか。それとももっと悪いところ？

「嫌よ！　エドガーが帰ってくるまでは、ここを動かないわ」

　足を踏ん張って耐えようとする。そんな私の腰にルーシアが抱きついた。

「私は王妃様の味方です！」

「ルーシア……」

「私はすぐ近くで王妃様を見てきました。あなたは純粋すぎて、ちょっと抜けたところもあるけれど、国王陛下を想う気持ちは本物だと伝わってきます。私はあなたを信じています！」

　歯を食いしばり、私をその場に留めようと顔を真っ赤にして踏ん張るルーシア。その顔を見ていたら胸が熱くなった。

「ええい、放せ、女中風ふ情ぜいが！」

　業を煮やしたオーケンが、階段を上がってきてルーシアの頬をひっぱたく。彼女は平手を受けて床に転んだ。

「ルーシア！」

　なんというひどいことを……。女の人を殴るだなんて。しかも女中風情ですって？　よくもそんなことを言えたわね。

　抗議の声を浴びせようと息を吸い込んだとき、閉じられていた扉が勢いよく開いた。外から陽光が射し込み、光の帯がアミルカの元兵士たちを照らす。

「なんの騒ぎだ！　王妃から手を放せ」

　それは親衛隊を引き連れたエドガーだった。金髪が日の光を受けてキラキラと輝く。ブルーの瞳は赤く染まってしまいそうなほど、怒りに燃えていた。

　国民や貴族たちの前ではいつも爽やか好青年だったエドガーが、怒りを露わにしている……。

「センテム、その手を放せ。私の帰りが遅くなるよう根回しをしただろう。私がいない間にミリィを罪人にするつもりで。公務の先でやけに引き留められるからおかしいと思った」

　エドガーにまっすぐな視線で射抜かれて、センテムは息を呑んだ。痛いほどだった力が少し緩む。けれど放してはくれない。

「あなた……エドガーを裏切ったの？」

　とうにエドガーを裏切って、オーケンについていたのね。事前の打ち合わせがなければ、いくらあなたでも慌てるはずだもの。オーケンの言葉をすんなり受け入れるのも、国王の親衛隊長が今日に限って宮殿に残っているのもおかしい。

「答えなさい！　エドガーを裏切ったの？　エドガーはあなたを信じていたのよ？」

　彼の気持ちを裏切るだなんて。周り中が敵だらけで、誰も信じられない孤独と恐怖の中で生きてきた、そんな彼を裏切ったりして許せない。絶対に許さない。

　ギッとにらみつけると、センテムはぎゅっと唇を噛みしめるような仕草を見せた。

　どうしてあなたが、そんな傷ついたような顔をするの？

「大丈夫だ、ミリィ。俺は誰に裏切られても傷つきはしない」

「そんなの嘘よ」

　人に裏切られることに慣れる人間など、いるもんか。

「本当だ。ただお前がそばにいてくれさえすれば、誰に憎まれたって怖くない」

　見守る群衆の真ん中で、丁寧な言葉遣いを捨てたエドガーが、腰につけていた剣をすらりと抜く。刃に反射した陽光が部屋の中を飛んだ。

「何人たりとも、お前を傷つけることだけは絶対に許さない！」

　重そうな剣を構え、エドガーは風のように駆けだす。

「抜けっ、センテム！」

　まっすぐに近づいてくるエドガー。センテムはとうとう私の腕を放す。その勢いで床に倒れた私の目前で、センテムが剣を抜いた。次の瞬間、ふたりの剣が打ち合い、赤い火花が舞う。

「王妃様、こちらへ！」

　腫れ上がった顔でルーシアが私の手を取り、立ち上がらせる。慌ててついていき、親衛隊の近くに駆け寄った。親衛隊たちは困惑しながらも、取り囲むようにして私とルーシアを守ろうとしてくれる。

「なにが反逆罪だ。ミリィはそんなことに関与していない」

　エドガーはセンテムと剣を交わらせたまま、オーケンをにらむ。ギリギリと、鋼が擦れ合う嫌な音がした。

「その兵士たちは、ミリィの様子をアミルカに報告するために送り込まれた者たちだ。母親が娘の身を案じるのは当然だ。そうは思わないか？」

　すらすらと口から出まかせを言うエドガーに感心する。でも、少し悲しい。それはエドガーが、自分を傷つける者から我が身を守るために身につけた術だと思うから。

「な、なんだ、そういうことか……」

「やっぱり、王妃様が国王陛下を暗殺しようとしたなんて、おかしいと思ったんだ」

　群衆から怒りが消えていく。さすがエドガー。

　オーケンがぐっとなにかを喉に詰まらせたような顔をする。彼の企みもこれまでかと思われた、そのとき――。

「じゃあ、これはどう説明いたします？」

　傍聴人の中から、すっとひとりの女性が前に出た。胸元の開いたグリーンのドレスを着た、美しい人。

「あなたは……オーケン大臣のご令嬢、オルティスタか」

　エドガーがセンテムの剣をはじき返す。離れたふたりはお互いに剣を向けたまま、女性を見る。

　オルティスタと呼ばれた彼女は、舞踏会でピンクのドレスを着ていた女性だった。

　やっぱりオーケンの娘だったのね。いったいなにをするつもり？

　黙って見つめていると、彼女は優雅な仕草でポケットからハンカチを取り出す。それを開くと、透明なガラスの小瓶が現れた。

「それは、まさか……」

　思わず声が出てしまう。エドガーがわずかに眉をひそめた。

「王妃様のお部屋で、手紙と一緒に見つかったものですわ。厳重に隠されていました。おそらく、毒薬かと」

　一瞬和んだ空気がまたざわつき、殺伐としたものに変わる。

「オーケン親子、いい加減にしろ！　それが毒薬だという証拠はあるのか？」

　後ろの方からヤジが飛ぶ。オルティスタはひるむことなく、それどころかにやりと笑ってみせた。

「毒でないと言うなら、王妃様が今ここで飲んでみせればいいのです」

　飲めないのよ。開けたら気体になっちゃうんだってば。

　でもそんなことは言えず、唇を噛む。

「それは、香水なので無理です。お腹を壊します」

　苦しい言い訳をすると、オルティスタはにこりと笑って言った。

「では、薬師をここに。この小瓶の中身を分析してもらいましょう」

　ダメダメダメ。蓋を開けた瞬間に薬師が死んじゃう。どうしよう。どうにかして取り返さなきゃ。

「ああ、香水ならいい香りがするはずですわね。私が試してみましょう」

　細くて綺麗な指が、小瓶の蓋にかかる。

「やめて！」

　親衛隊を押しのけ、オルティスタの元に走った。彼女から小瓶を奪おうとする。けれど、彼女はなかなか手を放そうとしない。

「お願い、返して」

「そんなに必死になられて、どうしたのですか。開けられては困るものなのですか」

　困るわよ。極めて困るわよ。

　ひどいとは思うけど、オルティスタの脛すねをハイヒールで思いきり蹴った。

「いたっ！」

　痛みで顔を歪めた彼女から、毒薬の小瓶を奪還する。

「そんなに必死になるなんておかしいですわね！　やはり国王陛下を暗殺するための毒薬じゃありませんの？」

　脛を押さえながら、大声で叫ぶように言うオルティスタ。「そうだそうだ」と、また怒号を飛ばす群衆。私は小瓶を胸元で握りしめ、その場にうずくまった。

　やっぱり悪いことはしちゃいけない。私は何度もエドガーを殺そうとした。だからバチが当たったんだ。これからどうなるんだろう。いくらエドガーでも、国民がいる前でこんなことをされたんじゃ、ごまかしきれないだろう。私はアミルカに帰されてしまうのかな。最悪、断頭台の露と消えてしまうのか……。

「お前たちの目的はなんだ、オーケン。王妃を陥れ、なにを手にしようとしている」

　エドガーが話すと、群衆が静かになる。

「王妃を陥れようだなんて、滅相もない。私たちはただ、国王陛下とこの国のためを思っているのです。そもそも、敵国の王女を婚約者として招くべきではなかった」

　オーケンが憎しみのこもった瞳で私を見下ろす。

「国王陛下、ミリィ王妃の存在は国のためにも、あなたのためにもよくありません。所詮はアミルカの女。心の底ではまだあなたを憎んでいるに違いない」

「そんなこと……！」

　心ない言葉に、思わず顔を上げて首を横に振る。

　そんなことないのに。決めつけないでよ。

「どうか元婚約者であり、このように人前でも物もの怖おじしない勇気あるオルティスタを妻に。賢く美しい彼女なら、ミリィ王妃よりよほど立派にこの国を導いてくれるはず」

「結局、それが狙いか」

　吐き捨てるように言ったエドガーの目は、まるで汚いものでも見るように細められていた。

　元婚約者……。私の前に、エドガーにはもう婚約者がいたんだ。そう言われてみればそれが自然だ。王位継承者だもの、前国王が選んだ許嫁いいなずけがいてもおかしくない。それがオルティスタだったのね。だから彼女は舞踏会で私をにらんでいたし、たくさんの取り巻きがいたということか。

「そうだそうだ」

「オルティスタ嬢の方が王妃にふさわしい」

　もう、やったかやっていないか真実はどうでもいいみたい。強い疑念を与えてしまった私に群衆は冷たかった。そりゃあ元敵国の王女より、自国のお嬢様の方が安心感はあるわよね。

　でも私だって、今は本当にエドガーを愛しているの。この国のために、シャイレンドルフとアミルカの友好のために頑張る気でいるの。とはいえそんなこと、シャイレンドルフの人々にとってはどうだっていいのよね。

　私がどんなに、たとえ喉が潰れるまで叫んだとしても、誰にも伝わらない。悔しさで涙が溢れる。

「黙れ！」

　ざわめく群衆をエドガーが一喝した。しんと静まる空気に、耳が痛くなりそう。

「私はミリィを信じている。世界中が私を裏切ろうとも、ミリィだけは私を愛していてくれる。そう信じている」

　力強いエドガーの声が、体中に染み渡った。誰かが自分を信じてくれている。それだけで、少しずつ力が湧いてくるような気がした。

「センテム、お前はそれでいいのか」

　頭を上げると、エドガーに問われたセンテムが悲しく顔を歪めていた。

「お前、オルティスタ嬢を好いているんだろ。こんな風に利用されて悲しくないのか」

　……なんですって！　センテムの好きな人は、オルティスタだったの？　軍人と大臣の娘。そりゃあ多少は身分が釣り合っていないような気がするけど。

「俺がオルティスタ嬢と結婚し、オーケンの傀く儡ぐつとなればお前は満足か？　愛人にしてやるとでも言われたか」

　エドガーがセンテムに近づき、皮肉を込めた目でセンテムをにらむ。

　なるほど。オーケンは娘とエドガーを結婚させ、自分の思う通りに国を動かそうとしていると、そう言いたいわけね。娘が王妃なら、いくら悪いことをしたって、仕事ができなくたって、大臣の座を外されることはないもの。

「そんなこと、オルティスタ嬢はおっしゃいません。ただ、私は……」

　そこまで言ってセンテムは口を結んだ。自分が下手なことを話せば、オルティスタの立場が悪くなると思ったのかもしれない。

「剣をしまえ、センテム。お前に俺を殺すことはできない。そして俺は、ミリィ以外の者を王妃に迎えるつもりは一切ない」

　エドガーは剣をしまうと、私の方へ歩み寄る。

「行こう、ミリィ。皆の者、すまない。今日のことは夢でも見たと思って忘れてくれ」

　そう言いながら、私を優しく立たせてくれるエドガー。その目には、私を疑う色はなかった。彼は私を信じてくれている。それだけでホッとした。けれど――。

「そうはいくか！」

「王妃の潔白を証明しろ！」

「その小瓶の中身をここで開けろ！　誰か薬師を連れてこい！」

　物事がそうすんなり収まるはずはなかった。この小瓶の内容が明らかにならないと、国民は安心できないみたい。

「いいだろう」

　なぜかそう言ったエドガーは、油断していた私の手から簡単に小瓶を奪う。

「あっ」

　なにをするつもり？

　小瓶を奪い返そうとするけど、エドガーが高く手を上げてしまっていて届かない。

「私が開けてやる」

　群衆に向かって宣言するエドガー。その手の中に周囲の視線が集中する。

「なに言ってるの。ダメよ！」

　いくら耐性を身につけているからって、それはダメ。新種の毒薬だからエドガーとはいえ危ない。私の言いたいことがわかったのか、彼はニッと笑った。

「皆の者、下がれ。親衛隊、王妃を押さえていろ」

　国王の命令に背くものはいない。私は親衛隊に引きずられるようにしながら、エドガーから引きはがされた。

「エドガー！」

「この中身を明らかにすれば満足か。オーケン、センテム」

　毒薬の小瓶を天高く掲げるエドガー。誰もが緊張した面持ちで彼を見つめる。

「エドガー、やめて！　もしもあなたになにかあったなら、生きていけない。私は生きていけない……！」

　必死に叫ぶと、エドガーは優しげに微笑んだ。

「ありがとう、ミリィ」

「え……？」

「実はさっき、聞いていたんだ。俺を愛していると叫んでくれた」

　そこから聞いていたの？　そのあとすぐ助けに来てくれたっけ。

「センテムに俺を裏切ったと怒ってくれた。それで十分だ」

「なにが……なにが十分なのよ」

「誰がどれだけお前のことを悪く言おうと、俺はお前が好きだよ、ミリィ」

　長い指が小瓶の蓋にかかる。

「世界中の誰もがお前を嫌いでも、俺はお前を愛してる。お前は俺に、愛することと信じることを教えてくれた」

「エドガー……」

　鼻の奥がつんと痛んで、涙がにじんでくる。彼の名前を呼ぶ声が震えた。

「たとえ万が一このまま滅びても、後悔はない。その代わりお前は生きろ。どうにかして生き延びるんだ」

　どくんどくんと心臓が激しく鳴る。唇や指先が小刻みに震えた。

　なにを言ってるのよ、エドガー。世界中の誰もがお前を嫌いでも、ですって？

　バカ。結局いつものように自分のことを顧みないで、無茶をしようとして。自分が愛される価値のある人間だと認めてないんじゃない。一生守ると言ってくれた、あの言葉は嘘じゃないでしょう？　ここで死んだら嘘つき呼ばわりしてやるわよ。

「こんなに穢けがれた世界でも、お前だけは信じている。愛している、ミリィ」

　小瓶を持つ彼の指に、ぐっと力が入ったようだ。その瞬間、私の体が勝手に動いていた。

　親衛隊の手からすり抜け、エドガーの元に走る。体当たりをしてぐらついた彼から小瓶を奪い去った。自分でもどうしてそんなことができたのかわからない。生まれて初めて風より速く走って、部屋の隅に移動した。

「そうだ、王妃。そのまま瓶の中身を飲んで、自ら潔白を証明してみろ」

　オーケンが大声で言うと、群衆から「そうだそうだ」と賛同する声が。

「わかりました。そうしなければ、納得できないのですね」

「ミリィ、それを渡せ！」

「エドガー、これからはもっと自分のことを大事にして。私はあなたを愛してる。誰よりもあなたの幸せを願うわ」

　死ねない。死にたくない。あなたをひとりにはできない。でも、あなたが死んでしまうのはもっと嫌なの。エドガーには生きていてほしい。

「あなたは生きて、エドガー」

　愛しているわ。絹糸のような美しい黄金の髪も、晴れ渡った空のようなブルーの瞳も。口の片端だけ上げて笑う顔も、引きしまった体も。頼りがいのある横顔も、寂しげに揺れる長いまつ毛も。私を抱いた力強い腕も、練兵場での訓練も、秘密の星空も。

　あなたといられて楽しかった。短い間だったけど、あなたの妻になれてよかった。私もあなたからたくさんの想いを受け取ったよ。とても幸せだった。

　ありがとう……エドガー。

　ぐっと指に力を込め、小瓶の蓋を思いきり引き抜いた。

「ミリィ！」

　エドガーが私を呼ぶ声が聞こえた。瓶の中身が乳白色の気体になったのを見た途端、頭に靄がかかったみたいになる。ふらつく足をどうにもできず、無様に倒れ込んだ。小瓶が床に転がる音が微かに聞こえる。

「くそ、遅かったか！」

「ミリィ様！」

　……あれは、ラッセルとボートレイト伯爵？　ふたりとも遠くにいるはずなのに……。

　視界が霞む。全身がしびれてくる。強く喉を絞められたように息が苦しくなり、喉を掻かきむしった。

　エドガー。あなたはこんなに苦しい思いを何度も経験したのね。こんな妻でごめんなさい。どうか元気でいてね。愛してるわ、エドガー……。

　乳白色の気体が霞んだ視界に映る。まるで天国の雲の上みたい。もう、なにも聞こえない……。

　私は自分の最期を感じ、そっとまぶたを閉じた。










愛してる［Side Edgar］




「ミリィ！」

　なんてバカなことを……。

　毒が気化したと思われる乳白色の気体は、すぐに見えなくなった。倒れたミリィに駆け寄ろうとすると、腕を強く引かれた。

「国王陛下、これを」

「お前は……！」

　そこにいたのは、かつて俺を刺そうとした老人、ボートレイト伯爵だった。彼は緑の液体が入っている小瓶を俺に差し出す。

　なぜ彼がここに？　アミルカにいたはずでは？

「あの毒を中和する薬です。早く！」

　伯爵の言葉を疑っている暇はない。渡された小瓶を握りしめ、ミリィに駆け寄り、上半身を抱き起こす。小瓶の蓋を口で咥くわえ、歯に力を入れて引き抜いた。ぐっとその中身を自らの口に含む。薬草のなんとも言えない嫌なにおいがしたが、気にしていられない。紫色に変色していくミリィの唇をこじ開け、自らの唇を押しつけた。薬を流し込むと、なんとかむせずに喉を通過していったようで、こくり、とか細い音がした。

「ミリィ、ミリィ。返事をしろ……」

　ぱしぱしと頬を叩くが返事はない。長いまつ毛は伏せられたままで、指先は冷たい。

　目を開けてくれ、ミリィ。なんでこんなことになった。この国で起きたことの責任は俺が取るべきだろう。どうしてお前が死ななければならない。

　ミリィの細い体を強く抱きしめる。

「バカなやつ……」

　俺は元は敵国王。お前の父の仇だろう。そんな俺のためになぜ、命を懸けたりする。お前だけは幸せにしたかった。そばにいてほしかった。笑っていてほしかったんだ。

　生きることが、俺を見放したこの世界への報復と思っていた。けどお前と生きられるなら、もう報復なんてどうでもよかったのに。ただ幸せになりたかっただけなのに。

　涙は出ない。彼女を失うことが怖くて、指先が震えた。

「陛下、もう大丈夫です。すぐに意識は戻らなくとも、毒は体内で中和されていっているはずです」

　背後から伯爵の声が聞こえ、ゆっくりと体を離す。恐る恐る見ると、ミリィの紫色だった唇が元のバラ色になり、頬にも赤みが差してきた。

「よかった……王妃様、王妃様ぁぁぁ～」

　ルーシアが顔を覆って泣く。俺もホッとして、全身から力が抜けていくのを感じた。

　助かったのか……。

「オーケン大臣」

　ボートレイト伯爵の横に立ったのは、厳しい顔をしたラッセルだった。

「俺たちが間に合ったからよかったものの、この責任をどう取るつもりだ」

「なにを……そもそも王妃が毒を持っていたのが悪いのではないか！　アミルカから送られた毒で、国王陛下を暗殺するつもりだったのだろう！」

「黙れ、この大うつけが！」

　聞いたこともないラッセルの大声で、謁見の間全体が静まり返る。その声は亡き父に、そして俺に少し似ていた。

「アミルカ王妃の手紙にある〝悲願〟とは、〝ミリィ王妃に両国の懸け橋になってほしい〟、すなわち〝エドガー国王との世継ぎを望んでいる〟ということだ」

　ラッセルの口から飛び出してくる出まかせを、黙って聞く。

「アミルカ王妃は、初孫誕生を心待ちにしているのさ。両国の友好のためにな。お前はそんな母心と、国を思う心を踏みにじった」

「そ、そんな……」

「ミリィ王妃が持っていた毒は、彼女の命を狙う不届き者がいると知り、このボートレイト伯爵が護身用に持たせたものだ。誰がこれほどに愛する人を殺せると思う」

　一応筋の通った説明だが、真実を知っている俺には違和感しかなかった。しかし、傍聴人は納得するようにうなずき、オーケンとオルティスタは青くなって震え始める。

「王妃様は自らの命を懸けて、国王陛下を助けようとしたぞ」

「おふたりをこんな風に追いつめたオーケンは、非情極まりない」

　そこら中から、オーケンを責める声が聞こえ始める。

「おい兄貴、言われた通り真面目に仕事をしてきたぜ。シャンデリアの太い鎖でも切ることができる特製のやすりが、オーケン大臣の邸宅から見つかった。毒蜘蛛を飼っていた飼育器も、餌のネズミも、ドレスに穴を開けた薬品もな」

　俺に向かって得意げに言うラッセルの言葉に、群衆がざわめく。

　ミリィに内緒で、俺からラッセルにオーケンの調査を極秘で頼んであった。ほとんどの貴族は宮殿に与えられている部屋とは別に、街に邸宅を持っている。証拠があるならばその別宅だと見当をつけたからだ。

　シャンデリア事件から、オーケン親子が関わっているのではないかと思っていた。あの場所でオルティスタがミリィをにらんでいたことに、実は俺も気づいていたからだ。ただ、他にも怪しいやつはいたし、証拠がなかったから調査が遅れてしまった。確信を持ったのは、ボートレイト伯爵の一件でオーケンが強くミリィを責めたとき。

　やはりオーケンがミリィの命を狙っていたのだ。自分の娘を王妃にするために。

　もうひとつ、アミルカの元兵士たちの行方を追えというラッセルへの指令は、達成できなかったらしいな。オーケンは調査が始まるより先に彼らを捕らえて、どこかにうまく隠していたのだろう。まだまだだな、ラッセル。

「センテムは許してやれよ。あいつは王妃とフェロミアを採りに行ったときに襲ってきた賊の正体を調べて、初めてオーケン親子がこの事件の黒幕だと知ったんだろう。ずっと彼らとつるんで王妃の暗殺計画を練っていたとは考えにくい」

　ラッセルが近づいてきて小声で言った。俺はミリィの体を抱いたまま立ち上がる。

「続きは裁判で話すとしよう。親衛隊、オーケン親子を捕らえよ！」

　命令すると、親衛隊がきびきびとした動きでオーケン親子を取り押さえた。ふたりは泣きながら抵抗していたが、親衛隊の前にはなす術もない。

「国王陛下、隊長はどうしたら……」

　若い親衛隊員が情けない顔で問うた。俺が一瞬言葉に詰まると、センテム自身が両手をそろえて差し出す。

「……なにを甘えたことを言っている。早く縛れ。脱走するぞ」

　迫力のある低音でそう言われ、親衛隊員が恐る恐るセンテムに縄をかける。彼は信用していた隊長の信じられない姿に、涙を浮かべていた。

　センテム。お前がオルティスタを好いているのなんて、とっくにお見通しだったんだよ。どんな集まりでも彼女がいると、お前は目で追わずにはいられないようだった。父が彼女と俺との婚約を決めたと知ったときは、泣きそうな顔をしていたじゃないか。お前はバカだよ、センテム。いい男なのに、女を見る目だけはなかったな。

　オーケン親子が連れていかれると、残った兵士が群衆を宮殿の外に誘導していく。

　しかしこれで事態が全て収拾したわけじゃない。王位を狙う輩やからや、俺の権力を利用しようとするやつはこれからも現れるだろうし、元敵国の王女だったミリィも、ときにはつらい思いをするだろうけど、とりあえず今はお前が生きていることを喜ぼう。

　腕の中のミリィを強く抱きしめると、彼女の温かさがじわりと胸に染みた。

　愛おしくてたまらない彼女のまぶたに、そっとキスを落とす。

　愛してる、ミリィ。お前が生きていてよかった。










覚悟なさいませ、国王陛下




「判決を言い渡す。ミリィ王妃を無罪とする！」

　黒く長いローブを着た裁判長の言葉が響くと、わああっと国民たちが声を上げ、手を叩いた。すり鉢状になった裁判所全体が大きく揺れているみたい。ホッとして隣を見ると、同じようにホッとした顔のエドガーが。

　宮殿内で起きたことはエドガーが密かに処理することも多いらしい。でも今回は多くの国民の前での騒動となってしまったので、裁判にかけざるを得なくなった。いくら王や王妃といえども、司法が贔ひい屓きしてくれることはない。潔癖なこの国の裁判で、どう裁かれるのかとても心配だったけど、とにかくよかった。

　ちなみにボートレイト伯爵は、あの毒薬で事故が起きてはいけないと思い、お母様に許可を取り、中和薬を持ってくる途中でラッセルに偶然出会ったのだという。

　ラッセルはアミルカに帰ったはずの伯爵がいるのを不審に思い、なにをしに来たのか問いただした。そこでアミルカはもうシャイレンドルフに敵意を持っていないことを知り、宮殿まで一緒に行こうという話になったのだそう。ボートレイト伯爵が薬を持っていこうと思わなければ、私は今頃死んでいた。運がよかったとしか言えない。

　そしてボートレイト伯爵は、以前のように世話人として私のそばに仕えてくれるようになった。お母様が私の補佐をしてやれと言ってくれたらしい。お母様が心を開き始めたことで、両国の関係が少しずつよくなっていくような希望が私には見えている。

「元財務大臣オーケン、並びに長女オルティスタは、王妃の暗殺未遂罪で宮殿から追放。懲役十五年の刑に処する」

　オーケンとオルティスタは証言台に突っ伏して、わあっと泣きだした。

　外にも邸宅のある彼らだけど、基本は同じ宮殿内に住んでいたんだった。そう思うと今さらだけど怖い。

　でも……ちょっとだけ罪悪感が残る。結果的に失敗したけど、私も国王の命を狙っていた張本人だもの。自分だけなんのお咎めもなく、これでいいのかという気はする。

「余計なことを考えるな。お前が俺のそばにいた方が国のためになるんだから。過去の清算をしたいなら、国民のためにせっせと働け。そして俺のために尽くすがいい」

　なんて言い草……。国民向けに爽やか笑顔を作っているけど、やっぱりエドガーは今日も意地悪だ。

「親衛隊長センテムは、王妃の暗殺未遂には関わっておらず、同情すべき点も多い。隊長の任を解き、鉱山で労働することを命じる」

　オーケンの隣に立っていたセンテムは、そっとまぶたを閉じた。結局、彼は結婚の儀が終わった何日かあとに、オルティスタから力を貸してくれと言われ、断れなかっただけだったらしい。

　特にいい条件を持ちかけられたわけでもないのに、どうして？と思う。だけど、それだけ彼はオルティスタが好きだったんだろう。そう思うとちょっと胸が苦しい。

　オルティスタはオルティスタで、暗殺のような真似をしてでもエドガーを取り戻したかった。権力のためか愛のためか確かめようもないけど、彼女からしたら私の方が婚約者を奪っていった悪者だ。

　そもそもエドガーが私との政略結婚を国のために自ら決めて、一方的にオルティスタとの婚約を破棄したとのこと。元々彼女のことが好きではなかったと彼は言うけど、オルティスタはショックだったに違いない。

　センテムについては、目撃者が内輪だけならもっと寛大な処置にしてあげられたかもしれない。けれど司法が下した判断は厳しいものだった。

「オーケン親子に加担して、ミリィを処刑台に送ろうとしたと考えれば、懲役にかけられても仕方がないところだ。フェロミア採取のときの賊が持っていたナイフの柄に、オーケンの家の紋章が彫られていた事実を隠していた件もあるしな」

　エドガーは腕を組んだまま、小さくため息をつく。

　センテムは、森で襲ってきた賊の持ち物を探っているときに、オーケンと関係がある者ではないかと気づいたのだと裁判で証言した。でも、そこで騒いだらオルティスタに迷惑がかかると思って言えなかったようだ。

「鉱山の仕事はきついが、自由の身でいられるだけマシだろう」

　そう言うエドガーの横顔は平静を装っているけど、やはりどこか寂しげだった。自由の身とはいえ鉱山での労働は想像以上につらいと聞く。結局は懲役みたいなものだ。

「エドガーはそれで平気なの？」

　他人に裏切られることに敏感なエドガーが、今回の事件で一番傷ついたんじゃないかしら。そっと証言台の下で彼の手を握ると、彼は小さくうなずいた。

「俺もセンテムとお前を天てん秤びんにかけたら、きっとお前を取るだろう。あいつのことは責めたくないが、裁判で決まったことは変えられない」

　でも、唯一友と呼べそうな人を失うんだもの。つらくないはずはない。

「いつか、また会える。真面目に何年か働いたら、宮殿に呼び戻してやろう」

「その頃には鉱山のふもとで幸せに暮らしてたりしてね。奥さんと子供がいたりして」

「それならそれでいい。視察と称して遊びに行こう」

　真っ黒に日焼けした、たくましいセンテムがたくさんの子供に囲まれている光景がまぶたの裏に浮かんで、微笑ましくなった。

　愛する人のため、彼も命を懸けようとした。その人をすぐに忘れることはできないだろうけど、どうか彼の心が救われますように。いつか幸せになってくれますように。

　みんなから見えないように繋いだ手に、力を込める。するとエドガーも、強く握り返してくれた。




　裁判が終わり、宮殿は落ち着きを取り戻した。私はまだ王妃という地位に慣れないまま、必死な日々を送っている。

「ねえ、エドガーはどこ？」

　宮殿内に彼の姿が見えない。今日はどこにも行かず、のんびり過ごせるはずなのに。

　ルーシアに聞くと、彼女はうーんと考えるように天を仰いだ。

「確か、お庭の方へ向かわれましたよ。温室かもしれませんね」

　まだ私を入れてくれない秘密の花園ね。この機会に行ってみようかしら。意地悪な彼だけど、近づいたくらいでは怒ったりしないと……信じよう。大丈夫だよね、うん。

　ルーシアに教えてもらい、花の咲き誇る噴水庭園を通り、敷地の端っこへ。背の高い木々や野生っぽく植えられた茨に隠されるようにして、その温室はあった。

　全面がガラス張りの、小さな温室。その中に金色の影がちらちら動いている。エドガーの金髪だろう。

　音をたてないようにして、そっと近づく。そうしたら中から、私の存在に気づいたのか、エドガーが温室の扉を開けた。

「見つかったか」

　苦笑する彼に、怒っている様子はなかった。ホッとして微笑むと、彼は私を温室へ招き入れてくれた。むせ返るような花の甘い香りと温かい空気が私を包む。

「お前の部屋に飾る花を選んでいたんだ」

「わぁ、すごい」

　温室の中は、色とりどりの花が見事に咲き誇っていた。庭園に咲いているのとは違い、一輪一輪、手がかけられているのだろう。花が大ぶりで、少しの風雨で落ちてしまいそう。見とれながらゆっくり歩くと、見覚えのある花を見つけた。

「このお花、あのお風呂に浮かべてくれた花弁のものね。こんなに大切に育てているのに、あんな使い方をしてよかったの？」

「花にも寿命がある。お前が喜んでくれるなら、あれくらい構わない」

　そこの一帯だけ、花の数が少ない。きっと私が使ってしまったからだろう。

　お前が喜んでくれるなら……なんて。ときどき突然そんなセリフを吐くんだもの、うっかりときめいちゃうじゃない。卑怯よ。

「この温室はいつからあるの？」

「俺の母がこの国に嫁に来たときに、父が作ったものだから……ずいぶん古いだろうな。詳しくはわからない」

　こんな素敵な温室を作ってもらえるなんて、よほど前国王に愛されていたのね。

「最初はふたりとも、自分の意に反した婚約をさせられて反目していたんだそうだが、いつの間にか惹かれ合ったんだと」

「素敵な話。まるで私たちみたい」

「はは。そうだな。俺は最初からお前のことを嫌いじゃなかったけど。狼に襲われた愛らしい姫を見て、すぐ好きになってしまった」

　花に埋もれるようにして置いてある椅子に腰を下ろす。エドガーは私を見下ろしたまま微笑んだ。ガラスを透過した光が彼の金髪に反射し、虹のように様々な色を映す。

「母が死んでしまったとき、父はものすごく落胆していたよ。この温室をどうしようか迷っていたから、俺が譲り受けた。これが母の唯一の形見だ。他のものは継母に取り上げられ、捨てられてしまった」

　そうなんだ。お母様の形見だから、誰も近寄らないようにさせて守ってきたのね。

　きっとここが、幼少時代のエドガーの心の傷を幾度となく癒してくれたんだろう。あの星を見るための部屋と同じように。

「花は裏切らない。手をかけたらかけた分だけ、美しく咲いてくれる」

「人は裏切るけど？」

　だから花が好きなのね。

　別に皮肉を込めたわけじゃないのに、エドガーは苦笑した。

「そう。まさにそう思っていた。お前に出会う前は」

「え……」

　無数の花に囲まれた、どんな花より美しい国王が、背を屈めて私の頬をなでる。条件反射のようにまぶたを閉じた私に、花の蜜のような甘い口づけが与えられた。

「お人よしで純粋なお前に、まんまと奪われてしまったな。命ではなく、心を」

　うっすらと開けた目に、ブルーの瞳が映る。夜空の星をちりばめたように輝く瞳から目が離せない。

　心を奪われたのは私の方よ、エドガー。あなたは最初から美しくて強かった。だけどとても寂しげで、儚はかなく笑うから……そんなあなたから目を離せなくなっていた。

　エドガーの手が、私の背中のリボンをほどく。胸まではだけたドレスを押さえる間もなく鎖骨を甘噛みされ、思わず声が出た。

「ちょ、こんなところで……」

「誰も来ないから心配するな」

「でも」

「今日は休日だ。好きにさせてもらう」

　覚えたての快感に抗えない私を、こんなところで翻弄するあなたは甘くて、やっぱり意地悪だ。

　あっという間に汗ばんだ肌に、幾度となく口づけを落とすエドガー。私の胸にも、鮮やかな花が咲いた。

「不思議だな、ミリィ。妃にした今でも、毎日好きだという気持ちが増していく」

「エドガー……」

「これからも、ずっと俺のそばにいてくれ。俺がお前を守るから」

　エドガーは私を抱くとき、なにかを手放すまいと必死になっているように見える。胸の奥深くに刻み込まれた孤独を、必死で癒そうとしているようにも。

「大丈夫よ……ずっとずっと、そばにいるわ」

　そんな彼が痛々しくて、愛おしくて。受け入れながらぎゅっと強く抱きしめた。

　もう大丈夫だよ。私はずっとあなたのそばにいる。そんな想いを込めて。

　敵国から来た私をよく思わない人は、まだたくさんいるだろう。あなたの地位を奪おうとする人も。戦争だって、いつまた起きるかわからない。

　でもエドガー、あなたとならきっと大丈夫。弱くて頼りない私だけど、それだけは信じている。

　儚くて美しいあなたは、実は誰よりも強いのだと。ふたりなら強くなれるのだと。

　あなたが愛していてくれると思うと、不思議と力が湧いてくるの。私もあなたにとって、そんな存在でありたい。

　今はただ、キスをして。もっともっと強く抱きしめて。

　絶対に離れないわ。たとえあなたが私にはもう飽きたと言っても。鬱陶しがられても。ふたりでシワシワの老人になっても。

　何度でも、あなたの心を奪ってみせる。だから……。

　覚悟なさいませ、国王陛下。
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国王陛下の献身




　馬車の窓の外を、白い雪がちらほらと舞う。

　エドガーと結婚して、もう八ヵ月が経とうとしていた。

　シャイレンドルフとアミルカの関係は、徐々によくなってきている。元気になってきたお母様は、医者を送ってくれたエドガーに感謝しているみたいで、話し合いが円滑に進んでいる。暗殺の件も、ボートレイト伯爵が国を代表して秘密裏に謝罪した。

　お兄様たちやアミルカの国民も、お母様を元気にしてくれたエドガーに感謝し、今では私たちの結婚を祝福してくれているという。

　私はというと、やっと王妃としての立場に慣れてきたところ。遅いと思われるかもしれないけど、国名であるシャイレンドルフの綴りさえ怪しかった私にとっては、これが最速。そんな状態でも、オーケンの毒薬騒ぎの噂が国中に広まってからは、私を厳しく見ていた人たちの目が少し優しくなってきたみたい。

　貴婦人たちは私を〝アミルカ女〟とバカにするようなことはなくなり、地方に行くと〝国王陛下の命を救った優しい王妃様〟と歓迎してもらえるように。

　元々は暗殺しようと思ってたのにね……。

　罪悪感もありながら、そんな人々に感謝して、戦後の復興を進めるために日々エドガーと奔走している。毎日アミルカに手紙を書いたり、新しい大臣たちを決めたり。エドガーは相変わらず、寝る暇もないくらい忙しくしている。

「ほら、貸してやる。もうすぐ宮殿に帰れるから、それまで頑張れ」

　馬車で隣に座っていたエドガーが、自分のマントを脱いで私の体にかけてくれた。

「暖かい……けど、あなたが寒いでしょ」

「俺のことは気にするな。寒くないから」

　優しい彼はそう言って、私の肩を抱き寄せる。疲れていた私は、彼の肩に頭を預けて、うとうとしてしまう。

　なぜそんなに疲れたかというと、エドガーについて地方の様子を見に行っていたから。今回はシャイレンドルフ北端の街の特産品である、魚介類の漁獲量の調査の様子を見に行った。

　海に面しているその街の魚介類は美味しくて幸せだったけど、とにかく寒すぎた。凍った地面を滑って転ばないように、どれだけ気をつけたことか。

「毎回無理についてくることはない。宮殿の秩序を守るのも王妃の仕事だからな」

「そんなのダメよ。あなたには私がついていなきゃ」

　私が知らないところでエドガーが賊に襲われたり、誰かに不快な思いをさせられていたりしたら、嫌じゃない。彼が弱い人間じゃないのはわかっているけど、もし落ち込むようなことがあったら、いつでもそばにいて助けてあげたいもの。疲れた彼を癒すのも私の役目だし。

「俺は子供か？　素直に、俺のそばにいたいから、と言えばいいのに」

「それもあるけど」

　口を尖らせるとエドガーが笑った。

「あるのか。可愛いやつ。最初からそう言えよ」

　横からあごをクイッと上げさせられ、キスされそうになる。

「ちょ、ちょっと待って……ふぇくしょん！」

　急にくしゃみが出てしまい、エドガーがのけ反る。

　そうよね、いくら手で押さえていても反射的に逃げるわよね。

「あら、失礼」

　鼻水が飛び出なくてよかったわ。

　ハンカチで口元を押さえると、エドガーが心配そうに私を覗き込む。

「大丈夫か。風邪でもひいたんじゃないか？」

「ううん、大丈びゅ……わくしょん！」

「ほら。宮殿に着くまで寝ていろよ」

　エドガーは私の体を倒し、膝枕で寝かせてくれる。足は正面を向いていて、体は横向きだから少し痛いけど、いいや。国王陛下の膝枕なんて貴重だもの。

「ありがとう」

　エドガーのマントを被り、彼のにおいに包まれてそっとまぶたを閉じる。なのになぜか、宮殿に着く頃にはもっと寒気を感じるようになっていた。




　かたかたと震えながら、エドガーに付き添われて部屋に戻る。

「早く着替えを。もっと部屋を暖めてくれ。ボートレイト伯爵は部屋の外へ」

　エドガーが指示を出すと、伯爵は心配そうな顔で部屋を出ていき、ルーシアがたくさんのものを台車に積んできた。

　燃えた石炭を入れた鉄のベッドウォーマーを、コンフォーターの間に挟み、そっちが温まるまでに私の重いドレスや硬いコルセットを外して、柔らかなシルクの寝間着を着せてくれる。私はその間にもふらふらして倒れそうだった。

　寒気が止まらない。頭が痛いし、お腹も痛い。

「国王陛下も、お召し替えを……」

「俺はあとでいい。とにかくミリィを寝かせてやらないと」

　エドガーは軍服のままでベッドウォーマーを取り出し、私を抱えてベッドに横にしてくれた。

「だから言わんこっちゃない。無理してあんな北端の街まで旅をするからだ」

「だって……」

「黙っていろ」

　大きな手が私の前髪を上げる。するとエドガーは自分の前髪もペロンと上げ、形のいい額を私の額に押しつけてきた。

　いつもキスをするときの距離だ。反射的にまぶたを閉じるけど、エドガーはなにもせずに離れていく。その眉間には深いシワが。

「熱いな。熱がどんどん上がってきているみたいだ」

「そう……？」

　熱があるのか。寒いのはそのせいね。

「なにか食べられそうか？」

「いらない……食欲がないの」

　昨日からいがいがしていた喉が、今は本格的に痛い。声を出すのもつらいくらい。

「そうか……。誰か、侍医を呼んでくれ。薬師もだ」

「承知しました。王妃様、すぐ戻りますね」

　ルーシアが全速力で駆けていく。他の使用人も氷や飲み物を用意しに、部屋を出ていってしまった。

　室内は急に静まり返り、私とエドガーとふたりきりの空間になる。

「つらいか？」

　大丈夫だよ、と返事をしようとした途端、咳が出た。それは一回で終わらず、何度も繰り返してしまう。

「あっちで流は行やっていた強力な風邪をもらってしまったかな」

　エドガーがベッドサイドに跪き、頬をなでてくれる。いつもは温かい彼の手が、今日は冷たく感じられた。

「そうかも。ねぇエドガー、今夜は……ううん、風邪が治るまでは一緒にいない方がいいわ。国王であるあなたになにかあったら大変だもの」

　国王が風邪をひいて働けなくなったら、一大事。まだ復興途中の街がいくつもあるし、朝の謁見も行えなくなってしまう。

「そんなことは気にしなくていい」

「するわよ。あなたは国王なのよ。私とは重みが違うわ」

「なにを言ってるんだ」

　会話の途中でまた咳き込む。

　ああ、胸まで痛い。なんて苦しいのかしら。こんなに苦しいの、あの毒を吸っちゃったとき以来だわ。

　ぜえぜえと息をしていると、部屋の扉が叩かれた。エドガーが許可を出すと、侍医と薬師がそろってやってきた。

「失礼します、王妃様。診察をしますので胸をお開けください」

　侍医が聴診器片手に、私の寝間着に手を伸ばす。その手をエドガーがそっと止めた。

「開けなければ心音が聞けないのか」

「え？」

「王妃の肌を、この俺以外の男の前にさらせと言うか」

　な、なに言ってるのよエドガー。あなたらしくもない。しかもいつも被っている猫を、どこかに置いてきちゃったみたいよ。普通に『俺』って言っちゃってるし。

「国王陛下、侍医はそんないやらしい目で王妃様を見たりしませんわ」

　ルーシアがエドガーをなだめるように言った。

「そうよエド、がーっほっほ。げほ、げほ……胸が痛いわ、早くして」

「そうか……そうだな。じゃあ、俺が開ける」

　エドガーは慣れた手つきで、私の寝間着の胸のリボンをほどいていく。

　初老の侍医は聴診器を胸に当て、注意深く音を聞いた。

「雑音が大きいですね。胸の中が炎症を起こしているかもしれない」

「炎症だと」

「ひどい風邪でしょうね。喉の中も真っ赤です。北の街で流行っている風邪だとすると、三日は高熱が続くでしょう」

　侍医が淡々と私の病状を説明する。

「三日も……。それではミリィが死んでしまう」

「いや、陛下。死にはしませんよ。風邪ですから。胸の痛みは心配ですが、王妃様はまだお若いので大事には至らぬかと」

　心配するエドガーに言い聞かせるよう、侍医は冷静に告げた。

「お疲れになっていたから、ひどくやられてしまったのでしょう。ちゃんと欠かさず薬を飲んで、栄養と休息を取っていればよくなりますよ。一週間は安静にした方がよさそうですが」

「そうか。よくなるのであればそれでいい」

　侍医の診断を聞き、やっと冷静になったエドガーはホッとしたように息をついた。

　うーん、やっぱりあの北の街で拾ってしまったのね。

　薬師が持っていた薬の中から解熱剤と鎮痛剤を手渡し、ふたりは帰っていった。体の中に入ってしまった菌を殺す薬は、特殊な材料がないとできないとのことで、また明日渡してもらうことに。

「王妃が倒れたんだから、最初から特殊な材料でもなんでも持ってきて、ここで調合してもらわなければ困るよな」

　珍しく子供のようなことを言うエドガー。私はなんとか上半身だけ起こしてもらい、薬を飲むと、すぐ横になった。

「仕方ないわよ……。ひと晩くらい大丈夫。ルーシア、エドガーの代わりの寝床は？」

　夫婦の寝室のベッドを私が占領してしまった。エドガーも旅で疲れているのに、申し訳ない。

「前のお部屋のベッドがそのまま残っております。掃除は定期的にしておりますので、すぐにお使いいただけます」

　ルーシアがはきはきと答えてくれた。

「げほ、げほ……ねぇ、エドガー、あまり近くにいちゃいけないわ。風邪がうつってしまう。それに、あなたは食事をとって、げほ、休まなくちゃ」

「そんなのどうでもいい。ミリィだって俺だって、存在の重さは同じだ。俺がたまたま国王だからといって、そんなに気を遣わなくていい」

　たまたま国王って。あなたが国王であることは、たまたまじゃないでしょう。あなたのお父様が、そして国民のみんなが認めてくれたからじゃない。

「とにかく今日は休んで……ね、エドガー」

　旅の疲れが取れないままだと、本当にエドガーも同じ風邪にかかってしまうかも。

　納得いかないというような表情のエドガー。苦々しい顔も美しいなんて、あなたはずるいわね。

　そんなことを思っていると、急に眠気が襲ってきた。薬の影響かな。ゆっくり眠ればすぐによくなるわ。

「風邪をひいたのが、あなたじゃなくてよかった」

　それだけは不幸中の幸い。エドガーは毒には耐性があるけど、病原菌に対しては普通の人と同じだものね。エドガーがこんな思いをするなら、その方が苦しい。

　ん？　ということは、細菌兵器でも使えば、楽にエドガーを暗殺できたのかも？

　うっかりそんなことを考えてしまい、逆に笑えた。頭の回転が速くなくて助かった。あの当時そんなことを思いついていたら、今の幸せはなかったんだもの。

　にへへと笑うと、エドガーはますます眉間にシワを寄せた。それさえ計算しつくされた彫刻みたい。

「バカ。なに笑っているんだよ。もう寝ろ」

「はい……」

「早くよくなれよ」

「おやすみなさい……」

　まぶたを閉じる瞬間、エドガーが唇にそっとキスを落とす。

　ああ、ダメよ。風邪がうつってしまう……。そんなことを言い返す気力もなかった。

　薬の勢いに任せ、深い眠りに落ちていった。




　ふわふわと綿菓子のような地面の上を歩いている。その頼りない地面はどこまでも続いていて、終わりがない。他に余計なものはなにもない。

　ここはどこ？　私はどうしてこんなところにいるのかしら。

　きょろきょろと周りを見回すけど、目印になる建物も人の姿もなにも見つけられない。静かすぎる。

　心細くなったとき、ふと後ろから声をかけられた気がした。慌てて振り返ると、輪郭のはっきりしない白い光が浮かんでいた。

「なに……？」

　この光が私を呼んだ？

　じっと見つめるけど、光の塊の正体はわからない。

「あっ」

　その光は卵のような形に収束する。そこに一対の白い翼が生えた。小鳥くらいの、小さな翼だ。

　どこへ飛んでいくの？　尋ねようとしたら、ハッと息が止まった。




　まばたきをする。高い天井。そこにある模様には見覚えがある。いつもの寝室だ。

「夢……」

　不思議な夢だったな。あの卵さん、どこに飛んでいこうとしたのかしら。

「んん」

　まだ喉が痛いけど、寒気は少し和らいだみたい。暖炉を見ると赤い火が灯っていた。使用人が火を絶やさないよう、代わる代わる来てくれたんだろう。

「ん？」

　視界の端に金色の塊が見えた。ゆっくりと体を起こすと、枕元に近いベッドサイドに、エドガーが椅子を置いて座っていた。上半身をベッドに預け、腕を交差して、そこに自分の頭を置いて眠ってしまっている。

「な、な、なんで」

　一国の王ともあろう人が、椅子で寝ているの？

「エドガー、げほ。エドガー……」

　名前を呼んで、その肩をぽんぽんと優しく叩く。すると彼がおもむろに頭を上げた。

「……俺、寝てたか」

　うなずくと、エドガーの肩にかけられていた毛布がずるりと床に落ちる。

「情けないな。絶対に寝ない自信があったんだが」

　彼は大きく両手を上げて体を伸ばす。その服が軍服じゃなかったことにホッとした。一応、寝間着を着ている。

「まさか、夜の間中ここで？」

　私の様子を見てくれていたなんて……言わないわよね。

「うん。やっぱり一緒にいたくて、ずっとミリィの顔を見ていた。なんでだろうな、お前の寝顔って、見ていると安心するんだ。たとえ風邪でつらそうでも」

　昨夜のようにおでこを合わせて、私の熱を測るエドガー。

「安心していつの間にか寝てしまったんだな。看病もせずに。ごめん」

　至近距離でそう囁く彼のまつ毛が揺れる。

「そんな……謝ることない。それより、ちゃんとご飯食べた？　ベッドで寝ないとダメよ」

　国王を病人の隣の椅子で寝かせたなんて、ありえない。あっちゃいけないことだ。

「いいんだ。今日はなんの予定もないし、ひとりでベッドに寝ているより、ここでお前の寝顔を見ていた方がよっぽど癒されるから。……うん、昨日より少し下がったか」

　さらっと恥ずかしいセリフを言って。そんな場合じゃないのに。

「王妃様、お目覚めになられましたか。おかゆをお持ちしました」

　扉がノックされ、ルーシアがお盆にのった器を運んできた。

「食べられそうか？」

「えっと……うん、いただきます」

　昨日あれだけ言っても、エドガーはひとりで休んでくれなかった。エドガーをしっかり休ませるためには、私が元気になるのが一番早そう。

「よし。ルーシア、それをよこせ」

　テーブルを近くに持ってこようとしていた侍女ふたりを制し、ルーシアのお盆を受け取るエドガー。自分の膝におかゆの器をのせると、器用に中身をスプーンですくう。

「ほら、口開けろ」

　口……開けろ？　まだ熱でぼんやりしている頭で考える。これって、エドガーが食べさせてくれるってこと？

「いいわよ、貸して。自分で食べられるから」

「ほう。国王の命令に逆らうか。いいから口を開けろ。ほら、あーん」

『あーん』だって。国王陛下が『あーん』だって。

　言いながら自分で口を開けている。その様子が可愛すぎて、悶え死にそうになった。

「はあああ」

　耐えられなくて、両目を手で覆う。

「なにやってる。早くしろ」

　やっと恥ずかしくなってきたのか、エドガーが焦りだす。怒らせてはいけないと思い、私も恥ずかしさを堪え、差し出されたおかゆのスプーンをぱくりと口に含んだ。

「それでいい」

　ごくりとひと口目を飲み込むと、彼はなぜか達成感のある顔をしていた。そして、いそいそと次のおかゆをスプーンですくう。

「はい、あーん」

　うわぁ、やっぱり可愛い。エドガーのせいで熱が上がりそう。

　エドガーは意外に上手に、ゆっくりと食べさせてくれる。気づけば、器の中のおかゆがなくなっていた。

「偉い、完食だ。ほら、今度は薬だ」

　笑顔で水と薬を差し出すエドガー。

「あなた、お母様みたいね」

「はは、そうか。俺は母にこんなことをしてもらった記憶はないがな。嬉しいか？」

　悪気のない顔でそう聞かれて、胸が痛くなった。エドガーの前でお母様の話はあまりしないようにしていたのに。

　彼は幼い頃にお母様を亡くし、彼女の記憶はあまりないという。そのあとは継母にいじめられ、散々な子供時代を過ごした。

　なのに、こんなに人に優しくできるなんて。そんなあなたが好きよ、エドガー。

「うん。嬉しい」

　にこりと笑うと、エドガーも嬉しそうに微笑む。

「素直でよろしい」

　くしゃくしゃと頭をなでた手は、昨日よりも温かく感じた。

　食事が終わると、ルーシアたちがお湯と布を持ってくる。他の者が持つかごには、替えの下着や寝間着が入っているみたい。

「国王陛下、お部屋の外に出てください」

「なぜ？」

「王妃様のお体を拭かなくては。清潔にしておかなければ、ご病気がよくなりませんもの」

「なるほど」

　エドガーはうなずく。

　そうよね、たとえ夫でも、裸を他人に拭いてもらう姿を見られるのは恥ずかしい。

　昨日よりだいぶ冷静になったようなエドガーを、温かい目で見ていると……。

「それは私に任せておけ。私がやる」

「はい？」

　ルーシアがきょとんとした顔で聞き返した。

「私がやるから、お前たちは下がっていい」

　え？　なんですって。エドガーが体拭きを？

「そんな！　国王陛下に侍女の仕事をさせるなどと」

「いいんだ、私がやりたいんだから。ほら、行った行った。国王命令だ」

　優しい声音であろうとも、『国王命令』なんて言われたらルーシアたちが逆らえるはずもない。

「では……またなにかご用があれば呼んでくださいませ」

　ルーシアたちが出ていってしまった。すると早速エドガーが私の服を脱がせ始める。

「さあ、体拭きだ」

「えええええ」

　抵抗しようにも力が入らない。がばっと腕と首から服を抜かれ、あっという間に裸にされてしまった。

「嫌」

　夜中ならともかく、朝の明るい光の中で裸をさらすなんて。

　毛布を手繰り寄せようとすると、エドガーの手がそれを止めた。

「……綺麗だ」

　彼は清せい拭しき用の布も持たず、距離を詰めてくる。両手を握られ、抵抗ができない私の体を、価値の高い彫刻でも見るように大事そうに見つめた。

　ブルーの瞳に、自分の生まれたままの姿が映る。恥ずかしくて耐えられず、体が震えた。涙が出そうになる。

「あ、ああ、悪かった。泣くな。泣くことはない」

　私が恥ずかしがって泣きそうになっているのにやっと気づいたのか、エドガーはたっぷり私を見つめたあとで、ハッとした顔をする。

「恥ずかしかったか。ごめん。悪かった。だから泣くな」

　彼はあたふたと後ろを向くと、布をお湯に浸してぎゅっと絞った。私はその間に手繰り寄せた毛布で胸を隠す。

「な、汗を拭くだけだ。おかしなことはしない。力を抜いて」

　そう言っても私が毛布を手放さないので、エドガーは観念したみたい。そっと布を開いて背中に押し当てた。じわりとお湯の温かさが広がる。

「気持ちいいか？」

　丁寧に背中から腕を拭いてくれるエドガー。

「うん。でも前は自分でやります」

　そう言っているうちに、新しい布で頬や目の周りを拭かれた。

「むぎゃ」

「おお、昨日の化粧が取れた。うん、こっちの方がいい」

「もう！」

　布に転写された昨日の化粧を見て笑うエドガー。油断した隙に、バッと毛布を取り去られてしまった。

「あっ」

「ほら、抵抗するなって。清潔にしておかなければいけないんだろ」

　かろうじて私の下半身だけ隠れる状態で、エドガーが清拭を続ける。布を持つ指の先が胸の膨らみに当たると、こっちの方がおかしな気分になりそう。

「うう……」

「だいたい、お前は強がりなんだよ。そして相手のことばかり考えすぎ」

　器用に体を綺麗にしながら、エドガーが言った。

「俺が国王だからとかじゃなくて、ひとりの男として頼りにしてほしい。もっと甘えてほしい」

　胸がキュンとする。その不思議なブルーの瞳は、また私の気持ちを見透かしている。

　エドガーが国王でなければ、なんて考えたことはない。でも多忙な彼に甘えてばかりいちゃいけないと思っていたのは事実だ。

「でも」

「でも、じゃない。俺は国王である前に、お前の夫なんだ。好きなだけ甘えていいんだよ。無理もしないでいい」

　柔らかく微笑んだエドガーと目が合って、胸の奥がぎゅっと鳴る。

「エドガー……」

「お前が俺のことばかり心配してくれるのは嬉しいけど、自分のことももっと気にかけてくれ。お前の笑顔を守るのも、俺の使命なんだから」

　優しく微笑むエドガーの顔を見ていたら、うっかり泣きそうになってしまった。

　王妃になってから、国王であるエドガーの妻としてふさわしい女性になろうと、ずっと背伸びしてきた。エドガーを盛り立てようと、そればかり考えていたかも。無理をしていなかったと言えば嘘になる。

　エドガーは私なりに自分と戦っているのを見抜いてくれていたんだ。いつも忙しいけど、ちゃんと私のことを見てくれている。

「元気になったら、改めて愛めでさせてもらうとしよう。あとは自分でできるか？」

　本当に体拭きだけで、余計なことは一切しなかったエドガーは、新しい布を絞って私に渡す。

「うん、ありがとう」

「お前が許すなら、俺がやってもいいけど」

「それは遠慮します」

　きっぱりと断ると、エドガーはぷっと吹き出す。彼のそんな顔を見て、私も笑顔になった。

　私、あなたと出会えて、結婚できて本当によかった。あなたに笑顔が増えていくたび、私はより一層あなたを好きになってきたの。

　これからも、ずっと一緒に笑っていこう。そうしてずっと惚れ直させてね。

　大好きよ、エドガー。




　幸い風邪は大したことはなく、一週間安静にしたらすっきりさっぱりよくなった。エドガーに伝染することもなくてホッとした四ヵ月後……。

「なんか……気持ち悪い。だるいし、眠い……」

　初夏が来て、また体調不良を訴えた私。エドガーは過保護に私を抱いたままベッドに直行し、すぐ侍医を呼んだ。

「今度はなんだ。熱は出てないぞ。食当たりか」

　侍医の診察を待ちきれず、まくし立てるように質問するエドガー。前にもしたように彼が私の胸を開け、侍医が聴診器を当てる。そして注意深く音を聞いていた。

　また変な風邪をもらっちゃったかな。それがお腹に入っちゃったのかも。

　じっと診断を待っているけど、侍医は注意深く胸やお腹の音を聞いている。この前は胸の音だけで風邪だってわかったのに。

「恐れ入りますが陛下、王妃様は食当たりではありません。胃腸の音は正常です」

「では、なんだと言うんだ」

　侍医が難しそうな顔で聴診器をしまう。

　前回はそんな表情はしていなかったのに……。なにか悪いところがあったのかな。

「詳しく診察してみなければわかりませんが、おそらく……」

　侍医がそこで妙に溜めの時間を作るので、私とエドガーはごくりと唾を飲み込む。

　変な病気だったらどうしよう……。

　散々溜めたあとで、侍医が口を開いた。

「おそらく、ご懐妊ではないかと」

　微笑み、優しい声で言った侍医。少しの沈黙が落ちたあと、周りがどわっと騒ぎ始めた。

「ご懐妊！　ご懐妊ですって!?」

　ルーシアが手を叩いて飛び跳ねる。

　そういえば忙しくて忘れていたけど、月のものが何ヵ月も来ていないような……。

　私はぱちぱちとまばたきをする。エドガーの方を見ると、彼も目を丸く見開いて驚いた顔をしていた。

　懐妊ってことは、赤ちゃんが……。エドガーと私の子供が、このお腹の中にいるってこと？

「きゃあああーっ！」

「ついに、ご懐妊ですわ！」

　周りについていてくれた侍女たちも、手を取り合って喜ぶ。

「どうした？　なんの騒ぎ？」

「なにかあったのですか？」

　ひょっこりと現れたラッセルと、扉の外で待っていたボートレイト伯爵の元に、ルーシアが駆け寄る。

「王妃様がご懐妊なされたのです！」

「なんだって？　おい、そりゃ本当か！　宴の準備をしなきゃ」

「それよりも、アミルカの王妃様に連絡を。きっとお喜びになります！」

　ラッセルと伯爵は頬を上気させ、はじけるような笑顔を私たちに向ける。

「そうですわね！　ああ、忙しくなるわ！」

　あれを準備して、これを準備して、と部屋の中で考えている様子で、ぐるぐる歩き回るルーシア。侍医はその光景を見てにこにこと笑っている。

「おい、なにぼーっとしてんだよ、ふたりとも」

　ぽんぽんと両手で私とエドガーの肩を叩くラッセル。放心状態だったエドガーの目に、パッと光が舞い戻った。

「……でかした！」

　突然大きな声でそう叫んだエドガーは、ベッドの上で上半身だけ起こしていた私をぎゅうっと強く抱きしめる。

「い、痛い。エドガー、お腹が潰れちゃう」

「はっ、すまない」

　すぐ体を離し、私の顔とお腹を交互に見つめる。

「信じられないな。いや、待ち望んでいたことだけど、いざ現実となると」

　確かに、私たちは結婚して今月でちょうど一年だけど、まだ子供に恵まれていなかった。

　これまでの王妃は結婚後、半年以内に懐妊した人が多かったため、周りは勝手に焦りだして、私に診察を受けろと強く勧めてきたものだ。国王の世継ぎが生まれないなんて一大事だから。

　だけどエドガーは、そんなプレッシャーを一切かけてこなかった。

『まだ一年も経っていないのに、騒ぐ方がおかしい』

　そう言って、いつかできるだろうとのんびり構えてくれていた。それがよかったのかもしれない。

「喜んでくれる？」

「もちろん。そうか……お前が俺の子を生むのか」

　とろけてしまいそうなほど目を細めて、私のお腹を優しくなでる。そんなエドガーを見ていたら、じわじわと胸が熱くなってきた。

「私も嬉しい！」

　エドガーの広い胸に抱きつく。彼も今度は力を入れないように気をつけて、そっと優しく私を抱きしめ返してくれた。

　風邪で倒れたときに見た夢。あの卵は、私たちの赤ちゃんだったのかもね。『今からお父様とお母様のところに行くよ』って、教えに来てくれていたのかも。

「でも俺は……いい父になれるかな」

　急に心配そうな顔になるエドガー。子供時代のことがあるからだろう。弱気なあなたなんて、珍しい。

「大丈夫よ。あんなに上手におかゆを食べさせられるんだもの」

　そう言うと、エドガーは四ヵ月前のことを思い出して笑った。

「そうか、母みたいな父になれるかもしれないな」

「あなたならきっとなれるわ。素敵な父親に」

「ありがとう。こんなに幸せな気持ちになったのは、生まれて初めてだ。頼りないかもしれないけど、これからもよろしくな、ミリィ」

　そう言って、エドガーは私にキスをした。

　私もとても幸せよ、エドガー。頼りないなんてとんでもない。あなたほど頼れる夫は他にいない。

　国王であり、私の素敵な旦那様。

　どうか、ずっとこうしてキスをしてね。

　もっとたくさん、幸せを積み重ねていきましょう。私たちふたりで。

　……ううん、これから増える家族みんなで。なんて素敵なことでしょう。

　顔を離して、エドガーのブルーの瞳を覗く。ちょっとだけ涙で潤んでいるのに気づいて、こっちがもらい泣きしてしまった。

　エドガーが私を優しく包み込む。

　最愛の夫の腕の中で、私は幸せを噛みしめた。
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あとがき




　こんにちは。真彩-mahya-です。こちらの作品をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　この作品で自身のベリーズ文庫四冊目となります。前作からちょうど一年ぶりの書籍化となりましたが、これまで続けてこられたのも作品を読んでくださる皆様がいたおかげです。ありがとうございます。

　今回は、初の大人向けファンタジー作品。実はスターツ出版さんでのデビュー作が小学生～高校生向けのファンタジー作品でした。忍者とか陰陽師とかが出てくる、バトル満載胸キュンファンタジー。あと、新撰組を題材にして沖田総司が人狼に変身！なんてお話も書籍化していただきました。

　というわけでファンタジーは得意ジャンルのはずだったんですが、今回はかなり苦戦しました。というのも、ヒロイン・ミリィの敵が、ヒーローであるはずのエドガーだったから。

　これまでのファンタジーは敵とどう戦って倒すか、味方とどう恋愛を繰り広げるかを考えていたので、違う設定を考えたはいいものの、どうやって恋愛モードに持っていくかかなり悩みました。普通、自分を殺そうとした相手を好きになりませんものね。

　下手すると、とっても重～く暗～いお話になりそうな設定でしたが、なんとかベリーズ文庫らしいラブストーリーにできたのでは、と思います。表紙イラストのように、エドガーに迫られて困った顔をしているミリィを思い浮かべてにやにやしていただけたら嬉しいです。読み終わったときに温かい気持ちになってくださっていたらもっと嬉しいです。

　最後になりましたが、編集をしてくださった三好様、矢郷様。美しい表紙イラストを描いてくださった加々見絵里様。この作品に携わってくださった全ての方々にお礼申し上げます。

　そして、この作品を最後まで読んでくださった読者の皆様。本当にありがとうございました。ミリィのような悩みを持った方はいないでしょうが、誰もが様々なことで悩んでいるはず。でもそれは永遠に続くものじゃない。いつか笑える日が来るさ、と信じて、一緒に毎日頑張りましょう！





二〇一七年　十一月吉日　真ま彩あや-mahya-


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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